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このたびは、パナソニック製品をお買い上げいたださ、まことにありびとラございます。 

■ 取扱説明書をよ < お読みのラえ、正し < を全にお使い < ださい。 

■ご使用の前に"安全上のごま意’’日〜日ページ）を必ずお読み<ださい。 
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商標について 

• Micr 日 soft ® とその□ユ Windows ®. Windows ® XP . Windows Vista ®. Windows ® 7 s Internet Explorer ® は、米国 
Microsoft Corp 日 ration の、米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

• Macintosh、Mac OS . Safari は、米国およびほかの国々で登録された Apple Inc . の商標です。 

• PJLink 商観ま、日本、米国その他の国や地域における登録または出願商標です。 

• HDMI、HDMI □ゴ、および Hi 卽 -Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensin 呂 LLC の商標または、登録商標です。 

• VGA、XGA は米国 International Business Machines Corporation の商標です。 

• SVGA は Video Electronics Standards Association の商 @ または登録商標です。 

• R 曰曰 mView、Crestran RoomView は 、 Crestran Electronics . Inc . の登録商標です。 

Crestr 曰 n C 日 nnected は Crestr 曰 n Electronics , Inc . の商標です。 

-オンスク U —ン; >< ニューに使用しているフォントの一部は、株式尝社 U コーが製作•販売した、 U コービットマップフォントです。 
- Adobe Flash Player は、アドビシステムズ社の米国および/または各国での商標または登録商標です。 

-その他、この説明書に記載されている各種名称-尝社名-商品名などは各社の商標または登録商標です。 

なお、本文中では⑥や TM マークは明記していません。 


本書 内のイラストについて 

•プ□ジェクター本体、画面などのイラストは、実際とは異なることがあります。 


参照ページについて 

•本書では、参照ページを （1^ 日日ページ）のよラに示しています。 


用言 E に一)し、て 

-本書では付属品の「ワイヤレス U モコン」を「リモコン」と記載しています。 


この装置は、クラス B 情報技術装置でず。この装置は、家庭環境で使用ずることを目的としていまずび、こ 
の装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こずことびありまず。 
取扱説明書に従って正しい取0扱いをして < ださい。 

VCCI-B 


J 旧 C 巳1000 -3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格」旧 C 日1000 -3-2 に適合しています。 
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本機の特長 


投写ずるまでの手順 


[ 


自由度の高い設置性 


► 2 倍ズームレンズ、レンズシフトの 
搭載により、自由度の高い設置性を 
実現しました。 

\ 色再規性/コントラストの向上 

►新ランプ、新光学系の導入により、 
色再現性、コントラストび向上しま 
した。 

[ 部屋®環境への調和 

►部屋の照明環境（明るさ、色）に応 
じて映像を自動調整するテクノロ 
ジーを搭載しました。 


詳しくは各ページをご覧ください。 


本機を設置する 
(厮21ぺージ） 


2. 本機とが部機器を接続ずる 
(献27ぺージ） 


3. 電源コードを接続ずる 
(献30ぺージ） 


4. 電源を入れる 
(厮32ぺージ） 


ド 


瓦初期設定をずる^ 
(厮16ぺージ） 




6. お写ずる映像を選択する 
(献34ぺージ） 



ス映像の映り具合を調整ずる 
(献34ぺージ） 


本機をご購入後、初めて電源を入れてご使用になる場合 
に行ラ手順です。 
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ち全上のご注意 C # ずお守りください 


入への危善、 財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 

■ 誤った使い方をしたときに生じるを害や損害の程度を区分して、説明しています。 



A 警告 

「死亡や重傷を負ラおそれがある内容」です。 

A \ 注意 

「傷害を負ラことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。 


お守 D いただ < 内容を;夕の図記号で説明していまず。 


0 ( 1)00 


してはいけない内容です。 


〇を 


実行しなければな6ない内容です。 



電源について 


( 異常-巧障時には直ちに使用を中止ずる） 

を 


電源プラグ 
を巧く 


異苗があったときは、電源プラグを巧く 

内部に金属や水などのお体、具物が入ったとき、落下などでタト装ケースが破損したとき、1 
がか旦直卓ちがせホ I 

(そのまま使用すると、火^や感電の原因になります。） 

づ異甫の際、電源プラグをすぐに抜けるように、コンセントを本機のおくに取り付けるか、配線 
用適断装置を容易に手が届くイ立置に設置してください。 

づ本機を電源から完全に適断するには、電源プラグを抜く必要があります。 

づお買い上げの販売店にご相談ください。 


〇 


■ 電源プラグ（コンセント側）や、電源コネクター（本体側）は、根元までお実に差し込む 

(差し込みが不完全であると、感電や発熱による火災の原因になります。） 

づ傷んだプラグやゆるんだコンセントのまま使用しないでください。 


■ 電源プラグのほこ0などは、定期的にとる 

(プラブにほこりなどがたまると、湿気などで絶縁不良となり、火災や感電の原因になります。） 
づ半年に一度はプラグを抜いて、乾いた巧で巧いてください。 

づ長期間使用しないときは、電源プラグを抜いてください。 


0 


■ 電源コード-プラグが破損するよラなことはしない 
「傷つける、加工する、高温部や熱器具におブける、お埋にかびる、ねじる、引っ張る、 
重いちのを載せる、まねるなど 

(傷んだまま使用すると、火災や感電、ショートの原因になります。） 

づ電源コードやプラグの修理は、お買い上げの販売店にご相談ください。 


コンセントや配線器具の定格を超える使い方や、交流100 V なタトでの使用はしない 

(たこ足配線等で、定巧を超えると、発熱による火災の原因になります。） 


付属の電源コードなタトは使用しない 

(付属な外の電源コードを使用すると、シヨートや発熱により、 
ります。） 


感電-火災の原因になることがあ 


めれ手 
禁止 


■ めれた手で電源プラグや電源コネクターに軸れない 

(感電の原因になります。） 


(D 

接触禁止 


■ 雷が鳴0出したら、本機や電源プラグには抽れない 

(感電の原因になります。） 


を全上のごを意 
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ま全上のごを意（つづき) 



ご使用 

- 設置に ついて 



0 

■ 

放熱を巧びない 

巧やおなどの上に置かない（吸気□にの着する場合があ D ます)、風通しが悪く狭い所に巧し] 
.込まない J 

(内部が高温になり、火災の原因になることがあります。） 

づ吸排気を妨げないよラ、周辺の壁やものから10 cm な上離して設置してください。 


■ が気□には手やものをおブけない 

[手や顔をおブけない、指を入れない、熱に弱いちのをおくに置かない] 

け非気□か6は熱風がでているため、やけどやけが、変形の原因になります。） 


■ 力一ぺツトやスポンジマツトなどのやわ6かい旧の上で本機を使用しない 

(内部に熱がこもり、本機の故障、火災ややけどの原因になることがあります。） 


■ 湿気やほこ0のぎい所、油煙や湯気が当たるよラな所に置かない 

(火災や感電の原因になることがあります。また、ミ由により樹脂が劣化し、天つり設置の場合に落 
下するおそれがあります。） 


■ 荷重に耐えられない場所や不安定な場所に設置しない 

(落下などによる本機の破損-変形や、大きな事故やけがの原因になります。） 


■ 使用中はお写レンズをのぞかない 

(投写レンズか6は強い化がでます。中を直接のぞくと、目を痛める原因になります。） 

^使用中に本機から離れる場合はち電源を切ってください。 

づ特にお子様にはごを意ください。 


■ 内部に金属類や燃えやすいちのなどを入れた0、水などのお体をかけた0めらした0しない 

(ショートや発熱により、火災•感電-故障の原因になります。） 

=»機器のおくに水などの液体の入った容器や金属物を置かないでください。 

=»水などの液体が内部に入ったときは、販売店にご相談ください。 

づ特にお子様にはごを意ください。 


■ レンズカバーを取0付けたままお写しない 

(火災の原因になることがあります。） 

分解禁止 

■ 

分厢や改造をしない 

(内部には電圧の高い部分があり、感電や火災の原因になります。また、 

使用機器の故障の原因になります。） 

=»内部の点検や修理などは、お買い上げの販売店にご相談ください。 




A 警告 




高圧を 意 





サー ビスマン W タトの 
方はケースをあけな 
いでください。 
内部には高電圧部巧 
が数多くあ0、万一 
さわるとを険です。 




「本体に表示した事項」 

〇 

■ 天井取0付け（天つ 0) などの設置工事は、専門の技術者または販売店に依巧する 

(工事の不備により、落下事故の原因となります。） 

■ 当社で指定した天つ0金具を使用する 

(天つり金具の不備により、落下事故の原因となります。） 

づ天つり金具に付属のワイヤーで落下防止の処置を行ってください。 


ま全上のごを意 
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ま全上のごミち意（つづき) 



付属品 • 消耗品について 

を 

電源プラグ 
を巧く 

■ ランプユニット交換を巧ラ前に、必ず電源プラグをコンセントか6巧く 

(電源プラグを抜かずに交換作業を行ラと、感電や破裂の原因になります。） 

〇 

■ ランプユニットの交換は、電源を切り、ランプが冷えてか6 (1 時固な上待ってか 6) 巧ラ 

(カバー内部は高温になっているため、やけどの原因になります。） 

■ 使い切った電池は、すぐに U モコンから取0出す 

(そのまま機器の中に放置すると、電池の液漏れや、発熱•破裂の原因になります。） 

0 

■ ランプユニットを分解しない 

(ランプ部が破裂すると、けがの原因になります。） 

■ 電池は誤った使い方をしない 

「 • 指定された電池なタトは使用しない。 1 

• 巧電池は巧電しない。 

• 加熱-分招した 07 k などのあ体や火の中へ入れた0しない。 

• +と一を針金などで接続しない。 

• +と一を逆に入れない。 

•ネックレスやヘアピンなど金属が使用されているものと一緒に巧管しない。 

• 巧旧の電池や違ラ種類の電池を混ぜて使わない。 

•アルカリ巧電池または7ンガンを電池なタトは使用しない。 

• 被覆のはがれた電池は使わない。（電池にはまをのために被覆がかぶせてあ0ます。 

L これをはがすとシヨートの原因にな0ますので、絶対にはがさないでください 。） J 
(液漏れ•発熱•破裂-発火の原因になります。） 

■ 電池のおが漏れたときは、素手で液をさわらない 
[おが目に入ったら目をこすらない] 

(失明のおそれや、液が身体や衣服に付着した場合、巧膚の炎症やけがの原因になります。） 

=> すぐにきれいな水で洗ったあと、医師にご相談ください。 

■ 付属の電源コードは、本機なタトの機器では使用しない 

(付属の電源コードを本機しソ外の機器で使用すると、ショートや発熱により、感電•火災の原因に 
なることがあります。） 


ち全上のご注意 
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ま全上のごを意（つづき) 



電源について 

C 

電源プラグ 
を巧く 

■ 長時固使用しないときは、電源プラグをコンセントか 6 巧く 

(電源プラグにほこりがたまり、火災-感電の原因になることがあります。） 

■ お手入れの際は、電源プラグをコンセントから巧く 

(感電の原因になることがあります。） 

〇 

■ 電源コードを取 0 タトすときは、必ず電源プラグ（コンセント側）や、電源コネクター（本体側）を持っ 
て巧く 

(コードを引っ張るとコードが破損し、感電•シヨート•火災の原因になることがあります。） 


ご使用-設置について 

0 

■本なの上に重いちのを載せた0、柔った0しない 

(バランスがくずれて倒れたり、落下したりして、けがの原因になることがあります。また、本機 
の破損や変形の原因になることがあります。） 

■ 異苗に温度が冨くなる所に置かない 

(外装ケースや内部部品が劣化するほか、火災の原因になることがあります。） 

与直射曰化の当たる巧や、熱器具などのおくには、設置•な管をしないでください。 

〇 

■ 移動させる場合は、必ず接続線をタトす 

(コードの破損などにより、火災や感電の原因になることがあります。） 


付属品 • 消耗品について 

0 

■ランプが破裂したときは、さねったり、顔をおブけたりしない 

(散乱したガラス片で、けがをしたり、破裂により発生したガスを吸い込んでしまったりするおそ 
れがあります。） 

づ直ちに換気を行ってください。万が一吸い込んだり、目や□に入ったりした場合は、直ちに医 
師にごホ目談ください。 

=»破裂により発生したガスは、堂化灯程度の水銀を含有しています。 

づ販売店にランプの交換と内部の点検をご依頼ください。 

■ ちいランプユニットは使用しない 

[使用時固を超えたランプユニットは使用しない] 

(そのまま使用を続けると、破裂する場合があります。） 

づランプユニットは;'肖耗部品です。 

〇 

■ 長期固使用しない場合は、 U モコンか 6 電池を取 0 出す 

(電池の液漏れ、発熱、発火、破裂などを起こし、火災や周囲汚損の原因になることがあります。） 


お手入れについて 

〇 

■ 1 年に 1 度は、内部の清掃を販売店に依巧する 

(本機の内部にほこりがたまったままで使用を続けると、火災の原因になることがあります。） 

与特に湿気の多くなる巧雨期の前に行ラと効果的です。 

づ内部清掃費用については販売店にごホ目談ください。 


ま全上のごを意 
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ご使用になる前に 


■ 本機に付いている固定テープや保護シートなどの包装材料を取り外してか5ご 
使用<ださい 

取り外した包装材料は、適切に処理してください。 


本機の運搬について 



• 運搬の際は、投写レンズに必ず付属のレンズカバーを取り付けてください。 

•運搬の際は、本機の底面を持つよラにし、過度の振動や衝撃を加えないよラにお取り扱いください。内部の部 
品び傷み、故障の原因にな0まず。 

•アジヤスター脚を伸ばした状態で運搬しないでください。アジヤスター脚び破損ずるおそれびありまず。 


本機の設置について 


■ 屋州こ設置しないで<ださい 

本機は室内でご使用ください。 

■ じ(下の場所には設置しないで < ださい 

•車両-船舶など、振動や衝撃び加わる場所：内部の部品び傷み、故障の原因になりまず。 

■エアコンの吹き出し口の近く：使用環境によっては、排気口からの熱せられた空気や、空調からの温風- 
冷風の影響で、まれに画面に「ゆらざ」び発生ずる場合びありまず。本機の前面に自機、あるいは他機の 
排気や、空調からの風び回り込むような設置びないよラにま意してください。 

• 照明器具(スタジオ用ランプなど)の近くなどの温度変化び激しい場所（"使用環境条件"№113ぺージ )） ： 
ランプの寿命などに影響を及ぼずおそれや、熱により本体び変形し、故障の原因になることびありまず。 
•高圧電線や動力源の近<:妨害を受ける場合びあ0まず。 

■本機を天井に取り付ける場合は、必ず専門の技術者、または販売店にご依頼く 
ださい 

別売品の天つり金具び必要でず。 

品番： ET - PKA 110 H (高天井用）、 ET - PKA 1 1 OS (な天井用） 

■ レンズフ ォー カスに関して 

高輝度プ□ジェクターのレンズは、光源からの光による熱の影響で、電源を入れた直後はフォーカスび安定 
しません。レンズフォーカスの調整は、映像を映した状態で30分じ(上待ってから行ってください。 

■ 海巧1400 m m 上〜2 700 m 未満でご使用の劇ホ、[高地 モー ド]を必ず[才 
ン]に設定してください 

部品の寿命などに影響を及ぼずおそれや、故障の原因になる場合びあ0まず。 

■海巧1400 m 未満でご使用の際は、[高地 モー ド]を必ず[オスに設定し 
て < ださい 

部品の寿命などに影響を及ぼずおそれや、故障の原因になる場合びあ0まず。 

■海抜2 700 m m 上の場所に設置しないで<ださい 

部品の寿命などに影響を及ぼずおそれや、故障の原因になる場合びあ0まず。 

■ 本機を立てたり、左右に傾けたりして使用しないでください 

本機を上下方向に± 30 ° L ソ上立てたり、左ち方向に+ ]0 °L ソ上傾けたりして使用しないでください。部品 
の寿命などに影響を及ぼずおそれびありまず。 
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ご使用になる前に（つづき) 


■吸排気を巧げないよう、周辺の壁や物から10 cm m 上離して設置してくださ 
し、 


■ 静電気びをく発生ずるような場所でのプロジェクターの使用は、できるだけし 
ないで<ださい 


• じゅラたんなどの静電気び多く発生ずるよラな場所でプ□ジェクターを使用ずる場合、有線 LAN での通 
信び切れやず < な0まず。 

その場合は、問題となる静電気やノイズ源を取り除いてから、再度、有線 LAN 接続をしてください。 

• まれに静電気やノイズにより LAN 接続びでさなくなる場合びありまず。 

このよラな場合は、リモコン、または本体操作部の電源<山/|〉ボタンで、プ□ジェクターの電源をいっ 
たん切って< ださい。 

冷却ファンび停止したあと（本体の電源インジケーター 〈ON ( G ) /STANDBY ( R )> びオレンジ色の点 
灯から赤色に点灯または点滅したあと）に電源を入れ、再度 LAN 接続処理を行ってください。 


■ 設置上のごを意 


• 本機を積み重ねて使巧しないでください。 

•空調の冷風や温風び、本機の吸気 □ •排気□に直接当たらないように設置してください。 
•本機の吸気口 -排気口をふさびないでください。 



100 mm 政上 




• 本機を密閉した空間に設置しないでください。 

密閉した空間での設置び必要な場合は、別途、空調設備、換気設備を入れてください。換気び不十分な場合、 
排気熱び滞留ずることで、本機の保護回路びはたらくことびありまず。 

• アジヤスター脚は、床置さ設置およびその際の角度調整にのみ使用してください。それ攻外の用途で使巧 
すると、本機び破損ずるおそれびありまず。 
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ご使用になる前に（つづき) 


セキュリティーに関するお願い 



本製品をご使用になる場合、下記のよラな被害を受ける場合び想定されまず。 

• 本製品を経由したお客様のプライバシー情報の漏えい 
• 悪意の第=者による本製品の不正操作 
• 悪意の第=者による本製品の妨害や停止 
セキュ U ティー対策を十分に行ってください。 （0^70 ページ） 

■パスワードはできるだけ推測されにくいちのにしてください。 

■パスワードは定期的に変更してください。 

■パナソニック株式会社およびその関係会社び、お客様に対して直接パスワードを照会ずることはございま 
せん。直接問い合わせびあってち、パスワードを答えないでください。 

• ファイアウォールなどの設定により、安全性び確保されたネットワークでご使用ください。 
■パスワードを設定し、□グインできるユーヴーを制限してください。 


廃棄について 


製品を廃棄ずる際は、最寄りの市町村窓口または販売店に、正しい廃棄方法をお問い合わせください。 
ランプには水銀び含まれていまず。取り外したちいランプ ユニッ トを廃棄ずる場合は、最寄りの市町村窓□、ま 
たは販売店に正しい廃棄方法をお問い合わせください。 
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ご使用になる前に（つづき) 


本機の取り扱いについて 


■ 美しい映像をご覧いただくために 

• より高いコントラストで美しい映像をご覧いただくには、適切な環境を整えてください。スク U —ン面に 
外光や照明などの光び入らないよラに、窓のカーテンやブラインドなどを閉め、スク U —ン面近くの照明 
を消して < ださい。 

•使用環境によっては、排気口からの熱せられた空気や、空調からの温風•冷風の影響で、まれに画面に「ゆ 
らざ」び発生ずる場合びありまず。 

本機の前面に自機、あるいは他機の排気や、空調からの風び回り込むよラな設置びないよラにを意してく 
ださい。 

• プ□ジェクターのレンズは、光源からの光による熱の影響で、電源を入れた直後はフォーカスび安定しま 
せん。映像を映した状態で30分じ(上経過ずると、フォーカスび安定しまず。 

■ 投写レンズ面は素手でさね5ないで<ださい 

投写レンズ面に指紋やミちれび付着ずると、それらびあ大されてスク U —ンに映り、美しい映像をご覧いただ 
くための妨げとなりまず。また、本機を使用しないとさは、付属のレンズカバーを取り付けておいてください。 

■液晶パネルについて 

液晶パネルは、非常に精密度の高い技術で製造されていまずび、まれに画素の欠けや、常時点灯ずる画素び 
発生する場合びあ0まず。これらの現象は故障ではあ0ませんので、あらかじめご了を<ださい。 

また、静止画を長時間投写ずると、液晶パネルに映像の残像び生じる場合びありまず。なお、残像び完全に 
消えない場合びありまずので、あらかじめご了をください。 

■ 光ぎ部品について 

ご使用になる環境温度び高い場合や、ほこり、たばこなどの煙びをい環境下では、]年未満のご使用でを、 
液晶ノ（ネルや偏向板などの光学部品の交換サイクルび短くなる場合びありまず。詳しくは、お買い上げの販 
売店にご相談 < ださい。 

■ランプについて 

本機の光源には、内部圧力の高い高圧水銀ランプを使巧していまず。 

高圧水銀ランプには下記のよラな特性びありまず。 

• 使用時間にとをない、ランプの輝度び低下しまず。 

•衝撃やキズ、使用時間による劣化などにより大さな音を出して破裂したり、寿命び尽さたりずることびあ 
りまず。 

•個体差や使用条件によって、寿命に大さなバラツキびありまず。特に]2時間政上の連続使用や、頻繁な 
電源の切/入の繰り返しは、ランプの劣化を早め、寿命に大さく影響しまず。 

• ごくまれに、投写開始後まをなく破裂ずることびありまず。 

• 交換時期を超えると破裂の可能性び高くなりまず。交換時期び来たらランプユニットを交換してください。 

(ランプユニットの交換時期 （1^ 日8ページ)、ランプユニットの交換手順 （0^ 日8ページ)） 

•破裂ずると、内部のガスび噴出し、煙のよラに見えることびありまず。 

•万一に備え、あらかじめ交換用ランプ ユニッ トをご用意ください。 



<当製品に関ずるソフトウェア情報> 

© Panasonic Corporation 2011 

この製品は、下記のソフトウェアを搭載しております。 

(1) バナソニック株式会社の独自開発ソフトウェア 

(吕 ） GNU GENERAL PUBLIC LICENSE に基づをライセンスされるソフトウェア 

(3) GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE に基づきライセンスされるソフトウェア 

に）と （3) のソフトウェアに関するライセンス条件に関しては、 CD - ROM 内のソフトウェアライセンス文 （GNU GENERAL 
PUBLIC LICENSE Ma'lC GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE ) の規定をご参照ください。（なお、かかる規定は 
第云をによる規定であるため、原文（英文）で記載しております。） 

これ6のソフトウェアに関するご質問は、 E メール ( sav . pj . gpl . pavc @ ml . jp . panasonic . com ) でお問い合わせください。 
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ご使用になる前に（つづき) 


付属品の確認 


じ(下の付属品び入っていることを確認してください。く >は個数でず。 




お願い 


• 電源コードキャップおよび包装材料は商品を取り出したあと、適切に処理してください。 
• 付属品を紛失してしまった場合、販売店にご相談ください。 

• 付属品や別売品などの品番は、予告なく変更ずる可能性びありまず。 

•ル物部品については乳幼児の手の届かない所に適切に保管してください。 

• レンズカバーは適切に保管してください。 

レンズカバーは、投写レンズ面にごみやちれびつくのを保護しまず。 

本機を使用しないとさは、付属のレンズカバーを取り付けておいてください。 
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ご使用になる前に（つづき) 


■ CD - ROM ①内容について 

付属品の CD-ROM には、 LU 下の内容び収録されていまず。 


説明書/一覧表 （ PDF ) 

ソフトウェア 

•取扱説明書詳細編 

•複数台プ□ジェクター監視制御ソフト 
ウェア操作説明書 

• □ゴ転送ソフトウェア操作説明書 

• 巧応プ□ジェクター機種一覧表 

- CD-ROM に収録されているソフトウェアに対応 
ずるプ□ジェクターの機種、および制約事項の一 
覧でず。 

• ソフトウェアライセンス文 

(GNU GENERAL PUBLIC LICENSE . GNU 
LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE ) 

•複数台プ□ジェクター監視制御ソフト 
ウェア （ Windows ) 

- LAN 接続された複数台のプ□ジェクターを監視- 
制御ずるソフトウェアでず。 

• □ゴ転送ソフトウェア （ Windows ) 

-スタート時に投影ずる会社□ゴマークなどユー 
ヴー独自の画像をプ□ジェクターに転送ずるソ 
フトウェアでず。 



丹 jTii 品 


別売品（品名） 

品番 

天つり金具 

ET - PKA 110 H (高天井用）、 ET - PKA 1 1 0 S (1 臣天井用） 

交換巧ランプユニット 

ET - LAA 1 10 
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はじめにお読みください 


本機をご購入後はじめて電源を入れたとさ、および[全設定初期化] (1^6 日ページ）を実行した場合、初期設定 
(INITIAL SETTING ) の画面び表示されまず。ご使用になる場合や状況に応じて設定してください。 

それ LU 外の場合でち、メニュー操作で設定を変更でさまず。 



お知らせ 


•初回使巧の際は、メニュー画面をはっさり表示させるため、本体前面のズームリング、フォーカスリングでの 
調整び必要になる場合びありまず。 

詳しくは"映像の映り具合を調整ずる" （1^34 ページ）をご覧ください。 


■初期設定（表示言語) 


■ネリ期設定（本体設定) 


オンスク U —ンに表示させる言語を選択してくださ [投写方式]、[高地モー円で項目内の選択をしてく 

い。（1®=已日ぺージ） ださい。 


1 ) ▲▼イ►ボタンで表示言語を選ぶ 



2)〈 ENTER 〉 ボタンを巧し、巧の初期設定 
を巧う 


1) ▲▼ボタンで項目を選ぶ 

2) イ►ボタンで設定を切り換える 

巧巧技を 



高巧モード 


掛の400上でご巧用の巧は r オン J に設定してくださり。 


/•房る 

錢 

、 一"^^ミ夫を 


•腊写方式] (爾 62ぺージ) 


[フロント/ 

巧置き] 

スク U —ン前方にある机の上など 
に設置ずる場合 

[フロント/ 
天つり] 

スク U —ン前方にある天つり金具 
(別売品）を使用して設置する場合 

[リア/巧置重] 

スク U —ン後方（透過式スクリー 
ン使用）にある机の上などに設置 
する場合 

[リア/天つり] 

スク U —ン後方（透過式スク U — 
ン使用）に天つり金具（別売品） 

を使用して設置ずる場合 


•[高地モード] (0^ 巨2ぺージ) 


[オフ] 

通常の環境(海抜] 400 m 未満） 
で使用ずる場合 

[オン] 

高地（巧抜] 400 m LU 上〜 

2 700 m 未満）で使用ずる場合 


3) ( ENTER ) ボタンを押ずと初期設定び終 
了ずる 


お知らせ 


■初期設定（本体設定）の画面で 〈 RETURN 〉 ボタ 
ンを巧ずと、初期設定（表示言語）の画面に戻る 
ことびでさまず。 
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各部の名称とはた！ 5 き 


リモコン 



(1) リモコン操作表示ランプ 

U モコンのボタンを押すと点滅します。 

(2) 電源く&/|>ボタン 

本体の主電源 〈 MAINPOWEFO スイッチが〈日 N > 側で投写状態のとさ、本機の電源 
を切った状態（スタンバイ状態）にします。また、電源が切れている状態（スタンバイ 
状態）のとき、本機を投写状態にします。 

(3) 入力切換 （〈COMPUTER〉、〈COMPONENT〉、〈VIDEO/S-VIDEO>、<HDMI 
l/2» ボタン 

投写する入力信号を切り換えます。 （0^3 日ページ） 

また、 U モコンの ID ナンバーおよびセキュ U ティーパスワードを設定する場をに使用 
します。 （11^2 日ページ） 

(4) (MENU) ボタン 

六イン六ニューを表示します。 （11^ 39ぺージ） 

(5) (FREEZE) ボタン 

映像を一時的に静止し、音声を消したい場合に使用します。 （ B ^3 目ページ） 

(6) (DEFAULT) ボタン 

サブ;><ニューの設定内容を工場出荷時の状態に戻します。 （0^4 日ページ） 

(7) 〈FUNC1> 〜 <FUNC3> ボタン 

よく使ラ操作を割り当て、ショートカットボタンとして使用します。 （0^37 ページ） 

佩〈の SET) ボタン 

本体を複数台使用するシステム時、 U モコンの ID ナンバーを設定する場合に使用しま 
す。 （11^ 2日ぺージ） 

(9) 〈の ALL) ボタン 

本体を複数台使用するシステム時、1つの U モコンで同時制御する場をに使用します。 
(豚2曰ぺージ） 

(10) 〈AUTO SETUP) ボタン 

コンピューター信号入力時に[シフト]、[ドットク□ック]、[ク□ックフエーズ]を自 
動補正でさます。 


(11) ▲▼イ►ボタン/ (RETURN) ボタン/ (ENTER) ボタン 

ニュー画面の操作に使用します。 

また、[セキュリティー]のパスワード入力や文字の入力にを使用します。 

(12) 〈AV MUTE) ボタン 

映像と音声を一時的に消したい場合に使用します。3目ページ） 

(13) 〈ECO> ボタン 

ECO マネージメントに関する設定画面を表示します。 （0^37 ページ） 

(14) (VOLUME +> / (VOLUME -> ボタン 

音声出力の音量を調整します。 （11^ 38ページ） 

(15) リモコン発信部 

(16) ストラップ巧 

使用状況にをわせてストラップを取り付けることがでをます。 



お願い 


• U モコンは落とさないよラにしてください。 

• U モコンに液状のちのをかけないでください。 

• U モコンを分解-修理しないでください。 

• U モコンにストラップを取り付けた場合、ストラップを持って振り回さないでください。 


お知5せ 


• U モコンを直接本体の U モコン受信部に向けて操作ずる場合は、 U モコン受信部正面より約]已 m 攻内で操 
作して<ださい。また、上下に+ ]已°と左ちに± 3ぴまで操作可能でずび、操作可能距離び短<なる場合び 
ありまず。 

• U モコンと U モコン受信部の間に障害物びあると、正しく動作しない場合びありまず。 

• U モコンからの信号を、スク U —ンに反射させて本機を操作でさまず。しかし、スク U —ン特性による光反射 
□スにより、操作有効範囲び制限される場合びありまず。 

• 本体の U モコン受信部に堂光ななどの強い光び当たっていると、操作でさな<なる場合びあります。でさるだけ 
光源から離して設置して < ださい。 
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各部の名称とはたりき（つづき) 



■前面*天面*側面 


■ 後面.底面 



( 1 )( 2 ) ( 3 ) ( 4 ) ( 5 ) ( 6 ) ( 7 ) ( 8 ) 



( 15 ) ( 10 ) ( 7 ) 



( 16 ) ( 17 ) ( 18 ) ( 19 ) 



レンズシフト カバーを 
取0付けた状態 



レンズシフトカバーの取り外しかた 

レンズシフトカバーを巧しなが6ス 
ライドさせ、取りがします。 


A 警告 


■排気□には手やものを近づけない 

0 •手や顔を近づけない。 

•指を入れない。 

•熱に弱いをのを近くに置かない。 

排気口からは熱風げでているため、やけど，けが， 
変形の原因にな0ます。 

(1) 電源インジケーター 〈ON (G) /STANDBY (R)> 

電源の状態を表示します。 

(2) ランプインジケーター 〈LAMP> 

ランプの状態を表示します。 

(3) 温度インジケーター <TEMP> 

内部温度またはエアーフィルターュニットの状態を表示し 
ます。 

(4) カラーセンサー受光窓 

部屋の明るさや色を検知します。 

(5) フ オーカ スリング 

フ オー カスを調整します。 

(6) ズームリング 

ズームを 調整します。 

(7) 吸気 □ 


(8) エアーフィルターカバー 

内部に エアーフイルターユニッ トがあります。 
(厭93ぺージ） 


(9) 排気口 

(10) リモコン受信部 

(11) お写レンズ 

(12) レンズシフトレバー 

レンズシフトを調整します。 


(13) 本体操作部 （0^1 日ページ) 


(14) レンズシフト カバー 

(15) 接続端子部 （1^1 日ページ） 

(16) セキュリティース□ット 

このセキュ U ティース□ットは、 Kensin 旨 ton 社製セキュ 
U ティーケースレに対応しています。 

Kensin 到 on 社製セキュ U ティーケーブルについてのお 
問いをわせ先は、下記のとおりです。 


t 陽商事株式会社情報機器事業部 
干1 03-0007 

東京都中央区日本橋浜町 2-55-7 ナナヨービル 
Tel : 03-3663-7740 
Fax : 03-3 巨巨白-23巨7 
http://www.nanayojapan.coJp/ 

•連絡先は変更される場をがあります。ご了承ください。 


(17) <AC IN) 端子 

付属の電源コードを接続します。 

(18) 主電源 〈MAIN POWER) スイッチ 

主電源を切/入します。 

(19) アジヤスター脚 

投写角度を調整します。 


お願い 


•本機の吸気□-排気□をふさびないでください。 
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■本体操作部 


各部の名称とはたりき（つづき) 



(1) 電源く clV |> ボタン 

本体の主電源く MAIN POWER ) スイッチが〈日 N > 側で 
投写状態のとさ、本機の電源を切った状態（スタンバイ状 
態）にします。また、電源が切れている状態（スタンバイ 
状態）のとさ、本機を投写状態にします。 

(2) ( MENU ) ボタン _ 

メインメニューを表示します。 

(3) (INPUT SELECT ) ボタン 

投写する入力信号を切り換えます。 （0^36 ページ） 


(4) ▲▼イ►選択ボタン/ ( RETURN ) ボタン/ ( ENTER ) 
ボタン 

メニュー画面の操作に使用します。 

また、[セキュリティー]のパスワード入力や文字の入力 
にを使用します。 



■接続端子部 



(1) ( LAN ) 端子 

ネットワーク接続する端子です。 

(2) 〈 HDM 1 IN 1> / 〈HDMNN 2> 端子 

HDMI 信号を入力する端子です。 

(3) (COMPUTER IN ) 端子 

コンピューターか 6 の RGB 信号または YCbCr/YPbPr 
信号を入力する端テです。 

(4) ( SERIAL ) 端子 

コンピューターを接続して本体を外部制御するための RS- 
232 C 準拠の端子です。 

(5) (COMPONENT IN ) 子 

YCbCr 信号または YPbPr 信号を入力する端子です。 


(6) (VIDEO IN ) 端子 

ビデオ信号を入力する端子です。 

(7) < S-VIDEO ! N > 端子 

S ビデオ信号を入力する端子です。 

(8) (AUDIO OUT ) 端子 

本機に入力された音声信号を出力する端子です。 

(9) (AUDIO IN ) 端子 

音声信号を入力する端子です。 


お願い 


• プ□ジェクターに直接接続ずる LAN ケーブルは、屋内だけで配線してください。 
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リモコンの使い方 


電池を入れる、取り出す 



1) ふたを開ける 



2) 電池を入れ、ふたを閉じる（©側か5巧 
に入れます） 



•電池を取り出ず場合は、逆の手順で行いまず。 


リモコンの ID ナンバーを指定ずる 


本機を複数台並べて使用ずる場合、それぞれの本体に個々のI□ナンバーを設定ずることにより、 ] つの U モコ 
ンで同時制御や個別制御びでさまず。 

本体の ID ナンバーを設定したあと、同じ ID ナンバーを U モコンに指定して<ださい。 

本機の ID ナンパーは、工場出荷時、[才ール]に設定されていまず。1台だけでご使用の場合は、リモコンの〈の 
ALL 〉 ボタンを押してください。また、本体の ID びわか5ない場合でも、リモコンの〈の ALL 〉 ボタンを押 
せば制御でさまず。 

■設定方法 

1) リモコンの 〈ID SET〉 ボタンを押ず 

2) 已秒む內に、本体側で設定した1巧の ID ナンパ’一を、数字（〈1〉〜〈巨〉）ボタンを巧し 
て設定する 

■〈ID ALL) ボタンを巧した場合は、本体の ID ナンバー設定に関係なく制御でさまず。 


お願い 


• U モコンのI□ナンバー指定は、本体びなくても巧能なため、〈の SET〉 ボタンは不用意に巧さないでください。 
<10 SET) ボタンを巧した場合は、已秒じ(内に数き（〈1〉〜〈日〉）ボタンを巧さないと<10 SET ) ボタン 
を巧ずじ(前の ID ナンバーに戻りまず。 

• U モコンに入力された ID ナンバーの指定は、再度指定しない限り記憶していまず。ただし、 U モコンの電池 
び消耗したまま放置しておくと消去されまず。乾電池を交換した場合は、同じI□ナンバーを再度設定してく 
ださい。 


お知らせ 


•本体の ID ナンバーは、メニューの[プ□ジェクター設定]一[プ□ジェクター ID] 日]ページ）で設定し 
て < ださい。 
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設置ずる 


投写方式 


本機は、4通りの投写方式び選択でさまず。設置場所に応じた巧写方式を選択して<ださい。 


■ 巧置さ設置で前方に投写ずる場合 



メニュー 項目* 1 

設定値 

股写方式] 

[フ□ント/床置き] 


■天つり設置で前方に投写ずる場合 





F 

巧 

— 1 

メニユー項目*1 

設定値 

敝写方式] 

[フ□ント / 天つり] 

■ 巧置を設置で後方か5お写ずる場合 

(透過式スク U —ン使用） 




[ 

/ 

/ 


i \ 

安 


メニユー項目*1 

設定値 

敝写方式] 

[リア/床置を] 


I 天つり設置で後方か5投写ずる場合 

(透過式スク U —ン使用） 





- -— 



メニュー 項目* 1 

設定値 

股写方式] 

[ U ァ/天つり] 


:メニュー項目の詳細については、メニューの[プ□ジェクター設定]一[投写方式](1®=日2ページ）でご確認ください。 


設置オプションについて（別売品) 


別売品の天つり金具（品番て T - PKA ]10 H 搞天井風、 ET - PKA 110 S 他天井用）を取り付けて設置できまず。 
•必ず、本機専用の天つり金具をご使用ください。 

• 本機の取り付けおよび設置については、天つり金具の工事説明書をご覧ください。 



お願い 


•天つり金具の取り付け工事は、性能、安全確保のため、必ずお巧めの販売店または専門の技術者に施工を依頼 
して < ださい。 
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設置する （つづき) 



投写関係 


本機の設置は、下図や巧写距離を参考にして設置してください。なお、スク U —ンサイズ、スク U —ン位置に応 
じて画面サイズ、画面位置を調整でさまず。 


投写画面 


て 

の 


L ( LW / LT ) *1 

投写距離 （ m ) 

SH 

画像高さ （ m ) 

SW 

画像幅 （ m ) 

H 

レンズセンターから画像下端までの距離 （ m ) 

SD 

画面対ちサイズ （ m ) 


*1 : LW :最短投写距離 
LT :最長投写距離 



■投写距離 

•画面アスぺクト1巨： 9のとき 

(下記の表の寸法は若干の誤差びありまず。） 

(単位： m ) 


画面対ちサイズ （ SD ) 

投写距離 （ L ) 

レンズセンターか5画像下端まで 
①距離 （ H ) 

最短投写距離 ( LW ) 

最長投写距離 ( LT ) 

40型 （1.02) 

1.1 1 

2.29 

-0.08-0.58 

已〇型 （1.27) 

1.41 

2.87 

-0.09-0.71 

日0型 （1. 已 2) 

1.70 

3.46 

-0.1 1〜0.86 

70型 （1.78) 

1.99 

4.04 

-0.13 - 1.00 

80型 (2.03) 

2.28 

4.62 

-0.15 - 1.1 已 

90型 (2.29) 

2.57 

己. 2] 

-0.17 - 1.29 

]00型 に.已 4) 

2.87 

5.79 

-0.1 9〜 1.44 

]20型 （3. 〇已） 

3.4 已 

6.96 

-0.22 - 1.71 

]已0型 （3.81) 

4.33 

8.70 

-0.28-2.15 

200型 （已 .08) 

5.79 

1 1.62 

-0.37-2.86 

2已〇型 （6.3 已） 

7.2 已 

14.53 

-0.47-3.58 

300型 (7.62) 

8.71 

17.45 

-0.56-4.30 
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設置する （つづき) 


•画面アスペクト4:3のとき 

(下記の表の寸法は若干の誤差びありまず。） 

弹位： m) 


画面対ちサイズ （ SD ) 

投写距離 （ L ) 

レンズセンターか5画像下端まで 

最短投写距離 ( LW ) 

最長投写距離 ( LT ) 

の距離 （ H ) 

40型 

(1.02) 

1.38 

2.82 

-0.02-0.63 

已〇型 

(1.27) 

1.74 

3.53 

-0.02-0.78 

日0型 

(1.52) 

2.10 

4.2 已 

—日.日3〜 0.94 

70型 

(1.78) 

2.4 已 

4.96 

-0.03 - 1.10 

80型 

(2.03) 

2.81 

5.67 

-0.04。 

一 1.26 

日0型 

(2.29) 

3.17 

6.39 

-0.04 - 1.41 

]00型 

に.已 4) 

3.53 

7.10 

-0.0 曰〜 1.57 

120型 

は〇已） 

4.24 

8.53 

-0.0 已〜 1.88 

]已0型 

(3.81) 

己.32 

10.67 

-0.07-2.36 

200型 

も 08) 

7.1 1 

14.24 

-0.09。 

- 3.14 

2已〇型 

(己.3已） 

8.90 

17.81 

-0.12-3.93 

300型 

(7.62) 

10.69 

21.38 

-0.15-4.72 


■投写距離計算式 

投写寸法を、投写画面サイズ SD (m) より下記の計算式で巧めることびでさまず。 
式の単位はずべて m でず。（下記の計算式で巧められる値は若干の誤差びありまず。) 




画面アスぺクト1己： 9 

画面アスぺクト4:3 

投写画面サイズ高さ （ SH ) 

二 SD X 0.490 

二 SD X 日. 6 

投写画面サイズ幅 （ SW ) 

二 SD X 0.872 

二 SD X 日. 8 

最短投写距離 （ LW ) 

=1.1503 X SD - 0.056 

=1.4098 X SD - 0.0 已 3 

最長投写距離 （ LT ) 

= 2.2951 X SD - 0.041 

= 2.8] 日 6 X SD - 0.037 


アジヤスター脚の調整 


投写画面び長方おになるよラ、プ□ジエクターは、その前面びスク U —ン面と平行になるよラに水平な場所に設 
置してください。 

スク U —ンび下向さに傾いている場合は、投写画面び長方おになるよラに、アジヤスター脚を伸ばずことで調整 
します。プ□ジエクターび水平方向に傾いている場合ち、アジヤスター脚で水平になるよラに調整しまず。 

図のよラにアジヤスター脚を回ずと脚を伸ばずことびでさ、逆に回ずと元に戻ずことびでさまず。 



お願い 


•排気□から熱風び出ていまず。アジヤスター脚を調整ずるときは、排気□に直接手を触れないでください。 
(豚] 8ページ） 


お知5せ 


•アジヤスター脚は、締めつけ方向に回してカチッと音びずるまで回ずと、締めつけび完了しまず。 
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設置する （つづき) 



レンズシフト機能によるレンズ位置調整 


本機をスク U —ン正面に設置でさない場合は、レンズシフト機能を使い、投写画面びスク U —ン位置に合ラよラ 
に調整してください。 

■ レンズシフトの調舊方法 

1) レンズシフトカバーを取り外す 

• レンズシフトカバーの取り外しかたについては、"レンズシフトカバーの取り外しかた"（1^]8ページ) 
をご覧ください。 

2) レンズシフトレパ’一を反時計方向に回し、固定を解除する 



3) レンズシフトレパ’一を動かして調整する 

■水平位置を調整の場合、レンズシフトレバーを左ちに動かして調整してください。 


お写画面の最大投写画面の最大 
約2日％ ,約2巳〇/〇 



レンブシフト レバー レンズシフト レバー 
を A 方向に動かず を目方向に動かす 



• 垂直位置を調整の場合、レンズシフトレバーを上下に動かして調整してください。 



お願い 


•レンズシフトレバーは無理に動かさないでください。無理に動かずと、故障の原因になりまず。 
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設置する （つづき) 


4) レンズシフトレバーを時計方向に回し、固定する 
已）レンズシフトカバーを取り付ける 

■ レンズシフト機能による調壁範囲 

下記の範囲で設置位置を調整でさます。 

投写画面の高さ （SH )、 幅 ( SW) については、"巧写関係" （D^22 ぺージ）を参照してください。 

• スクリーンを基準とした場合の、本機を設置できる節囲 

H 
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設置する （つづき) 



シフト方向 

調壁できる最大範囲 

水平方向 （ H ) 

投写画面幅 （ SW ) の左ち約26% 

垂直方向（ V ) 

投写画面高さ （ SH ) の上下約6已％ 


お知らせ 


•本機をスク U - ン正面に設置し、レンズシフトレバーを中央部に調整ずると最良の画面び得られまず。 

•左またはち方向へ最大にレンズシフトした場合は、上下方向には最大までレンズシフトできません。同様に、 
上または下方向へ最大にレンズシフトした場合は、左ち方向には最大までレンズシフトできません。 

• 調整範囲外へレンズ位置を移動ずると、フォーカスび変化ずる場合びありまずのでごミ主意ください。このよラ 
な動作になるのは、光学部品の保護のためにレンズの移動を規制しているためでず。 

• レンズシフト機能だけで投写画面をスク U —ン位置に合わせることびできない場合は、アジヤスター脚による 
投写角度の調整23ページ）を行ったラえで、メニューの[位置調整]一[台お補正] (1^ 已]ページ）で 
台形ひずみを補正してください。 
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接続ずる 


接続の前に 


• 接続の前に、本機と接続ずる機器の取扱説明書ちよくお読みください。 

•各機器の電源を切ってからケーブルの接続をしてください。 

• システム接続に必要な接続ケーブルは、各機器の付属品、別売品びない場合は接続される機器に合わせて準備 
して < ださい。 

• 映像ソースからの映像信号にジッター成分び多い場合は、画像びふらつくことびあ0まず。この場合はタイム 
ベースコレクター (TBC) の接続び必要でず。 

•本機に接続できる信号はビデオ信号、 S ビデオ信号、アナ□グ RGB 信号（同期信号は TTL レベル)、および 

二三、パタで^ 

• コンピューターのモデルによっては、本機と接続して使用できないをのもありまず。 

•本機び投写できる映像信号については"対応信号リスト" （11^ 110ぺージ）をご覧ください。 

■〈 S-VIDEO IN 〉 端子のピン配列と信号名 


外側から見た図 

ピン No . 

信号名 

(1) (2) 

(1) 

GND (輝度信号） 


口） 

GND (色信号） 


口） 

輝度信号 

(3) ^ (4) 

(4) 

色信号 


■〈COMPUTER IN 〉 端子のピン配列と信号名 


(4)、 （9) は未使用でず。 

间〜 (8)、(10)、 (11) は GND 端モでず。 


外側から見た図 

(11) ^ (15) 

〇 〇 〇 ふ V\ 

(6) -/-fo 〇〇〇み 。〇) 

II cpooocp パ 

ピン No . 

信号名 

(1) 

R/ Pr 

口） 

G/G • SYNC/Y 

口） 

B/ Pb 

(12) 

□ DC データ 

(13) 

HD/SYNC 

^—- 卜 

(1) 一间 

(14) 

VD 

(15) 

□ DC ク□ック 
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接続する（つづき) 


■〈HDMI IN 1> / 〈HDMI IN 2 〉端子のピン配列と信号名 


外側から見た図 

口）〜 （18) の偶数ピン 

口） - M 18) 

A ^ innnnnnnf ；^ i \ 

uuuuuuuuu xp 

ピン No . 

信号名 

ピン No . 

信号名 

(1) 

T.M.D.S データ2 + 

(11) 

T.M.D.S ク□ツクシールド 

口） 

T.M.D.S データ 2 シールド 

(12) 

T.M.D.S ク□ツクー 

口） 

T.M.D.S データ2— 

(13) 

CEC 

(4) 

T.M.D.S データ]+ 

(14) 

— 

间 

T.M.D.S データ I シールド 

(15) 

SCL 

(6) 

T.M.D.S データ]一 

(16) 

SDA 

(1) - H 19) 

(1) 〜 （19) の奇数ピン 

(7) 

T.M.D.S データ0 + 

(17) 

DDC/CEC 

GND 

(8) 

T.M.D.S データ 0 シールド 

(18) 

+ 已 V 

(9) 

T.M.D.S データ0 - 

(19) 

ホツトプラグ検出 

(10) 

T.M.D.S ク□ック+ 





入力端子の接続（例) 


〈 S-VIDEO IN〉 / (VIDEO IN〉 / (COMPONENT IN> 端子の場合 




r—'I 


IN 1 

IN 2 


g 11 

Tl^O 

1。 ， 

,, 



コンポーネント出力へ 


s ビデオ出力へ 


g 鬥 

Tl^O 

o 



DVD プレーヤー 


ビデオデッキ 


DVD プレーヤー 
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接続する（つづき ) 


、""て r ~r 宮 n 
制御巧コンピューター 


1〇1 


音声入力へ 


亨 

1 



し — la 

Li. 

占 



才ーデイオ機器 




制御用コンピューター 



お知5せ 


• HDMI ケーブルは、 HDMI 規格に適合している HDMI High Speed ケーブルをご使用ください。 HDMI 規格 
に適合しないケーブルを使用ずると、映像び途切れる、映らないなど正常に動作しない場合びありまず。 

• 本機は HDMI / DVI 変換ケーブルを使用ずることで、 DVI 端テびある外部機器とを接続できまずび、一部の機 
器では、映像び出ないなど正常に動作しない場合びあ0まず。 

• [音声入力還お]の設定を間違えると、音声びでないなど、正常に動作しない場合びありまず。 （11^67 ページ) 
•本機はビエラリンク （ HDMI ) に対応していません。 

•〈 SERIAL 〉 端テに接続ずる場合は、 "〈 SERIAL 〉 端モについて"（豚107ぺージ）をご覧ください。 
•レジューム機能（ラストメモ U -) を持つコンピューターを使用して本機を動作させるには、レジューム機能 
の U セツトび必要になることびありまず。 


コンピューターや外部機器に接続ずる際、各々の機器に付属の電源コードとシールドされた市販のケーブルを 
使用してください。 


〈 LAN〉 / 〈HDMI IN 1> / 〈HDMI IN 2〉/ 〈COMPUTER IN 〉 / 〈 SERIAL 〉 
/ 〈AUDIO IN〉/〈AUDIO OUT ) 端子の場合 

コンピューター 


Blu - ray プレーャー 


° n 

11^0 

0 




| HDMI 出力へ 

HDMI ケースレ 
(市販品） 


RGB 出力へ 


コンピューターケーブル 
(市販品） 


音声出力へ 






户-■つ 

r 



N 1 

IN 2 




旁を巧\咬 


: i 


-島 Sv •う贪 







COMPONENT 

IN 


AUDIO 


SERIAL 


COMPUTER N 


- 
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源を入れる/切る 


電源コードを接続ずる 


電源コードの抜けを防止ずるため、付属の電源コードを使用して、本体に根元まで確実に差し込んで固定してく 
ださい。 

を電源 〈MAIN POWER 〉 スイッチび 〈 OFF 〉 側になっていることを確認してから、電源コードを接続してください。 
電源コードの詳しい取り扱いについては"安全上のごを意" （0^ 日〜日ページ）をご覧ください。 

■取り付けかた 

1) 本体後面の <AC IN> 端子と電源コードのコネクターの形状を確認し、向きを合わせて左 
ちのツメびカチッと音びするまで、しっかりと差し込む 





2) 電源プラグをコンセントに差し込む 

■取りがしかた 

1) 本体後面のま電源 〈MAIN POWER) スイッチが 〈OFF> 側になっていることを確認し、 
コンセントから電源プラグを巧く 

2) 本体の 〈AC IN〉 端子から電源コードのコネクターを、横のつまみを巧しなび5巧く 



基本的な使い方 
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電源を入れる/切る（つづき) 


源インジケーターについて 


電源の状態を表おしまず。電源インジケーターの N (G) /STANDBY 旧)〉の状態をよく確認し、操作して 
<ださい。 



点口状況 

本機の状態 

消な 

を電源び切れていまず。 

ホ色 

点打 

[スタンバイモード]の設定び ECO] の場合、電源び切れていまず。 
(スタンバイ状態でず。） 

電源〈山/1〉ボタンを巧ずと投写を開始しまず。 

•ランプインジケーター 〈LAMP〉、 温度インジケーター 〈TEMP〉 
点滅時は動作しません。日]ページ） 

点滅 

[スタンバイモード]の設定び[ノーマル]の場合、電源び切れていまず。 
(スタンバイ状態でず。） 

電源〈山/1〉ボタンを巧ずと投写を開始しまず。 

•ランプインジケーター 〈LAMP〉、 温度インジケーター 〈TEMP〉 
点滅時は動作しません。 （0^ 日]ページ） 

緑色 

点滅 

投写の準備をしている状態でず。 

しばらくずると、映像を投写しまず。 

点灯 

投写巧態でず。 

オレンジ色 

点灯 

電源を切る準備をしていまず。 

しばらくずると、電源び切れまず。（スタンバイ状態になりまず。） 

点滅 

電源を切る準備中に電源〈山/1〉ボタンを巧したとさの状態でず。 

投写の準備をしていまず。しばらくずると、映像を投写しまず。 


お知5せ 


•電源を切る準備をしている状態で、電源〈山/1〉ボタンを巧した場合は、投写状態になるまで時間びかかる場 
合びありまず。 

•電源び切れている状態（電源インジケーター 〈ON (G) /STANDBY (阿〉び赤色に点灯または点滅時）でも、 
電力を消費していまず。消費電力については、"消費電力"2ページ）をご覧ください。 


基本的な使い方 
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電源を入れる/切る（つづき) 


電源インジケーター 〈ON(G)/STANDBY(R)〉 



電源を入れる 


電源を入れる前に外部機器の接続を確認してくださ 
い。 

1 ) プ□ジェクターに電源コードを接続する 

2) 電源プラグをコンセントに接続する 

3) ま電源 〈MAIN POWER ) スイッチの 〈0 N > 
側を押して電源を入れる 

• 電源インジケーター 〈ON(G)/STANDBY(R)〉 
びホ色に点灯または点滅しまず。 

4) レンズカバーを取りがず 

• 投写ずる際は、必ずレンズカバーを取り外して 
<ださい。 

已）電源〈( VI 〉ボタンを押す 

• 電源インジケーター 〈ON(G)/STANDBY(R)〉 
び緑色に点滅し、しばら<ずると点好に変わ0、 
映像び投写されまず。 


お願い 


レンズカノ（一をしたまま投写し続けると加熱され、 
火災の原因になることびあ0まず。 


お知5せ 


• メニューの [セキ ュ U ティー] 一隅作設定](豚72 
ページ）の[本体操作部](本体で操作ずる場合） 
または [U モコン] (U モコンで操作ずる場合）び[有 
効]に設定されていることを確認してください。 
メニュ ー の [セキ ュ U 了ィ ー ] を設定ずる場合は 
ノ（スワードの入力び必要でず。70ページ） 
•電源を入れたとさにカタカタといラ音や、光源ラ 
ンプ点灯時にチ U チ U といラ音びしまずび、故障 
ではありません。 

•映像投写中は、冷却ファンび回転し、動作音びし 
ます。また、外気温によっては動作音び変わるこ 
とびあり、ランプ点灯時には、動作音び大さ<な 
りまず。 


■ メニューの[プ□ジエクター設定]一[ランプパ 
ワー] (0^63 ぺージ）を ECO] に設定ずると、 
動作音びな減しまず。 

• ランプ消な直後に再び点灯を行った場合、ランプ 
の特性上投写開始後少しの間、映像びちらつ<場 
合びありまずび、故障ではありません。 

■ メニューの [プ□ジェクター設定]一正 CO マネー 
ジメント] (0^ 日4ぺージ）で[スタンバイモー円 
を [ECO] に設定した場合、[ノーマル]設定時と 
比べて、電源を入れたとさの投写開始び約]0秒 
遅くなることびありまず。 

• 前回使用時にダイレクトノ（ワーオフ機能を使用し 
て、投写中にま電源 〈MAIN POWER ) スイッ 
チを 〈OFF〉 にして終了した場合は、電源プラ 
グをコンセントに接続した状態でを電源 〈MAIN 
POWER) スイッチを 〈ON〉 にずると、しばらく 
して電源インジケーター 〈ON (G) /STANDBY 
旧)〉び緑色に点灯し、映像び投写されまず。（起 
動方法を、メニューの[プ□ジェクター設定]-*■[起 
動方法] (0^ 日2ぺージ）を[ラストメモ U-] ま 
たは[オンスタート]に設定時） 


基本的な使い方 
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電源を入れる/切る（つづき) 


電源インジケーター 〈ON(G)/STANDBY(R)〉 



造 ° S お ! Pp 
感遇进 luJ 


COMPUTER 

口 I 

ID 胁 S-VI 扣〇 HDM1 1/： 

[ 4 || [ 5 || [6 1 


COMPONENT 

I 口 


RETURN 

.o 

直 


源を切る 


1) 電源〈山/ 1 〉ボタンを巧す 

• 電源オフ確認メッセージび表示されまず。 

2) ◄ ►ボタンで[はしリを選び、 ( ENTER ) 
ボタンを押す 

(または、電源〈山/1〉ボタンを再度押す） 

•映像の投写び停止し、本体の電源インジケー 
夕一 〈ON (G) /STANDBY 旧)〉びオレン 
ジ色に点灯しまず。 

(フアンは回転したままでず。） 

3) 本体の電源インジケーター 〈ON ( G ) / 
STANDBY ( R )> が赤色に点灯または 
点滅（フアンび停止）するまで待つ 

4) ま電源 〈MAIN POWER ) スイッチの 
〈 OFF 〉 側を押して電源を切る 


お知5せ 


• 電源オフ確認メッセージは[いいえ]を還おずるか、 
〈MENU〉 ボタンまたは 〈RETURN〉 ボタンを巧 
ずと消えまず。 

• 電源〈山/1〉ボタンを0.已秒し U 上巧した場合でを 
電源を切ることびでさまず。 

• 電源を切ったあと、ずぐに電源を入れないでくだ 
さい。 

電源を切ったあとの光源ランプ冷却中に電源を入 
れてを点好しないことびありまず。この場合は電 
源インジケーターびホ色に点灯または点滅してか 
ら、主電源を切り、再度電源を入れ直してください。 
ランプの温度び高い状態で電源を入れるとランプ 
の寿命を早めるおそれびあ0まず。 

•電源〈山/1〉ボタンを押して電源を切ってち、本体 
のま電源び入っていると、電力び消費されまず。 
消費電力については、"消費電力"№112ページ） 
をご覧ください。 


ダイレクトパワーオフ機能 


お写中や光源ランプ消な直後にま電源 〈MAIN 
POWER) スイッチを 〈OFF〉 にしても、内部に蓄 
えられた電力によ0ファンび動作し、光源ランプを冷 
却しまず。天つり設置など、プ□ジェクターの主電源 
〈MAIN POWER) スイッチを容易に 〈OFF〉 にでき 
ない環境でち、直接電源ブレーカーで電源を落とず 
ことびでさまず。また、万一停電になった場合や電 
源を切った直後に電源コードを抜いてしまった場合 
でちまむでず。 


お知らせ 


• 前回使用時に、お写中に直接電源ブレーカーで電 
源を落として終了した場合は、電源ブレーカーを 
入れるとしばらくして電源インジケーター 〈ON 
(G) /STANDBY (R)> び緑色に点灯し、映像投 
写へと移行しまず。 

(起動方法を、メニューの[プ□ジェクター設定] 
一胞動方法](豚日2ぺージ)で[ラストメモ U-] 
または[オンスタート]に設定時） 

• ダイレクトノ（ワーオフで冷却した場合、次回電源 
を入れたときに、お写状態になるまで通常よりち 
時間びかかる場合びあ0まず。 

•運搬•保管のために捆包ずる場合、ファンび停止 
していることを確認してください。 


基本的な使い方 


33 








































投写ずる 


外部機器の接続27ページ)、電源コードの接続30ページ)を確認し、電源を入れる (0^ 32ページ）と 
投写を開始します。投写ずる映像を選択し、映像の映り具合を調整してください。 


投写ずる映像を選択ずる 


映像の入力を切り換えまず。 

1) 外部機器の電源を入れる 

■ Blu- 旧 y プレーヤーなど、外部機器の再生を行ってください。メニューの[表示オプション]一[入力検出] 
已日ぺージ）び[オン]の場合は、本機の電源を入れたとき、自動的に入力信号を検出し投写しまず。 

2) リモコンの入力切換 （〈COMPUTER〉、〈COMPONENT〉、〈VIDEO/S-VIDEO〉、<HDMI 
l/2» ボタンまたは本体操作部の (INPUT SELECT) ボタンを巧す 

• 選択した端テに入力されている信号の映像び投写されまず。 


お願い 


•外部機器や再生ずる Blu- 旧 y ディスク、 DVD などによっては、正常に映像び映らない場合びありまず。[映 
像調割の [ TV システム] (1^4 日ぺージ)、旧 GB/ YCbCr ] /旧 GB/ YPbPr ] 已〇ぺージ）を設定して 

ください。 

•投写ずるスク U —ンと映像の織横比を確認し、メニューの[位置調整]一[アスペクト] (0^ 已3ページ）で最 
適な縦横比に切り換えてください。 


映像の映り具合を調整する 


1) お写角度を調整する 

■プ□ジエクターをスク U —ン面と平行に置さ、投写画面び長方形になるよラに水平な場所に設置しまず。 
■プ□ジエクターびスク U —ンより下向さになっている場合は、アジヤスター脚を伸ばしてお写画面び長方 
形になるよラに調整しまず。 

•詳しくは"アジヤスター脚の調整" （03^23 ページ）をご覧ください。 



2) レンズシフトカバーを取りがす 

•詳しくは"レンズシフトカバーの取り外しかた"8ページ）をご覧ください。 


基本的な使い方 
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投写する（つづき) 


3) レンズシフトレバーを反時計方向に回してシフトレバーの固定を解除する 



4) レンズシフトを調整ずる 

• レンズシフトレバーで投写位置を調整しまず。 

•詳しくは"レンズシフト機能によるレンズ位置調整" （11^24 ページ）をご覧ください。 



已）レンズシフトレバーを時計方向に回して固定ずる 

6) レンズシフトカバーを取り付ける 

7) ズームとフ ォー カスを調整する 

• ズーム U ングとフォーカス U ングを回して調整しまず。 

フォーカスリング 



お知5せ 


• フォーカス調整は、映像を映した状態で30分じ(上経過したのちに行ラことをお勧めしまず。 

• フォーカス1」ングを回ずと投写画面サイズび変わるためズーム U ングを回して、再度巧写画面サイズを微調整 
して < ださい。 


基本的な使い方 
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リモコンで操作ずる 



.—卜機能を使う 


会議の休憩時間や準備などの一定時間だけ本機を使 
用しない場合には、映像と音声を一時的に消ずこと 
びでをまず。 


AVMUTE 


ボタン 


1) リモコンの 〈AV MUTE) ボタンを押ず 

• 映像と音声び消えまず。 

2) 再度 〈AVMUTE> ボタンを押ず 

• 映像と音声びでまず。 


お知らせ 


本機はスピーカーを内蔵していません。音声は、 
(AUDIO OUT) 端テに接続した外部の音響システ 
ムから出力でさまず。 


入力を切り換える 


投写ずる入力を切り換えることびでさまず。 

INPUT 

SELECT 


COMPUTER 


COMPONENT 


1 


2 


VIDEO/S-VIDEO 


HDMI 1/2 


4 


6 


ボタン 


リモコンの入力切換 （〈COMPUTER〉、 
〈COMPONENT〉、〈VIDEO/S-VIDEO>、 
〈HDMI 1/2〉） ボタンを巧ず 


{COMPUTER) 

コンピューター信号に入力を切り 
換えまず。 

〈 COMPONENT 〉 

コンポーネント （ YCbCr / 

YPbPr ) 信号に入力を切り換え 
ます。 

〈 VIDEO/ 

S-VIDEO 〉 

S ビデオ/ビデオ信号に入力を切 
り換えまず。ずでにいずれかの入 
力び還おされている場合は、をラ 
一方の入力に切り換えまず。 

{HDMI 1/2 〉 

HDMI 信号に入力を切り換えま 
ず。ずでにいずれかの入力び選択 
されている場合は、をラー方の入 
力に切り換えまず。 


お知らせ 


本体操作部の 〈INPUT SELECT) ボタンを巧ず 
ごとに、下図のよラに切り換わりまず。 ] 日ぺ- 
ジ） 


[HDMI 1] 

一 

t 

[VIDEO] 



[HDMI 2] 


COMPUTER] 


[S-VIDEO] 


[COMPONENT] 


静止機能を使ラ 


外部機器の再生に関係なく、一時的に投写映像を静 
止し、音声を消ずことびでさまず。 


FREEZE 


ボタン 


1) リモコンの 〈FREEZE〉 ボタンを巧ず 

■映像び静止し、音声び消えまず。 

2) 再度 〈FREEZE〉 ボタンを押す 

• 映像の静止び解除され、音声びでまず。 


お知らせ 


•静止中は画面に[静止]と表示されまず。 


基本的な使い方 
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ンで操作する（つづき) 


オートセットアップ機能を使ラ 


コンピューター信号入力時に[シフト]、[ドットク 
□ック]、[ク□ックフェーズ]を自動補正できまず。 


ンボタンを使う 


sAeUt 下ぶ 


ボタン 


リモコンの 〈AUTO SETUP) ボタンを押 
ず 


お知5せ 


HDMI 信号入力時は[シフト]のみ自動補正され 
ます。 

無信号時は入力検出び動作しまず。（[入力検出] 
已日ぺージ）を[オン]に設定時） 

ドットク□ック ] 己2 MHz を超える信号入力時は、 
[ドットク□ック](励已2ぺージ)、[ク□ックフェー 
ズ] (1^ 已2ページ）は自動設定されません。 
画面の端びわからないよラな信号や、暗い画面を 
入力してオートセットアップ機能を動作させると、 
自動的に処理び中断されることびありまず。この 
よラな場合は、別の画面に切り換えてから、をラ 
-度 〈AUTO SETUP) ボタンを巧してください。 
自動補正中は画面に[自動位置補正]と表示され 
まず。 


リモコンの 〈FUNC]〉 〜 〈FUNC3〉 ボタンによく 
使ラ操作を割り当てることで、簡単なショートカツ 
トボタンとして使用できまず。 


ボタン 



リモコンの 〈FUNC1> 〜 <FUNC3> ボタ 
ンを押す 

■〈FUNC1〉 〜 〈FUNC3〉 ボタン 
へ割り当てを設定ずる場合 

1) 本体操作部またはリモコンの 〈MENU〉 
ボタンを押して、割り当てたいメニュ ー 
項目（メインメニュー、サブメニュー、 
または詳細メニュー）を表示させる 

■オンスク U- ンメニューの操作については"メ 
ニュー画面の操作方法" （1^3 日ページ)をご覧 
<ださい。 

2) リモコンの 〈FUNC1> 〜 〈FUNC3〉 
ボタンのいずれかを3砂上押し続ける 


お知らせ 


割り当てび完了ずると、メニュー下部のリモコン 
操作ガイド領域のち側に、割り当てたメニュー項 
目び表示されまず。 


ECO マネージメント機能を使ラ 


ECO マネージメントに関する設定画面を表おでをま 
す。 



詳しくは、メニューの[プ□ジェクター設定]—* ■ 
[ECO マネージメント]日4ページ）をご覧く 
ださい。 


基本的な使い方 
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リモコンで操作する （つづき) 


出荷が態に戻ず 


サブメニューの設定、調整した値を工場出荷時の状 
態に戻ずことびでさまず。 

DEFAULT 

I 1ボタン 


リモコンの 〈DEFAULT〉 ボタンを押ず 


お知らせ 


• 詳しくは、"調整値を工場出荷時の状態に戻ず" 
40ページ）をご覧ください。 


音量を調整する 


音声出力の音量を調整でさまず。 

VOLUME 

^ボタン 


リモコンの 〈VOLUME +〉/ 〈VOLUME -〉 
ボタンを巧す 


〈VOLUME +〉 

音量を大さくしまず。 

〈VOLUME -〉 

音量をルさくします。 


基本的な使い方 
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オンスク u —ンメニューについて 


本機の各種設定や調整は、オンスク U —ンメニュー（メニュー画面）を使用しまず。 


画面の操作方法 


■操作の手順 
ボタン 

1) リモコンまたは本体操作部の 〈MENU〉 
ボタンを押す 

• メインメニュー画面び表示されまず。 



1 

映像調笠 

映该モード 

スタンダード 

コントラスト 

. 0 


明るさ 

0 

をの*さ 


お 表示言語 

をちし1 


シャーブネ•ス 

0 


色温度設定 

0 

ダイナ己ックアイリス 

オン 

ぶ プ□ジ I クター設定 

废おモニター 


アド K ンスドメニユー 


A セキュリティ- 

デイライトビユー 

才ート 

デジタルシネマリアリティー 


--瓦. 

ロロ ネッ h ワーク 

ノイスリダクション 


RGB/ YCbCr 

才ート 



1 1 


2) ▲▼ボタンを巧してメインメニュー項目 
を選ぶ 

• 選択中の項目は黄色のカーソルで表示されま 
す。 

•選択したメインメニュー項目のサブメニューび 
ち側に表示されまず。 



3) 〈ENTER〉 ボタンを巧ず 

•サブメニューの項目を選択でさるよラにな0ま 
ず。 

4) ▲▼ボタンを押してヴブメニュー項目を 
選択し、 ◄ ►ボタンを押して設定の切り換 
えや調壁を行う 

■項目によっては◄►ボタンを巧ずと、下図のよ 
ラなノ くースケー j レの個別調整画面び表示されま 
す。 


項目名のみの項目は、 ( ENTER ) ボタンを巧ず 
と、次の画面び表示され、詳細な設定びでさま 
ず。 


お知5せ 


メニュー画面び表示されている状態で 〈 RETURN 〉 
ボタンまたは 〈 MENU 〉 ボタンを巧ずと、前の画 
面に戻0まず。 

本機に入力されている信号によっては、調整でき 
ない項目や使用できない機能びありまず。 

I 信号び入力されていない場合でを、調整でさるを 
のびあ0まず。 

約已秒間何を操作せずに放置していると、個別調 
整画面は自動で消えまず。 

メニューの項目については"メインメニュー" 

(厥 4] ページ)や"サブメニュ ー" (獻41〜42ページ） 
をご覧ください。 


調藝と設定 
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オンスク u — ンメニューについて （っづき) 


■ 調舊値を工場出荷時の状態に戻ず 

リモコンの 〈 DEFAULT 〉 ボタンを巧ずと、サブ 
メニュー項目で設定および調整した値び工場出荷 
時の状態に戻りまず。 

default ボタン 


リモコンの 〈DEFAULT〉 ボタンを巧ず 

表示されている画面によつて動作び異な0まず。 
•サブメニュー画面表示時 
表おされているサブメニューの項目び工場出荷時 
の状態に戻りまず。 

• 個別調整画面表示時 

調整中の項目のみ工場出荷時の状態に戻りまず。 


台お補正 


お知らせ 


• ずべての設定を一度に工場出荷時の状態に戻ず場 
合は、 メニューの [プ□ジェクター設定]一[全 
設定初期化]己日ページ）をご覧ください。 

•〈 DEFAULT 〉 ボタンを巧してを、工場出荷時の状 
態に戻らない項目をあ0まず。それらの項目は個 
別に操作してください。 

• 個別調整画面のノ（ースケールの上にあるマークは、 
工場出荷時の値をおしています。また、このマー 
クは、入力される信号によって位置び異なりまず。 

工場出荷時の値 


i +10^ 


現在の調整値 


調壁と設定 
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オンスクリーンメニューについて （っづき) 


メインメニューにはじ(下の 7 項目びありまず。 
メインメニュー項目を選択ずると、サブメニューの 
選択画面に移0まず。 


メインメニュ ー I 頁目 

ぺージ 

励 

[映像調整] 

41 

回 

[位置調整] 

41 


[表示言語] 

42 

团 

[表示オプション] 

42 

ク 

[プ□ジエクター設定] 

42 

A 

比キュ U ティー] 

42 

"左 • 

旦旦 

[ネットワーク] 

42 


選択したメインメニュー項目のサブメニューび表示 
され、各項目の設定-調整びでさまず。 


[映像調壁]逸) 


ヴブメニュー項目 

工場出荷時 

ページ 

[映像モード] 

[スタンダード] <1 

43 

[コントラスト] 

0 

43 

[明るさ] 

0 

44 

[色の濃さ] 

0 

44 

陷あい] 

0 

44 

[シャープネス] 

0 

44 

[色温度設定] 

0 

44 

[ダイナミックアイリス] 

[オン] 

4 已 

[波形モニター] 

— 

4 已 

[アドバンスドメニュー] 

— 

48 

[デイライトビュー] 

[オート] 

48 

[デジタルシネマ U ア U ティー] 

[オン] 

49 

[ノイズリダクション] 

び 1 

49 

[TV システム]’ 1 

[オート] 

49 

旧 GB / YCbCr ] ‘1、 

旧 GB / YPbPr ] *1 

[オート] 

50 


入力信号によって異なります。 


お知 5 せ 


映像モードによって工場出荷時の値び異なる場合 
びありまず。 

サブメニューの項目、および工場出荷時の値は、 
入力端テの選択により表示び異なりまず。 


[位置調壁][& 


サブメニュー項目 

工場出荷時 

ぺージ 

[台形補正] 

0 

51 

[シフト] 

0 

51 

[ドットク□ック] 

0 

52 

[ク□ック フエー ズ] 

0 

已 2 

[才ーバースキヤン] 

0*1 

53 

[アスペクト] 

[ノーマル]’ 1 

53 

[フレーム□ック] 

[オフ] 

55 


:入力信号により異なります。 


お知らせ 


サブメニューの項目、および工場出荷時の値は、 
選択中の入力端モにより表示び異なりまず。 


調藝と設定 
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オンスク u — ンメニューについて （っづき) 


■ [表示言語] 原 

項目の詳細已日ページ) 


■[表示オプション]し台 


ヴブメニユー項目 

工場出荷時 

ページ 

[オンスク1」ーン表お] 

— 

已7 

[HDMI 信号レベル] 

— 

58 

[ク□ーズドキヤプシヨン設定] 

[オフ] 

己8 

[スタートアップ□ゴ] 

[デフオルト 
ロコ、] 

己9 

[自動位置補正設定] 

[オート] 

已9 

[入力検出] 

&ン] 

己9 

[バックカラー] 

ロルー] 

59 

[SXGA モード ] 

[SXGA] 

60 

[その他の機能] 

60 


■[プ□ジェクター設定]^ 


ヴブメニュー項目 

工場出荷時 

ページ 

[ステータス] 

— 

61 

[プ□ジエクター ID] 

[才ール] 

61 

[起動方法] 

[ラストメモ 

U-] 

62 

[投写方式] 

[フロント/ 
j 木置さ] 

62 

[高地モー円 

[オフ] 

62 

[ランプパワー] 

[ノーマル] 

63 

[ランプ使用時間] 

— 

63 

[スケジュール] 

[オフ] 

63 

[ECO マネージメント] 

— 

64 

[エミュ レー ト] 

[デフオルト] 

66 

[フアンクシヨンボタン] 

— 

66 

[音声設定] 

— 

67 

[日付と時刻] 

— 

68 

[テストパターン] 

— 

69 

[全設定初期化] 

— 

69 


■[セキュリティー] 


ヴブメニュー項目 

工場出荷時 

ページ 

[パスワード設定] 

[オフ] 

70 

[パスワード変更] 

— 

70 

[表お設定] 

[ォフ] 

71 

[テキスト変更] 

— 

71 

[メニュー□ック] 

[オフ] 

71 

[メニュー□ックパスワード] 

— 

72 

[操作設定] 

— 

72 


■[ネットワーク]..左. 


ヴブメニュー項目 

工場出荷時 

ぺージ 

苗線 LAN] 

— 

73 

[プ□ジェクター名変更] 

— 

73 

[ネットワークコント□ール] 

[オン] 

74 

[ステータス] 

— 

74 

[初期化] 

— 

74 


調壁と設定 
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について 


メニュー画面で、メインメニューか5 [映像調藝] 
を選び、ヴブメニューか5頂目を選んでくださし、。 
メニュー画面の操作については、"メニュー画面 
の操作方法" （11^39 ページ）をご覧ください。 
•項目を選んだら►ボタンで調整して<だ 
さい。 



[映像モード] 


ご覧になる映像や視聴環境に合わせて最適な映像 
モードに設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで[映像モード]を選択する 

2) ◄ ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
巧す 

• [映像モード] 個別調整画面び表示されまず。 

3) ◄►ボタンで[映像モード]を切り換え 
る 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[スタンダード] 


[ダイナミック] 


I：黒板] 


[シネマ] *1 
[ナチユラ J レ] 


[ 簡易 DCOM] 


[ホワイトボード] 


*1 :動画系信号入力時 
*2 :静止画系信号入力時 


[スタンダード] 

動画系全般に適した画像になりま 
す。 

[ダイナミック] 

明るい場所で使巧する場合に適し 
た画像にな0まず。 

[黒板] 

黒板への投写に適した画像になり 
ます。 

[ホワイトボード] 

ホワイトボードへの投写に適した 
画像にな0まず。 

[簡易 D に 0M] ‘1 

DCOM Parti 4グレースケール 
規格に近い画像にな0まず。 

[シネマ] 

映画ソースに適した画像になります。 

[ナチュラル] 

sRGB に準拠した画像になります。 


[映像モード] Ul かの設定は工場出荷時の設定にして<だ 
さし、 


お知らせ 


工場出荷時の映像モードは、静止画系信号入力時 
は[ダイナミック]、動画系信号入力時は[スタン 
ダード]でず。 

DICOM とは 「Distal Imaging and 
communication in Medicine」 の略称で医療用 
画像機器のための規格でず。 DCOM の名称を用い 
ていまずび、本機は医療機器ではありませんので、 
表示画像を診断などの用途に使用しないで<ださ 
し、。 


ントラスト] 


色の明暗度を調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで[コントラスト]を選択す 
る 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
押す 

■[コントラスト] 個別調整画面び表示されまず。 

3 ) 4 ►ボタンでレベルを調整する 


操作 

変化内容 

調整範囲 

►ボタンを巧ず 

画面び明る<映像 
び濃< な0まず。 

最大値+64 

◄ボタンを巧ず 

画面び暗<映像び 
薄< な0まず。 

最小値 -64 


お願い 


■[明るさ]と[コントラスト]を調整ずる必要びあ 
る場合には、[明るさ]を先に調整してください。 


調藝と設定 
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[映像調整]について（つづき) 


[明るさ] 


画面の暗い部分（黒色）を調整します。 

1) ▲▼ボタンで[明るさ]を選択する 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 

す 

• [明るさ] 個別調整画面び表示されまず。 


3) イ►ボタンでレベルを調整する 


操作 

変化内容 

調整範囲 

►ボタンを巧ず 

画面の暗い部分（黒 
色）び明るくな0 
まず。 

最大値+32 

◄ボタンを巧ず 

画面の暗い部分（黒 
色）び暗<な0ま 
す。 

最小値 -32 


[色の濃さ] 


色の濃さを調整します。 

1) ▲▼ボタンで[色の濃さ]を選択ずる 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 

す 

• [色の濃さ] 個別調整画面び表示されまず。 


3) イ►ボタンでレベルを調整ずる 


操作 

変化内容 

調整範囲 

►ボタンを巧ず 

色び濃< な0まず。 

最大値+32 

◄ボタンを巧ず 

色び薄< な0まず。 

最小値 -3S 



肌色の部分を調整します。 


1) ▲▼ボタンで[色あい]を選択ずる 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
Jffl す 

• [色あい] 個別調整画面び表示されまず。 


3) イ►ボタンでレベルを調整ずる 


操作 

変化内容 

調整範囲 

►ボタンを巧ず 

色あいび変化し肌色 
び緑色びか0まず。 

最大値+32 

◄ボタンを巧ず 

色あいび変化し肌色 
びホ紫色びか0ま 
す。 

最ル値 -32 


ープネス] 


映像のシャープ感を調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで[シャープネス]を選択す 
る 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 

ず 

• [シャープネス] 個別調整画面び表示されまず。 


3) イ►ボタンでレベルを調整ずる 


操作 

変化内容 

調整範囲 

►ボタンを巧ず 

輪郭びシャープに 
な0まず。 

入力信号に 
よ0異なり 
ふ9 〇 

◄ボタンを巧ず 

輪郭びやわらか< 

な0まず。 


[色温度設定] 


映像の白色部分び青みびかつた0、ホみびかつた0 
する場合に切り換えまず。 

1) ▲▼ボタンで[色温度設定]を選択ずる 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 

す 

• [色温度設定] 個別調整画面び表示されまず。 

3) イ►ボタンでレベルを調整する 


操作 

変化内容 

調舊範囲 

►ボタンを巧ず 

映像のホみを抑え 
ます。 

最大値+目 

◄ボタンを巧ず 

映像の青みを抑え 
ます。 

最小値-6 


調壁と設定 
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[映像調整]について（つづき) 


[ダイナミックアイリス] 


映像に合わせてランプ制御、光量絞り（アイ U ス）制 
御をします。暗部のよく引さ締まった、メ U 八 U 感 
のある映像表現に補正しまず。 

1) ▲▼ボタンで[ダイナミックアイリス] 
を選択する 

2) ◄ ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
巧す 

•[ダイナ S ックアイリス] 個別調整画面び表示 

されます。 

3) ◄►ボタンで[ダイナミックアイリス] 
を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[オン] < > [オフ] 


[オン] 

[ダイナ S ックアイ U ス]を有効 
にしまず。 

[オフ] 

[ダイナ三ックアイ IJ ス]を無効 
にしまず。 



市販の調整用ディスクなどを使用し、接続した外部 
機器からの出力（輝度）信号レベルを本機の推奨ず 
る値の範囲内に設定ずることで、本機の表お性能を 
より発揮ずるように調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで[波形モニター]を選択ず 
る 

2) 〈ENTER〉 ボタンを押ず 

• [波お モニター]画面び表示されまず。 



1液おモニター 1 

1 •オフ 


をライン表示 ( Y ) 


全ライン表示 ( R ) 


きライン表示 ( G ) 


をライン表示旧） 


ライン遅巧 ( Y ) 


ライン遅巧 ( R ) 


ライン選が ( G ) 


ライン選が旧） 


モニターポジション 

を上 

巧お自動围整 




3) ▲▼ボタンで調整する項目を選択し、 
(ENTER) ボタンを巧ず 

• 波形 モニターび 表示されまず。 


[オフ] 

波形モニターび消えまず。 

[を ライン 表示 ( Y )] 
[を ライン 表示の)] 
[全 ライン 表示 ( G )] 
[を ライン 表示旧)] 

画面全体の （Y- 輝度)、 （R - ホ色)、 
(G- 緑色)、 （B- 青色）のそれぞれ 
の波おび推奨ずる範囲に納まって 
いるかを確認しまず。 

[ライン 選択 ( Y )] 
[ライン 選択 （ R )] 
[ライン 選択 ( G )] 
[ライン 選択旧)] 

画面上部から下部までの任意の横 
ラインで (Y- 輝度)、 （R- 赤色)、 （G- 
緑色)、 （B- 青色）のそれぞれの 
波形び推奨ずる範囲に納まってい 
るかを確認しまず。 

• ライン位置は▲▼ボタンで移動 
でさまず。 

•ライン位置によって、波形モニ 
ター表お位置び変わ0まず。 

[モニターポジ 
シヨン] 

全ライン表示時の入力波形の表示 
置を設定しまず。 

[波お自動調壁] 

接続した外部機器からの出力（輝 
度）信号レベルを波形自動調整項 
目の設定をずることで、自動調整 
しまず。 


お知5せ 


• 波おモニター上において 0%LU 下の信号は映像上 
では0%として表示されまず。 

• [ライン選択 ( Y )] [ライン還お （ R )] [ライン選 
お ( G)] [ライン選択旧)]は、[全ライン表お (Y)] 
[全ライン表示旧)][全ライン表お （ G )] [全ラ 
イン表示旧)]よりをさらに細かく画面上部から 
下部までの横ラインを （Y- 輝度)、 （R- 赤色)、 （G- 
緑色)、 （B- 青色）で表おずることびでき、各項目 
で[全ライン表お ( Y )] [全ライン表示旧)][全 
ライン表お （G )] [全ライン表示旧)]と同じよ 
ラに調整ずることびでさまず。 

• [全ライン表示 ( Y )] [全ライン表示 （ R )] [全ラ 
イン表お （G )] [全ライン表お旧)]を還おして 
いるとさに►ボタンで入力波形の表示位置 
を設定ずることびでさまず。 

• [映像調整]での個別調整画面の表示び波形モニ 
ターに干渉しないよラ、個別調整画面の表示位置 
は、そのとさの状態によって変更されまず。 

•波形モニターを表示中に、 〈DEFAULT〉 ボタンを 
巧すと[波形自動調整]び実行されまず。 (1^47 ペー 
ジ） 


調藝と設定 
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[映像調整]について（っづき) 


■波おを調壁ずる 

市販の調整用ディスクなどの輝度調整用信号（0% 

(0 旧 E または7.已旧 E ) 〜1000ん（100旧 E )) を 
投写し、調整します。 



波形モニターを表おさせた状態で、 〈 MENU 〉 ボタン 
を巧し、メインメニュー項目の[映像調整]と、そ 
のサブメニュー項目の[アドバンスドメニュー]で 
調整します。 


1) [全ライン表示 (Y)] / [ライン選択 （Y)] 
を調整ずる 

• メニューの[映像調整]にし、[明るさ]、[コ 
ントラスト]項目の順に◄►ボタンで調整しま 
す。 


[明るさ] 

表示信号の黒レベル0% (0 IRE 
または7.已旧曰を〇〇/〇の位置に 
調整しまず。 

• 設定可能範囲： 

-32 〜+32 

[コントラスト] 

表示信号の白レベル] 00 Q / o ( 100 
IRE ) を] 00%の位置に調整し 

9 〇 

♦ 設定可能範囲： 

—64 〜+64 


2) [全ライン表示 (R)] / [ライン選択 (R)] 
を調整する 

• メニューの [映像調整]一[アドバンスドメ 
ニュー] にし、[ブライト印、[コントラスト印 
項目の順に ◄ ►ボタンで調整しまず。 


[ブライト R ] 

表示信号の黒レベル0% (0 IRE 
または7.已旧 E ) を〇〇/〇の位置に 
調整しまず。 

• 設定可能範囲： 

-1 日〜+16 

[コントラスト刊 

表お信号の白レベル]〇〇% 

(100旧 E ) を]00〇/〇の位置に 
調整しまず。 

• 設定可能範囲： 

-32 〜+32 


3) [全ライン表示 (G)] / [ライン選択 (G)] 
を調整する 

• メニューの [映像調整]一[アドバンスドメ 
ニュー] にし、[ブライト G ]、 [コントラスト G ] 
項目の順に ◄ ►ボタンで調整しまず。 


[ブライト G ] 

表示信号の黒レベル〇日/〇 (0 IRE 
または7.已旧 E ) を0〇/〇の位置に 
調整しまず。 

• 設定可能範囲： 

-] 己〜+1日 

[コントラスト G ] 

表示信号の白レベル]〇〇% 

(100旧 E ) を]00〇/〇の位置に 
調整しまず。 

• 設定可能範囲： 

-32 〜+32 
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[映像調整]について（っづき) 


4) [全ライン表示旧)]/ [ライン選択旧)] 
を調壁ずる 

• メニューの[映像調整]一[アドバンスドメ 
ニュー]にし、[ブライト田、[コントラスト封 
項目の順に ◄ ►ボタンで調整しまず。 


[ブライト封 

表示信号の黒レベル0% (0 IRE 
または7.已旧 E ) を〇〇/〇の位置に 
調整しまず。 

• 設定可能範囲： 

-1 白〜+1日 

[コントラスト田 

表示信号の白レベル]〇〇% 

(100旧 E ) を]00〇/〇の位置に 
調整しまず。 

• 設定可能範囲： 

-32 〜+32 


■[モニターポジション]を設定ずる 

全ライン表示時の入力波形の表示位置を設定しまず。 

◄ ►ボタンで[モニターポジション]を切り 
換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のように切り換わりま 
ず。 


[左上]14♦[[中央上] ]< hI [も上] 

♦ ♦ 

[も下]14♦[[中央下]]钟1 [左下] 


庙上] 

入力波形を左上に表おしまず。 

件巧上] 

入力波形を中央上に表示しまず。 

[ち上] 

入力波形をち上に表おしまず。 

庙下] 

入力波形を左下に表おしまず。 

件巧下] 

入力波形を中央下に表おしまず。 

[も下] 

入力波形をち下に表おしまず。 


■[波形自動調壁]を設定ずる 

接続した外部機器からの出力（輝度）信号レベルを 
波形自動調整項目の設定をずることで、自動調整し 
ます。 

1) ▲▼ボタンで調整する項目を選択する 


波お自動調整頂目 

工場出荷時 

[自動調整開始] 

— 

[黒レベル調整] 

[オン] 

[白レベル調整] 

[オン] 

旧 GB 個別調整（黒側)] 

[オフ] 

旧 GB 個別調整（白側)] 

[オフ] 


2) イ►ボタンで調整を切り換える 

3) ▲▼ボタンで[自動調整開始]を選択し、 
〈ENTER〉 ボタンを巧ず 

■[自動調整中]のメッセージび表示され、調整 
び終了ずると結果反映の確認メッセージび表お 
されまず。 

4) ◄►ボタンで[はい]を選択ずる 
已） 〈ENTER〉 ボタンを押す 


お知らせ 


• [黒レベル調整]び[オン]のとき、表示信号の Y (輝 
度）の黒レベルを0%の位置に自動調整しまず。 

• [白レベル調整]び[オン]のとさ、表示信号の Y (輝 
度)の白レベルを ] 00%の位置に自動調整しまず。 

• 旧 GB 個別調整（黒側)]び[オン]のとさ、表示 
信号の R (ホ色 )、 G (緑色 )、 B (青色）のそれぞ 
れの黒 レベルを 0%の位置に自動調整しまず。 

• 旧 GB 個別調整（白側)]び[オン]のとき、表示 
信号の R (赤色 )、 G (緑色 )、 B (青色）のそれぞ 
れの白レベルを100%の位置に自動調整しまず。 

• [波形モニター]び[オフ]の場合、[波形自動調整] 
は実行でさません。 

• 市販の調整用ディスクなどの輝度調整用信号を投 
写し、自動調整を行ってください。ただし調整用 
ディスクでを、ディスク自体にノイズび含まれて 
いる場合や、再生機びノイズを発生ずる場合、正 
しく自動調整でさない場合びありまず。 

• [波お自動調整]は、画面内の0%および] 00% 
の基準信号をちとに調整しまず。オーバースキヤ 
ンなどで基準信号び画面内に表おされない場合、 
または0%未満の信号や] 00%を超える信号び 
画面内に表示されている場合は、正しく自動調整 
でさません。 


調藝と設定 
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[映像調整]について（っづき) 



映像をさ日に詳細に調整しまず。 


1) ▲▼ボタンで[アドバンスドメ ニュ ー] 

を選択する 

2) 〈ENTER〉 ボタンを巧す 

■[アドパンスドメニュ ー] 画面び表示されまず。 

3) ▲▼ボタンで[コントラスト刊〜[ブ 
ライト封を選択ずる 

4) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
J 甲ず 

• 各調整項目の個別調整画面び表示されまず。 

已）イ►ボタンでレベルを調整ずる 

[コントラスト刊 


操作 

変化内容 

調壁範囲 

►ボタンを巧ず 

明るい部分の赤色 
が強< な0ます。 

最大値+32 

◄ボタンを巧ず 

明るい部分のホ色 
び弱< な0ます。 

最ル値 -3 S 


[コントラスト G ] 


操作 

変化内容 

調藝範囲 

►ボタンを押ず 

明るい部分の緑色 
び強< な0ます。 

最大値+32 

◄ボタンを巧ず 

明るい部分の緑色 
が弱< な0ます。 

最ル値 -32 


[コントラスト B ] 


操作 

変化内容 

調壁範囲 

►ボタンを巧ず 

明るい部分の青色 
び強< な0まず。 

最大値+32 

◄ボタンを巧ず 

明るい部分の青色 
び弱< な0まず。 

最小値 -32 


[ブライト R ] 


操作 

変化内容 

調壁範囲 

►ボタンを巧ず 

暗い部分の赤色び 
強< な0まず。 

最大値+16 

◄ボタンを巧ず 

暗い部分の赤色び 
弱<な0まず。 

最小値-16 


[ブライト G ] 


操作 

変化内容 

調壁範囲 

►ボタンを巧ず 

暗い部分の緑色び 
強くなりまず。 

最大値+16 

◄ボタンを巧ず 

暗い部分の緑色び 
弱くなりまず。 

最小値-16 


[ブライト B ] 


操作 

変化内容 

調整範囲 

►ボタンを巧ず 

暗い部分の青色び 
強< な0まず。 

最大値+ ] 目 

◄ボタンを巧ず 

暗い部分の青色び 
弱< な0まず。 

最ル値-1目 



明るい照明下で映像を投写ずる場合でを、映像を最 
適な猫やかさに補正しまず。 


1) ▲▼ボタンで[デイライトビュ ー] を 選 
択する 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 

ず 

• [デイライトビュ ー ] 個別調整画面び表おされ 

まず。 

3) ◄►ボタンで[デイライトビュー]を切 
り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ふ 〇 


[才ート] ► [オン] ► [オフ] 


[オート] 

[デイライトビュー]の自動補正 
を有効にしまず。カラーセンサー 
び部屋の明るさや色を検知し、自 
動的に補正をかけまず。 

[オン] 

[デイライトビュー]を有効にし 
ます。 

[オフ] 

[デイライトビュー]を無効にし 
ます。 


お知らせ 


•[プ□ジエクター設定]の[投写方式]で、 [ U ア 
/床置さ]または [ U ア/天つり]を遇択した場合、 
[オート]の設定はでさません。 

•プ□ジエクターの上面に物などを置くと、[オート] 
モードび正常に動作しない場合びありまず。 


調壁と設定 
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[映像調整]について（つづき) 


[デジタルシネマリアリティー] 


2-2、 2-3 プルダウン時に適用ずる機能で、き直解像 
度を向上させることびでさまず。 

一部の信号入力時のみ有効とな0まず。 

已2已 i (4800、62已 i (已760、 ] ] 2已 (1080) 
/60し]]2已り 080) /已〇し S ビデオ信号、ビデ 
才信号 

1) ▲▼ボタンで[デジタルシネマリアリ 
ティー]を選択する 

2) ◄ ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 

• [デジタルシネマリアリティー] 個別調整画面 

び表示されまず。 

3) ◄►ボタンで[デジタルシネマリアリ 
ティー]を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[オン] i > [オフ] 


[オン] 

[デジタルシネマリアリティー] 

を有効にしまず。 

[オフ] 

[デジタルシネマリアリティー] 

を無効にしまず。 



入力された映像び劣化して、映像信号ノイズび発生 
している場合に切り換えまず。 


1) ▲▼ボタンで[ノイズリダクション]を 
選択する 

2) ◄ ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 
押す 

• [ノイズリダクション] 個別調整画面び表おさ 

れまず。 

3) ◄ ►ボタンでレベルを調整ずる 


操作 

変化内容 

調壁範囲 

►ボタンを巧ず 

除去効果び強<な 
りまず。 

最大値+3 

◄ボタンを押ず 

除去効果び弱<な 
りまず。 

最小値日 


お願い 


• ノイズびかない入力信号に巧して設定ずると、映 
像本来のイメージと違って見える場合びありまず。 
その際は0に設定してください。 


[ TV システム] 


•〈S-VIDEO IN〉 / 〈VIDEO IN〉 端子を選 
択している場合のみ 

本機は入力信号を自動判別しまずび、不安定な信号 
を入力ずる場合は、手動でカラー方式を設定しまず。 
入力に合ったカラー方式を設定してください。 

1) ▲▼ボタンで [TV システム]を選択す 
る 

2) ◄ ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 

• [ TV システム] 画面び表示されまず。 

3) イ►ボタンでカラー方式を選択する 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
まず。 



■通常は[オート]に設定してください。 

• それぞれのテレビのカラー方式に設定を切り換え 
てください。日本国内では NTSC のカラー方式び 
使われていまず。 


お知5せ 


•なート]は、 [ NTSC ]、[ NTSC 4'43]、[ PAL ]、 
[ PAL - M ]、[ PAL - N ]、[ SECAM ]、[ PAL 日 0] の 
中から自動的に判別しまず。 


調藝と設定 
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[映像調整]について（つづき) 


旧 GB / YCbCr ] / 旧 GB / YPbPr ] 


通常は[オート]に設定して<ださい。[オート]で 
正常に映らない場合は、入力ずる信号に合わせて 
[ RGB ] または [ YCbCr ]、[ YPbPr ] に設定してく 
ださい。 

1) ▲▼ボタンで [RG 己/ YCbCr ] または 
[RGB/ YPbPr ] を選択する 

2) イ►ボタンまたは 〈ENTER〉 ボタンを 

巧ホ 

• [RGB/YCbCr] または [RGB/YPbPr] 個別 

調整画面び表示されまず。 

3) イ►ボタンで設定を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[才ート] 


[RGB] 

妙 


[YCbCr] / [YPbPr] 


お知らせ 


I 信号の詳細については"対応信号リスト" (1^1 10 
ページ）をご覧ください。 

I 接続ずる一部の機器では、正常に動作しない場合 
びあ0まず。 

I 〈COMPONENT IN 〉 端テを選択している場合は、 
設定でさません。 


个 


t 


[オート] 

同期信号により、旧 G 田/ 
[ YCbCr ] / [ YPbPr ] 信号を自 
動的に還択しまず。 

[RGB] 

RGB 信号を入力時に設定してく 
ださい。 

[YPbPr] 

YPbPr 信号を入力時に設定して 
<ださい。 

[YCbCr] 

YCbCr 信号を入力時に設定して 
<ださい。 


■〈COMPUTER IN 〉 端子を選択し 
ている場合 

•已2已 i (4800、巨2已 i (已7巨〇、已2已 p 
(480p)、 巨2已 p (已7巨 P)、VGA 巨0人 
力時 

[オート]、 [ RGB ]. [ YCbCr ] から選択しまず。 

• 上記むがの動画系信号入力時 

[才ート]、 [ RGB ]. [ YPbPr ] から選択しまず。 

■〈HDMI IN 1> / 〈HDMI IN 2〉端 
子を選択している場合 

♦已2已 P (480p)、 巨2已 P (己7巨 P) Xt } 

時 

[オート]、 [ RGB ]. [ YCbCr ] から選択しまず。 

• 上記むがの動画系信号入力時 

[才ート]、 [ RGB ]. [ YPbPr ] から選択しまず。 


調壁と設定 
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[位置調整]について 


メニュー画面で、メインメニューか5 [位置調壁] 
を選び、ヴブメニューか5頂目を選んでください。 
メニュー画面の操作については、"メニュー画面 
の操作方法" （11^39 ページ）をご覧ください。 
•項目を選んだら►ボタンで調整して<だ 
さい。 



抬お補正] 


本機を傾けて設置したり、スク U —ンび傾いていた 
りしている場合に発生ずる台形ひずみを補正しまず。 

1) ▲▼ボタンで[台形補正]を選択ずる 

2) イ►ボタンまたは 〈 ENTER 〉 ボタンを 

す 

• [台形補正] 個別調整画面び表示されまず。 


3) ▲▼イ►ボタンで台形ひずみを補正ずる 


操作 

変化内容 

▲ボタンまたは 
►ボタンを巧ず 


\ 

-► 



▼ボタンまたは 
◄ボタンを巧ず 

I 

I 

一 




• 設定巧能範囲： -32 〜+32 


お知5せ 


•台形ひずみは、縱方向の傾きに対して+ 3ぴまで 
補正でさまず。ただし、補正量び多<なればなる 
ほど画質び劣化し、フォーカスび合いにくくなり 
まず。でさるだけ補正量び少な<なるよラに設置 
して < ださい。 

• [台あ補正]を行ラと、画面サイズを変化しまず。 

• レンズシフトの位置によっては、台形ひずみび発 
生します。 

•補正量、レンズズーム量によっては、画面サイズ 
の縦横比びずれる場合びありまず。 


[シフト] 


本機とスク U —ンの関係位置び正しく設置された状 
態で、スク U —ンに投写された映像位置びずれてい 
る場合は、上下左ちに映像位置を移動しまず。 

1) ▲▼ボタンで[シフト]を選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを押す 

• [シフト] 個別調整画面び表示されまず。 

3 ) ^^4 ►ボタンで位置調整する 


お知5せ 


•直接▲▼イ►ボタンを巧して、本機能を操作ずる 
ことをでさまず。 


■垂直位置（上下）調壁の場合 


操作 

変化内容 

▲ボタンを巧ず 

映像位置び上へ移 
動しまず。 


oUo 

t 


▼ボタンを巧ず 

映像位置び下へ移 
動しまず。 



。い。 



■水平位置（左ち）調壁の場合 


操作 

変化内容 

►ボタンを巧ず 

映像位置びちへ移 
動しまず。 




◄ボタンを巧ず 

映像位置び左へ移 
動しまず。 


つ]- 
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[位置調整]について（つづき) 


[ドットクロック] 


こーズ] 


•コンピユーター ( RGB ) 信号入力時のみ 

縦搞模様を投写したとさに発生ずるノイズを軽減ず 
る際に調整しまず。 

下記のよラな搞模様をお写したときに、周期的な搞 
模様（ノイズ）び発生ずることびありまず。この場 
合にもっともノイ スげかな くなるように調整してく 
ださい。 


1) ▲▼ボタンで[ドットク□ック]を選択 
ずる 

2) イ►ボタンまたは 〈 ENTER 〉 ボタンを 

す 

• [ドットク□ック] 個別調整画面び表示されま 
す。 

3) イ►ボタンで調整する 

•調整値は、 -32 〜+32でず。 


お知らせ 


ドットク□ック調整は已2已 i (4800、62已 i 
(已760、已2已 P (480 p )、 己2已 P (已7己 p ) じ!夕+ 
のコンピューター （ RGB ) 信号入力時に調整でき 
ます。 


お願い 


[ク□ックフェーズ]より先に調整してください。 


画像のちらつさや輪郭のにじみび発生しているとさ、 
最適な画像になるよラに調整しまず。 

1) ▲▼ボタンで[ク□ック フエー ズ]を選 
択する 

2) イ►ボタンまたは 〈 ENTER 〉 ボタンを 
巧す 

•[ク□ックフ I ーズ] 個別調整画面び表おされ 

ます。 

3) イ►ボタンで調整ずる 

•調整値は、〇〜+31まで変化しまず。ノイズ 
び少なくなるよラに調整してください。 


お知らせ 


入力しているコンピューターの出力び不安定であ 
ると最適値びない場合びありまず。 

ドットク□ック周波数び]日2 MHz じ(上の信号を 
巧写ずる場合は、[ク□ックフェーズ]の調整をし 
てをノイズびなくならない場合びありまず。 

已2已 i (4800、62已 i (已760のつンポーネント 
(YCbCr) 信号入力時は調整でさません。 

已2已 i (4800、62已 i (已 76 i ) のつンピューター 
( RGB ) 信号入力時は調整できません。 

デジタル信号入力時は調整でさません。 
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[位置調整]について（つづき) 


[才ーバースキヤン] 


投写映像の周辺で文字や映像び欠ける場合に調整し 
ます。 

1) ▲▼ボタンで[才ーパースキャン]を選 
択する 

2) ◄ ►ボタンまたは 〈 ENTER 〉 ボタンを 

J 田す 

♦[オーパースキャン] 個別調整画面び表示され 
ます。 

3) イ►ボタンで調整ずる 

•調整値は、〇〜+ ]0でず。 


お知5せ 


•静止画系コンピューター （ RGB ) 信号には対応し 
ていません。 


[アスペクト] 


映像の縦横比（アスペクト比）を切り換えまず。 

1) ▲▼ボタンで[アスペクト]を選択ずる 

2) イ►ボタンまたは 〈 ENTER 〉 ボタンを 
Jffl す 

• [アスペクト] 個別調整画面び表示されまず。 

3) イ►ボタンで設定を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、各図のよラに切り換わり 
ます。 

■ S ビデオ/ビデオ信号入力時 


[オート] 

种 [ノーマル]伸 

[H フィット] 

♦ 


♦ 

[リアル] 


1；フル] 


お知5せ 


• [オート]は S ビデオ/ビデオ信号とち NTSC 入 
力時のみ動作しまず。 


■静止画系コンピユーター (RGB) 信 
号入力時 

• 1280 X 720入力時 

[ノーマル]14♦[に16 :引 ] 件 I [リアル] 

1 ___ t 


♦ VGA 70、 VGA 8 已、1280 X 768、 

1280 X 800、 WXGA +、 WSXGA + 
入力時 



• 上記むがの静止画系コンピューター 
( RGB ) 信号入力時 


[ノ ー V ル] i ► [H >7イット] 

♦ t 

[リアル] *1 1 ◄ - ► r [フル] 


*1 : UXGA は[リアル]には切り換わりません。 

■ HDMI 信号入力時 

♦ 112 己 (1080) /巨〇し112已 （1080) 
/已〇し112已 （1080) /巨 Op 、 112已 
(1080) /已 Op 、 112已 （1080) /24 p 
入力時 


[ノーマル] ◄ - ► 旧16: 9] 


♦ 7 已〇 (720) /曰 Op 、 7已〇 (720) /已 Op 
入力時 


[ノースレ] 4^ に16:9]妙[リアル] 

t 个 


♦已2已 P (480 p )、 巨2已 P (已7巨 P ) 人力 
時 


[ノ — V ル] < > [H ノイツ ト J 

♦ ♦ 
[リアル] 1 < > [フル] 
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[位置調整]について（っづき) 


■コンポーネント （ YCbCr ぺ PbPr ) 
信号/動画系コンピューター 
( RGB ) 信号入力時 

• 112 已 （1080) /巨0し112已 （1080) 
/已〇し112已 （1080) /巨 Op 、 112已 
(1080) /已 Op 、 112己 (1080) /24 p 
入力時 


[ノーマル]< > [ S 16 : 9] 


♦ 7 已〇 (720) /巨 Op 、 7已〇 (720) 
/己 Op 入力時 


[ノーマル] 

种 

[ S 16 : 9] 


[リアル] 

t 




t 

•已2已 i (4800 ( YCbCr ) 人力時 

[オート] 


[ノーマル] 

妙 

[H フィット] 

♦ 




♦ 


[リアル] ◄ - ► I ；フル] 


♦已吕已 i (4800 ( RGB )、 巨吕已 i (已7巨 i )、 
已吕已 P (480 p )、 巨吕已 P (已7巨 P ) 刀日寺 


[ノーマル] 


[H フィット] 


♦ 


♦ 

[リアル] 


1；フル] 


お願い 


•ァスぺクト比4:3の映像を[フル]で投写ずると、 
変形したり、周辺画像び一部見えな<なったりし 
ます。制作ちの意図を尊重した映像は、元のァス 
ぺクト比で投写してください。 


お知らせ 


■入力信号によっては、選択でさないアスペクトモー 
ドびありまず。 

• 入力している信号と異なるアスぺクト比を選択ず 
ると、才 U ジナルの映像と見えかたに差び出まず。 

■本機を営利目的、または公衆に視聴させることを 
目的として、喫茶店、ホテルなどにおいて、アス 
ぺクト比の切り換えを利巧し、画面の圧縮や引さ 
伸ばしなどをずると、著作権法で保護されている 
著作ちの権利を侵害ずるおそれびありまず。 

•[オート]に設定したとさ、入力信号にアスペクト 
比の識別信号び含まれている場合、自動的に最適 
なアスぺクト設定に切り換わりまず。 

• S ビデオ、ビデオ、コンポーネント （ YCbCr / 
YPbPr ) 信号の場合、[オート]び表おされない場 
合びありまず。 

• シネマビジョンサイズなどの ] 6:日よりを横長の 
映像を投写ずると、上下に黒い領域びでさる場合 
びあ0まず。 
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[位置調整]について（っづき) 


アスぺクトモード 


I ;フル] 

パネル画素（スク1」一 
ン）全体に映像を投写 
します。入力信号をパ 
ネル（スク U —ン）の 
アスぺクト比に変換し 
て投写しまず。 


[リアル] 

U サイズを行わず、入 
力信号の解像度のまま 
投写します。 


[ H フィット] 

アスぺクト比を固定し 
たまま水平方向のパネ 
ル画素ずベて使って、 
画像の上下び切れて投 
写されます。 


画面 


入力信号 



投写画面 


Of 



^ 〇 


入力信号 



投写画面 



入力信号 



投写画面 



[フレーム□ック] 


•コンピューター ( RGB ) / HDMI 信号入力 
時のみ 

一部のコンピューター信号で設定巧能になりまず。 
動画再生時に映像び乱れる場合に設定して< ださい。 

1) ▲▼ボタンで[フ レー ム□ック]を選択 
する 

2) ◄ ►ボタンまたは 〈 ENTER 〉 ボタンを 
巧す 

•[フレーム□ック] 個別調整画面び表示されま 
ず。 

3) ◄►ボタンで[フレーム□ック]を切り 
換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[オフ] 


[オン] 


[オフ] 

フレーム □ ックを無効にしまず。 

[オン] 

フレーム □ ックを有効にしまず。 
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表 71^ 言語]について 


メニュー画面で、メインメニューか5 [表示言語] 
を選び、ヴブメニューを表示させまず。 

メニュー画面の操作については、"メニュー画面 
の操作方法"39ぺージ）を ご覧く ださい。 

• ▲▼ボタンで選び、 〈 ENTER 〉 ボタンで言語の 
設定をしてください。 


MENU RETURN 



i を切り換える 


オンスク U —ン表おの言語を切り換えまず。 



圆 mtim 

回 

の 

お 赫 SB 

田 

、オブシヨン 


フ□ジェクター K 足 


セキュリティ- 

杳 

ネットワーク 




圆 


回 

の IMB 

お 赫 SB 

远 

、オブシヨン 

ク 

フ□ジエクター K 足 

A 

セモユ 1) ティー 

.是. 

ネットワーク 



設定している言語に表示されまず。 


切り換えた言語で各種メニューや設定、調整画面、 
操作ボタン名などび表示されまず。 

ドイツ語、フランス語、スペイン語、イタ U ア語、 
ポルトガル語、スウェーデン語、ノルウェー語、 
デンマーク語、ポーランド語、チェコ語、八ンガ 
1」一語、□シア語、タイ語、韓国語、英語、中国語、 
日本語の切り換えびでさまず。 
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について 


•コンピユーターを接続するためのヘルプ画 
面について 

コンピユーター側の映像出力切り換えコマンドにつ 
いては、下記の表をご覧< ださい。 


メーカー 

映像出力切り換えコマンド 

Panasonic 

园 + 圖 

SAMSUNG 

园 + 固 

ac 色「 

SHARP 

TOSHIBA 

园 + 园 

lenovo 

LG 

SONY 

固 + 固 

EPSON 

固+圆 

FUJITSU 

區 l + IElgj ] 

NEC 

固+圖/圖 

HP 

园+ 圖 / 圖 

DELL 

固 + 固/固 

Apple 

固/ | e ™ d [| + 阔 


お知らせ 


コンピューターの機種によって異なりまずので、 

ご使用のコンピューターの説明書をご覧ください。 


に SD デザイン] 


メニュー画面 （ OSD ) の色を設定しまず。 
•ボタンを巧ずごとに、下図のように切り換わりま 
ず。 


[タイプ 1] 


[タイプ 2] 


[タイプ 1] 

背景を黒色で表おしまず。 

[タイプ 2] 

背景を青色で表おしまず。 


■[警告メッセージ] 

警告メッセージの表示/非表示を設定しまず。 
•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わりま 
ず。 


[オン] 


[オフ] 


[オン] 


警告メッセージを表おしまず。 


[オフ] 


警告メッセージを表示しません。 


メニュー画面で、メインメニューか5 [表示オプ 
ション]を選び、サブメニューか5項目を選んで 
<ださい。 

メニュー画面の操作については、"メニュー画面 
の操作方法" （11^39 ページ）をご覧ください。 
•項目を選んだら►ボタンで設定してくだ 
さい。 



[オンスク U —ン表示] 


オンスク1」ーン表示を設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで[オンスクリーン表示]を 
選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを押す 

•[オンスクリーン表示] 画面び表示されまず。 

3) ▲▼ボタンで項目を選択し、イ►ボタンで 
切り換える 

■ [入カガイド] 

投写画面ち上に表おされる入力端モ名の表示方法を 
設定しまず。 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わりま 
ず。 


[詳細表示] ► [オフ] ► [簡易表示] 


間細表示] 

入力端子をグラフィック表示しま 
す。 

[オフ] 

入カガイドを無効にしまず。 

[簡易表示] 

現在選択されている入力端モ名の 
が表术します。 


お知5せ 


• [詳細表示]に設定中 、 (COMPUTER IN > 端モま 
たは 〈HDMI IN 1> / 〈HDMI IN 2〉端子に信号 
び入力されていないと、コンピューターを接続ず 
るためのヘルプ画面び表示されまず。ヘルプ画面 
を表おさせたくない場合は、[簡易表お]または[才 
フ]に設定してください。 
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こついて （つづき） 


[ HDMI 信号レベル] 


本機と外部機器とを HDMI ケーブルで接続している 
とさに正常な映像び映らない場合は、設定を切り換 
えて < ださい。 

1) ▲▼ボタンで [ HDMI 信号レベル]を選 
択する 

2) ◄►ボタンで [ HDMI 信号レベル]を切 
り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[0-1023] 


[64-940] 


[0-1023] 

外部機器（コンピューターなど） 

の HDMI 端モおよび DVI - D 端モ 
出力を、 HDMI ケースレまたは 
DVI - HDMI 変換ケーブルなどを 
使用して 〈HDMI IN 1> / 〈HDMI 
IN 2〉端テに接続している場合な 
どに選択しまず。 

[64-940] 

外部機器 （ DVD プレーヤーなど） 
の HDMI 端モ出力を 〈HDMI IN 

1> / 〈HDMI IN 2〉端テに接続 
している場合などに還おしまず。 


お知らせ 


’最適な設定は、接続ずる外部機器の出力設定によつ 
て異なりまず。外部機器の出力については、外部 
機器の取扱説明書などをご覧 < ださい。 


ン設赶 


• NTSC 、 已2已 i (4800 人力時のみ 

ク□ーズドキャプションを設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで[ク□-ズドキャプション 
設定]を選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを巧す 

■[ク□ーズドキャプション設定] 画面び表おさ 

れます。 

3) ▲▼ボタンで項目を選択し、 ◄ ►ボタンで 
設定を切り換える 


■[ク□ーズドキャプション] 

ク□ーズドキャプションを表示ずるかどラかを設定 
しまず。 

•ボタンを押ずごとに、下図のように切り換わります。 
• [オン]に設定ずる場合は、[選択されたモードの 
CC 信号び入力された場合、セキュ U ティーテキス 
卜/ □ゴは表示されません。]の確認メッセージび 
表示されるので、[はい]または[いいえ]を選択 
して 〈 ENTER 〉 ボタンを巧してください。[いいえ] 
を還択した場合、[オン]に設定されません。 


[オフ] 


[オン] 


[オフ] 

ク□ーズドキヤプシヨンを表示し 
ません。 

[ォン] 

ク□ーズドキヤプシヨンを表示し 

9 〇 


■ [モード] 

ク□ーズドキャプションのモードを設定しまず。 
•ボタンを巧すごとに、下図のように切り換わります。 


にじ1] 


[CC 吕] 


[ CC 4] 


[ CC 3] 


に C 1] 

CC 1 のデータを表おしまず。 

に C 吕] 

CC 2 のデータを表おしまず。 

[ CC 3] 

CC 3 のデータを表おしまず。 

[ CC 4] 

CC 4 のデータを表おしまず。 


お知らせ 


■ク□ーズドキャプションは、をに北米で使用され 
ている映像信号の文字情報を表示ずる機能でず。 
接続ずる機器や再生ずるコンテンツによってはク 
□ーズドキャプションび表示でさません。 

• 選択したモードのク□ーズドキャプション信号び 
入力された場合、メニューの[セキュリティー] 

一[表示設定] ( D ^7] ページ）で設定したセキュ 
U ティーメッセージは表示されません。 

• [台形補正]の補正量び大さい場合、文字び欠ける 
場合びありまず。 

■ メニュー画面表示中は、ク□ーズドキャプション 
は表示されません。 
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[スタートアップロゴ] 


電源を入れたとさの□ゴ表示を設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで[スタートアップ□ゴ]を 
選択する 

2) イ►ボタンで[スタートアップ□ゴ]を 
切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[デフオルト□ゴ] 


[ユーザー□ゴ] 


[オフ] 


t 


[デフオルト□ゴ] 

Panasonic 口づを表示します。 

1;ューザー □ゴ] 

「□コ'転送ソフトウ エア」’ 1で転 
送された□ゴを表おしまず。 

[オフ] 

スタートアップロづ表示を無効に 
します。 


お知らせ 


•[ユーヴー□ゴ]の画像作成には、付属の CD - 
ROM に収録されている「□ゴ転送ソフトウェア」 
を使用します。 

•スタートアップ□ゴは、約30秒で消えまず。 
•[ユーヴー□ゴ]を還おしてを、「□ゴ転送ソフト 
ウェア」で□ゴび転送されていない場合は、スター 
トアップ □ ゴは表示されません。 


[才—卜] 


[ボタン] 


[オート] 

投写中の映像信号びコンピュー 
ター信号に変わると、オートセッ 
トアップ機能び動作しまず。 

[ボタン] 

〈AUTO SETUP 〉 ボタンを巧し 
たとさのみ、オートセットアップ 
機能び動作します。(惕=37ぺージ） 


お知5せ 


コンピューター信号、 HDMI 信号入力時のみ動作 
します。 


[表示オプシ E 


[入力検出] 



こついて（っづき） 


「□ゴ転送ソフトウエア」は付属の CD - ROM に収録され 
ています。 


[自動位置補正設定] 


オートセットアップ機能を設定します。通常は[オー 
卜]に設定してください。 

1) ▲▼ボタンで[自動位置補正設定]を選 
択する 

2) ◄ ►ボタンで[自動位置補正設定]を切 
り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


電源を入れたとさ、信号び入力されている端モを自 
動的に検出して切り換える機能を設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで[入力検出]を選択する 

2) ◄►ボタンで[入力検出]を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のように切り換わり 
9 〇 


[オン] 


[オフ] 


[オン] 

入力検出を有効にしまず。 

[オフ] 

入力検出を無効にしまず。 


お知5せ 


[オン]に設定し、還択している入力び無信号のと 
さにリモコンの 〈AUTO SETUP 〉 ボタンを巧し 
た場合、信号び入力されている端テを自動的に検 
出して切り換えまず。 


信号び入力されていないとさの投写画面の色を設定 
しまず。 

1) ▲▼ボタンで[バックカラー]を選択する 

2) ◄►ボタンで[バックカラー]を切り換 
无る 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
まず。 


[カレー] 


[ブラック] 


I ：ユーザー□ゴ] 


[デフオルト□ゴ] 


けルー] 

お写画面全体に青色を表おしま 
ず。 

[ブラック] 

投写画面全体に黒色を表おしま 
す。 

[デフオルト□ゴ] 

お写画面に Panasonic 口づを表 
术しよ 9 〇 

[ューザー □ゴ] 

投写画面に「□ゴ転送ソフトウエ 
ア」 ’1 で転送された□ゴを表示し 
ます。 


「□コ'転ちソフトウエア」は付属の CD - ROM に収録され 
ています。 


調藝と設定 
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こついて（つづき) 


[SXGA モード] 


SXGA 入力時に、映像全体び表示されていない場合 
に設定しまず。 

通常は [ SXGA ] に設定してください。 

1) ▲▼ボタンで liSXGA モード]を選択す 
る 

2) ◄►ボタンで |； SXGA モード]を切り換 
える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[ SXGA ] i ) |； SXGA +] 


[ SXGA ] 

[ SXGA ] に設定して映像全体が 
表示されている場合 

[ SXGA +] 

[ SXGA ] に設定して映像全体が 
表示されていない場合 


[その他の機能] 


■ [自動位置補正] 

詳しくは"才ートセットアップ機能を使う "№37 
ページ）をご覧ください。 

■[静止] 

外部機器の再生に関係なく、一時的に投写映像を 
静止させ、音声を消ずことびでさまず。 
〈 RETURN 〉 ボタンまたは U モコンの 〈 FREEZE 〉 
ボタンで解除されまず。 

■ [ AV ミユート] 

一定時間本機を使用しない場合に、映像と音声を 
消ずことびでさまず。 

〈 RETURN 〉 ボタンまたはリモコンの <AV 
MUTE ) ボタンで解除されまず。 


調壁と設定 
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クター設定]について 


メニュー画面で、メインメニューか5 [プ□ジェ 
クター設定]を選び、サブメニューか5頂目を選 
んで < ださい。 

メニュー画面の操作については、"メニュー画面 
の操作方法" （11^39 ページ）をご覧ください。 
•項目を選んだら►ボタンで設定してくだ 
さい。 



こクター ID ] 


[ステータス] 


本機の状態を表おしまず。 

1) ▲▼ボタンで[ステータス]を選択ずる 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

• [ステータス] 画面び表示されまず。 

[信号] 


[名前 

入力信号名を表おしまず。 

I ;周波数] 

入力信号の周波数を表示しまず。 


[使用時亂 


[プ□ジェクター] 

プロジェクターの稼働時間を表示 
します。 

[ランプ] 

ランプの実使用時間をモード別に 
表巧し乐9。 


[シリアル番号] 


[プ□ジェクター] 


本機のシ U アル番号を表おしま 
ず。 


本機には ID ナンバーの設定機能びあり、本機を複数 
台並べて使用ずる場合、]つの U モコンで同時制御 
や個別制御をずることびでさまず。 

1) ▲▼ボタンで[プ□ジェクター ID ] を選 
択する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを押す 

■[プ□ジ I クター ID ] 画面び表示されまず。 

3) ▲▼ボタンで[プ□ジェクター ID ] を選 
択する 

•[オール]、 [1] 〜旧]の一覧から還おしてく 
ださい。 

4) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧してミ夫定ずる 

• [プ□ジェクター ID ] び設定されまず。 


お知5せ 


ID ナンバーを指定して個別制御ずる場合は、 U モ 
コンののナンノ（一を本機の ID ナンノ（一に合わせ 
る必要びありまず。 

I □ナンバーを[オール]に設定ずると、リモコン 
またはコンピューターで制御の際、 ID ナンバーを 
何番に指定しても本纖ホ動作しまず。 

本機を複数台並べて設置ずる場合、 ID ナンバーを 
[オール]に設定していると、他の ID ナンバーを 
設定した本機と分けて制御できなくなりまず。 

U モコンの ID ナンバーを設定ずる方法は " U モコ 
ンの ID ナンノ（一を指定ずる"20ページ)を参 
照してください。 


お知5せ 


• ランプの交換時期を予測ずるには、[プ□ジェク 
夕一設定]の[ランプ使用時間] (1®^ 日3ページ） 
で表おされるランプの使用時間（換算値）をご確 
認< ださい。 

• 忙巳 0] と[ノーマル]の実使用時間の合計はラン 
プの使用時間（換算値）よりルさい場合びあります。 


調整と設定 
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[プ□ジェクター設定]について （つづき) 


胞動方法] 


を電源 〈MAIN POWER) スイッチを 〈ON〉 にした 
とさの起動方法を設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで[起動方法]を選択する 

2) ◄►ボタンで[起動方法]を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のように切り換わり 
ます。 


[ラストメモ U-] 和 ► [スタンバイ]片►[オンスタート] 

1 t 


[ラストメモリー] 

を電源 〈MAIN POWER) スイッ 
チを 〈OFF〉 にずる前の状態で起 
動しまず。 

[スタンバイ] 

スタンノ（イ状態で起動しまず。 

[オンスタート] 

ずぐに投写を開始しまず。 


股写方式] 


本機の設置状態に合わせて、投写方式を設定しまず。 
画面表おび上下逆になったり、反転して映ったりし 
ている場合は、投写方式を変更してください。 

1) ▲▼ボタンで[投写方式]を選択ずる 

2) ◄►ボタンで[投写方式]を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[高地モード] 


ミ毎抜] 400 m LU 上〜2 700 m 未満の高地で使用 
ずる場合は、[オン]に設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで[高地モード]を選択する 

2) ◄►ボタンで[高地モー问を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ふ5 〇 


[オフ] i > [オン] 


[オフ] 

ミ毎抜] 400 m 未満で使用する場 

厶 

[オン] 

高地（海抜] 400 m LU 上〜 

2 700 m 未満）で使用ずる場合 


お知らせ 


• ミ毎抜] 400 m 未満で使用ずる場合は必ず[オフ] 
に、ミ毎抜] 400 m LU 上〜2 700 m 未満で使用 
ずる場合は必ず[オン]に設定してください。部 
品の寿命などに影響を及ぼずおそれや、故障の原 
因になる場合びありまず。 

• ミ毎抜2 700 m LU 上の場所には設置しないでくだ 
さい。部品の寿命などに影響を及ぼずおそれや、 
故障の原因になる場合びありまず。 

• [オン]に設定した場合、フアンの回転数び上びり、 
動作音び大さ< な0まず。 


調 

啟 

ミ 
5凡 
巧 

定 


[フ□ント/巧置き ] i - ► [フ□ント/天つり] 

t t 

[リア/天つり] li — ►r [リア/巧置き] 


[フ□ント / 床置き] 

スク U —ン前方にある机の上など 
に設置ずる場合 

[フ□ント/天つり] 

スク U —ン前方にある天つり金具 
(別売品）を使用して設置ずる場 

ム 

[リア/巧置さ] 

スク1」ーン後方（透過式スク1」一 
ン使用）にある机の上などに設置 
する場合 

[リア/天つり] 

スク1」ーン後方（透過式スク U — 
ン使用）に天つり金具（別売品） 

を使用して設置ずる場合 
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[プ□ジェクター設定]について （つづき) 


[ランプパワ ー] 


本機のランプ電力を切り換えまず。使用環境や目的 
に合わせて設定してください。 

1) ▲▼ボタンで[ランプパワ ー] を選択 
ずる 

2) ◄►ボタンで[ランプパワ ー] を切り換 
无る 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[ノーマル] ◄ - ► [ ECO ] 


[ノーマル] 

高い輝度び必要な場合 

[ ECO ] 

高い輝度を必要としない場合 


お知5せ 


• [ ECO ] の場合は、消費電力の節約、動作音の低減 
を図ることびでさまず。 

•本項目は、付属の CD - ROM に収録されている愼 
数台プ□ジェクター監視制御ソフトウェア」の 
「 ECO 設定レベル」の表示に反映されまず。 


[ランプ使用時間] 


ランプの使用時間（換算値）を表おしまず。 


お願い 


•ランプを交換ずる場合は、"ランプユニットの交換 
手順" （0^ 日8ぺージ）に従って交換し、ランプの 
使用時間（換算値）を0に U セットしてください。 


お知5せ 


•ランプユニットの交換時期に達ずると、ランプの 
使用時間（換算値）を赤色とグレーで交互に表示 
してお知らせしまず。交換時期については、"ラン 
プユニットの交換時期"日8ページ）をご覧く 
ださい。 


L - ル] 


コマンドの実行スケジュールを曜日ごとに設定し 
ます 0 

1) ▲▼ボタンで[スケジュール]を選択 
ずる 

2) ◄►ボタンで[スケジュール]を切り換 
无る 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[オフ] i - y [オン] 


[オフ] 

設定したスケジュールを無効にし 
ます。 

[オン] 

設定したスケジュールを有効にし 
ます。 


お知らせ 


• [スケジュール]を[オン]に設定ずると 、 ECO 
マネージメント]の[スタンバイモー円 （0^ 日已ぺ一 
ジ）の設定は強制的に[ノーマル]となり設定の 
変更はでさなくなりまず。この状態で[スケジュー 
J レ]を[オフ]にしてち、[スタンバイモード]の 
設定は[ノーマル]のままでず。 

■プ□グラムの割0当て方法 

3) 手順 2) で[オン]を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを押す 

• [スケジュール] 画面び表示されまず。 

4) 曜日ごとにプ□グラムを選択し、割り当 
てる 

• ▲▼ボタンで曜日を遇び、 ◄ ►ボタンでプ□グ 
ラム番号を還択しまず。 

• プ□グラムは、プ□グラム番号]〜7まで設 
定でさまず。"---"は未設定を表しまず。 


調藝と設定 
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[クター設定]について （っづき) 


■各プ□グラムの設定方法 

1プ□グラムにつき ] 日コマンドまでの設定びでき 
ます 0 

3) 手順 2) で[オン]を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを巧す 

4) ▲▼ボタンで[プ□グラム編集]を選択 
ずる 

已）イ►ボタンで設定したいプ□グラム番号 
([プ□グラム 1] 〜[プ□グラム7])を 
選択し、 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

日）▲▼ボタンでコマンドま号 （01 〜1巨） 
を選択し、 ( ENTER ) ボタンを押す 

• ▲▼ボタンでページの切り換えびでさまず。 

7) ▲▼ボタンで[時刻]または[コマンド] 
を選択し、メニューの操作指示に従って 
設定を変更する 


[時刻] 

コマンドを実行ずる時刻を、▲▼ボタ 
ンで設定しまず。 


設定した時刻に実行ずるコマンドを、 

じ(下のいずれかから選択しまず。 


[電源オン] 


[スタンバイ] 


[AV ミ：!ート] 

[オン] 

[オフ] 

ロマンド] 

[入力] 

[ COMPUTER ] 
[ VIDEO ] 
[ S - VIDEO ] 
[ COMPONENT ] 
[HDMI 1] 

[HDMI 2] 


[ランプパワー] 

レーマル] 

[ ECO ] 


[スタンバイ時動作] 

[オン] 

[オフ] 


障量 


8) ▲▼ボタンで[登録]を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを巧す 


お知らせ 


•ランプの短期間点滅を行ラよラな設定を登録しよ 
ラとずると、画面上にエラーメッセージび表おさ 
れ、登録されません。再度時刻とコマンドの設定 
を行ってください。 

•同じ時刻に設定されたコマンドは、コマンド番号 
の若い順に実行されまず。 

•時刻は□-カル時亥に動作しまず。 （豚 己8ぺージ) 

• [スケジュール]で設定されたコマンドの実行前に、 
U モコンや本体操作部での操作、制御コマンドに 
よる操作を実行した場合、本機能で設定したコマ 
ンドび実行されないことびありまず。 


[ECO マネージメ ント] 


使用状態に応じてランプ電力を最適化し、消費電力 
をな減する機能です。 

1) ▲▼ボタンで忙 C 0 マネー ジメント]を 
選択する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

•正 C 0 マネージメント] 画面び表示されまず。 

3) ▲▼ボタンで項目を選択する 

■手順 3) で[省エネ設定]を設定ず 
る場合 

[環境照度連動]、[無信号連動]、 [AVS ユート連動] 
の 3 つの機能を有効にずるかどラかを設定しまず。 


お知らせ 


• [ランプパワー] (1^ 日 3 ぺージ）の設定び [ ECO ] 
の場合は、設定できません。 

4) ◄►ボタンで[省エネ設定]を切り換え 
る 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ふ9 〇 


[オン] i > [オフ] 


[ォン] 

省エネ設定を有効にしまず。 

[オフ] 

省エネ設定を無効にしまず。 


已）▲▼ボタンで[環境照度連動]、[無信号 
連動]または [ AV ミュート連動]を選 
択する 


[環境照度連動] 

設置場所の明るさにより、ランプ 
電力を調整します。 

1：無信号連動] 

無信号時、ランプ電力を下げまず。 

[AV ミュート連動] 

AV ミュート時、ランプ電力を下 
げまず。 


調壁と設定 
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[プ□ジェクター設定]について （っづき) 


6) イ►ボタンで設定を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[オン] i » [オフ] 


[オン] 

設定を有効にしまず。 

[オフ] 

設定を無効にしまず。 


お知 5 せ 


•じ(下の場合はランプ電力び自動で低下しないこと 
びありまず。 

-[ランプパワー]を ECO ] に設定している場合 
-ランプ点灯直後や[ランプパワー]設定直後など 
の場合 

• [省エネ設定]び[オフ]の場合、[環境照度連動]、[無 
信号連動]、 [ AVS ユート連動]の設定はでさませ 
ん。 

•本項目は、付属の CD - ROM に収録されている r 複 
数台プ□ジェクター監視制御ソフトウェア」の 
「 ECO 設定レベル」の表示に反映されまず。 

■手順 3) で[無信号自動オフ]を設 
定ずる場合 

入力信号びない状態び続< と、自動的に本機の電源 
をスタンノ（イ状態にずる機能でず。スタンノ（イ状態 
にずるまでの時間を設定でさまず。 

4) ◄►ボタンで[無信号自動オフ]を切り 
換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


1;無効] 


[1 已分] 

イ……- ► 

旧0分] 


1;無効] 

無信号自動オフを無効にしまず。 

[1 已分]〜 [60 巧] 

無信号自動オフを有効にしまず。 

已分間隔で設定び可能でず。 


お知 5 せ 


•本項目は、付属の CD - ROM に収録されている愼 
数台プ□ジェクター監視制御ソフトウェア」の 
「 ECO 設定レベル」の表示に反映されまず。 
•お買い上げ時、または全設定初期化後は、 [30 分] 
に設定されていまず。 


■手順 3) で[スタンバイモード]を 
設定ずる場合 

スタンノ（イ状態での電力を設定しまず。 

4) ◄►ボタンで[スタンバイモード]を切 
り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
まず。 


[ ECO ] i - ► [ノーマル] 


[ ECO ] 

スタンノ（イ状態時に一部の機能を 
制限し、電力を下げまず。 

[ノーマル] 

スタンバイ状態時の機能を制限し 
ません。 


お知 5 せ 


• [スケジュール]を[オン]に設定ずると 、 ECO 
マネージメント]の[スタンバイモード]の設定 
は強制的に[ノーマル]とな0設定の変更はでさ 
なくなりまず。この状態で[スケジュール]を[才 
フ]にしてを、[スタンバイモー円の設定は[ノー 
マ J レ]のままでず。 

• [ ECO ] に設定した場合、スタンバイ状態でネット 
ワーク機能の使用はできません。また、 〈 SERIAL 〉 
端テからの制御コマンドの一部び使巧でさません。 
電源を入れた後の投写開始び[ノーマル]設定時 
と比べて遅くなることびありまず。 

• [ノースレ]に設定した場合、スタンバイ状態でネッ 
トワーク機能び使巧できまず。 


調舊と設定 
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こ クター設定]について （つづき) 


レ—卜] 


本機の 〈 SERIAL 〉 端テを使用してコンピューターで 
制御ずる際に、じ(前に購入した弊社プ□ジエクター 
の制御コマンドを使用ずる場合に設定しまず。既を 
の弊社プ□ジエクター用制御ソフトウエア等を引さ 
続を使用でさまず。 

1) ▲▼ボタンで [エミュ レー ト]を選択 
ずる 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを押す 

■[エミュレート] 画面び表示されまず。 

3) ▲▼ボタンで設定したい項目を選択する 


[デフオルト] 

LZ 370 系 

[ D 3 已〇 0] 

D 3 已00系 

の400 0] 

D 4000 系 

[ D / W 日 k シリース 

DX 800系、 DW 730 系、 

D 已700系、 DVV 已] 00系、 

D 已曰00系、 DVV 已〇00系、 

D 已已00系 

[ D / W / Z 己 k シ 
リーズ] 

DZ 6710 系、 DZ 巨700系、 

DW 己300系、 D 6000系、 

D 已000系、 DZ 已70系、 

DVV 已30系、 DX 已00系 

[ L 730] 

L 730 系、 L 720 系、 

L 已20系 

[ L 78 0] 

L 780 系、 L 7 已〇系 

[し73已] 

L 73 已系 

[し78已] 

し78已系 

[ LB / W シリーズ] 

LB 3 系、 LB 2 系、 LB 1 系、 

ST ]0 系、 LB 90 系、 

し VV 80 NT 系、し B 80 系、 

LB 7 已系 

[ F / W シリーズ] 

FW 430 系、 FX 400 系、 

FW 300 系、 F 300 系、 

F 200 系、 FW 100 系、 

F 100 系 


4)〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 


お知らせ 


"〈 SERIAL 〉 端モにつし、て"け 
<ださい。 


ンボタン] 


リモコンの 〈 FUNC ]〉 〜 〈 FUNC 3〉 ボタンに現在 
割り当てられている機能を表おしまず。また、その 
割り当て設定を解除しまず。 

■〈 FUNC 1〉 〜 〈 FUNC 3〉 ボタン 
への割り当てを解除ずる場合 

1) ▲▼ボタンで [フアン クシ ヨン ボタン] 

を選択する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

3) ▲▼ボタンを巧して、割り当てを解除し 
たいフアンクシヨンボタン （ F 1 〜 F 3) 
の[無効]を選択する 

4) 〈 ENTER 〉 ボタンを押す 

已）確認メツセージび表示されるので、[はい] 
を選択し、 ( ENTER ) ボタンを押す 


] 07ぺージ)をご覧 
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[プ□ジェクター設定]について （つづき) 


[音声設定] 


音声機能の詳細を設定します。 

1) ▲▼ボタンで[音芦設定]を選択する 

2) ( ENTER ) ボタンを巧す 

• [音声設定] 画面び表示されまず。 

3) ▲▼ボタンで項目を選択し、イ►ボタンで 
レベルの調整、または設定の切り換えを 
行ラ 


■[音量] 

音声出力の音量を調整しまず。 


操作 

変化内容 

調壁範囲 

►ボタンを押ず 

音量び大を<な0 
ます。 

最大値日3 

◄ボタンを巧ず 

音量がルさ<なり 
ます。 

最小値日 


■[パ‘ランス] 

音声出力の左ちの音声バランスを調整しまず。 


操作 

変化内容 

調壁範囲 

►ボタンを巧ず 

ちの音量び大さ< 
なりまず。 

L 16 〜 R 1 目 

◄ボタンを巧ず 

左の音量び大さ< 

な0まず。 


■[スタンバイ時動作] 

スタンバイ状態での音声出力を設定しまず。 
•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わりま 
ず。 


[オフ] i » [オン] 


[オフ] 

スタンバイ時は音声を出力しませ 
ん。 

[オン] 

スタンバイ時に音声を出力しま 
す。 


お知5せ 


•正 C 0 マネージメント]の[スタンバイモード] 
手順 3) で[スタンバイモード]を設定ずる場合 
( D ^ 日已ページ）を [ ECO ] に設定しているときは、 
スタンバイ状態での音声出力はでさません。 


■ [音声入力選択] 

接続機器からの音声入力を選択しまず。 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わりま 
す。 

• [ HDMI 1] を設定する場合 


[HDMI 1 AUDIO IN ] j > [AUDIO IN ] 


[HDMI 1 
AUDIO IN ] 

HDMI 1 入力還お時に HDMI ] 

の音声を出力しまず。 

[AUDIO IN ] 

HDMI 1入力選択時に 
〈AUDIO IN 〉 端テに接続した音 
声を出力します。 


• [HDMI 2] を設定する場合 


[HDMI 2 AUDIO IN ] j t [AUDIO IN ] 


[HDMI 2 
AUDIO IN ] 

HDMI 2 入力還お時に HDMI 2 
の音声を出力しまず。 

[AUDIO IN ] 

HDMI 2入力選択時に 
〈AUDIO IN 〉 端テに接続した音 
声を出力しまず。 


お知 5 せ 


•入力切り換えで [ HDMI 1] または [HDMI 2] な 
外を選択時は 、 〈AUDIO IN 〉 端テに接続した音声 
を出力しまず。 
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[クター設定]について （つづき) 


[日付と時刻] 


本機内蔵の時計のタイムゾーンと日時を設定しまず。 
工場出荷時は日本時間の設定 (+09:00) でず。 

■タイムゾーンの設定 

1) ▲▼ボタンで[日付と時刻]を選択する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

• [日付と時刻] 画面び表示されまず。 

3) ▲▼ボタンで[タイムゾーン]を選択す 
る 

4) ◄►ボタンで[タイムゾーン]を切り換 
无る 

■自動で日時を設定ずる場合 

1) ▲▼ボタンで[日付と時刻]を選択ずる 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

• [日付と時刻] 画面び表示されまず。 

3) ▲▼ボタンで[時刻設定]を選択ずる 

4) 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

• [時刻設定] 画面び表示されまず。 

已）▲▼ボタンで [ NTP 同期]を選択し、 

◄ ►ボタンで[オン]に切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[オフ] i > [オン] 


[オフ] 

NTP サーノ（一に同期しません。 

[オン] 

NTP サーバーに同期しまず。 


6) ▲▼ボタンで鹏定]を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを押す 

• 曰付と時刻設定び完了しまず。 


■手動で日時を設定ずる場合 

1) ▲▼ボタンで[日付と時刻]を選択する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

• [曰付と時刻] 画面び表示されまず。 

3) [時刻設定]を選択する 

4) ( ENTER ) ボタンを巧す 

• [時刻設定] 画面び表示されまず。 

已）▲▼ボタンで [ NTP 同期]を選択し、 

◄ ►ボタンで[オフ]に切り換える 

6) ▲▼ボタンで設定したい項目を選択し、 

◄ ►ボタンで□-カル日時を設定ずる 

7) ▲▼ボタンで[確定]を選択し、 〈 ENTER 〉 
ボタンを巧ず 

• 曰付と時刻設定び完了しまず。 


お知らせ 


• 自動で日時を設定ずるには、ネットワークへの接 
続び必要でず。 

• [ NTP 同期]を[オン]にした直後の NTP サーバ ー 
との同期に失敗したとさや、 NTP サーバーの設定 
びされていない状態で [ NTP 同期]を[オン]に 
した場合、 [ NTP 同期]は[オスに戻りまず。 

• NTP サーバーの設定は WEB ブラウヴーから本機 
にアクセスして実行してください。詳しくは、"[時 
刻設定]ページ" (1^82 ページ）をご覧ください。 
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[プ□ジェクター設定]について （つづき) 


[テストパターン] 


本機内蔵のテストパターンを表おしまず。 

位置、サイズなどの設定内容はテストパターンには 
反映されません。必ず入力信号を表おさせた状態で 
各種調整を行ってください。 

1) ▲▼ボタンで[テストパターン]を選択 
ずる 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを押す 

• テストパターンび表示されまず。 

3 ) 4 ►ボタンで各種テストパターンを切り 
換える 

•〈 MENU 〉 ボタンまたは 〈 RETURN 〉 ボタン 
を巧ずと、胃[プ□ジェクター設定]のサブメ 
ニュー表示に民0まず。 


■内蔵テストパターンの表示チヤート 

◄ ►ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わ 
りまず。 



よロ カフーバー 



全白 


横ライン 全黒白十字 


お知らせ 


•初期画面は全白のパターンでず。 〈 FUNC ]〉 〜 
〈 FUNC 3〉 ボタンに割り当てた場合は、ク□ス八ッ 
チび初期画面とな0まず。 


[全設定ネリ期化] 


各種設定値を工場出荷時の値に戻しまず。 

この操作を実行ずると、本機は初期化のためにスタ 

ンバイ状態になりまず。 

1) ▲▼ボタンで[全設定初期化]を選択ず 

る 

2) ( ENTER ) ボタンを押ず 

•[全ての設定を初期化しまず。よろしいでず 
か？]と表示されまず。 

• メニューの[セキュ U ティー]一[パスワード 
設定](幅^70ぺージ）を[オン]に設定してい 
る場合、パスワード入力び必要でず。 

3) ◄►ボタンで[はい]を選択する 

4) ( ENTER ) ボタンを押ず 

•[初期化中 •••] の画面び表示され、その後[電 
源をオフしまず。]と表示されまず。 

已） 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

•このとき、 〈 ENTER 〉 ボタンと電源〈&/|〉ボ 
タン LU 外のキー操作はずべて無効となっていま 
ず。 

6) 本体の電源インジケーター 〈ON ( G ) / 

STANDBY ( R )> び赤色に点口または 

点滅（フアンび停止）するまで待つ 

7) ま電源 〈MAIN POWER ) スイッチの 

〈 OFF 〉 側を押して電源を切る 

■再度電源を入れると初期設定 （INITIAL 
SETTING ) の画面び表おされまず。 （0^ ] 6ぺ一 
ジ） 


お知5せ 


• プ□ジェクターの使用時間、ランプの使用時間、 
[ネットワーク]の設定は初期化されません。 

• 全設定初期化後は、ノ（スワードは工場出荷時の状 
態に戻り、[パスワード設定]は[オスになりまず。 
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について 


調 

が 

ミ 
5凡 
巧 

定 


メニュー画面で、メインメニューか5 [セキュリ 
ティー]を選び、サブメニューか5項目を選んで 
<ださい。 

メニュー画面の操作については、"メニュー画面 
の操作方法"39ぺージ）をご覧ください。 

•初めてご使用になる場合 
初期パスワード：▲►▼◄▲►▼◄ボタンの順 
に巧し、 ( ENTER ) ボタンを巧してください。 
•項目を選んだら▲▼◄►ボタンで設定してくだ 
さい。 



お願い 


• 比キュリティー] 画面を表おしてから行ってください。 
•[セキュリティー] 画面を表おずるとパスワードの 
入力び巧められまず。設定したセキュ U ティーパ 
スワードを入力してから操作を続けてください。 

• 1；(前にパスワードを変更した場合、変更後のパスワー 
ドを入力し、 〈 ENTER 〉 ボタンを巧してください。 


お知5せ 


•入力したパスワードは画面上では、 * 印で表おさ 
れます。 


[パスワード設赶 


投写を開始したとさにセキュ U ティーパスワード画 
面を表示させます。間違ったパスワードを入力した 
場合、電源<6/1 >ボタン LU 外の操作びでさなくなり 
ます。 

1) ▲▼ボタンで[パスワード設定]を選択 
ずる 

2) ◄►ボタンで[パスワード設定]を切り 
換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


お知らせ 


■お買い上げ時、または全設定初期化後は、[パスワー 
ド設定]は[オフ]になっていまず。 

■パスワードは定期的に変更し、推測されにくいを 
のにして < ださい。 

•セキュ U ティーパスワードは、[パスワード設定] 

を[オン]に設定したあと、電源を切る（スタン 
バイ状態にずる）と有効になりまず。 


[パスワード変動 


セキュ U ティーパスワードを変更しまず。 

1) ▲▼ボタンで [パスワード変更]を選択 
する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧ず 

•[パスワード変更] 画面び表示されまず。 

3) ▲▼◄►ボタン、数字（〈〇〜〈6>)ボ 
タンでパスワードを設定する 

•最大8つのボタン操作を設定でさまず。 

4) ( ENTER ) ボタンを押ず 

已）確認のため、再度パスワードを入力ずる 
6) ( ENTER ) ボタンを押ず 


お知5せ 


•入力したパスワードは画面上では、 * 印で表おさ 
れます。 

•パスワードを間違えると、画面上にエラーメッセー 
ジび表示されまず。再度正しいパスワードを入力 
して < ださい。 

• セキュ U ティーパスワードに数字を用いた場合、 

U モコンを紛失ずると、セキュ U ティーパスワー 
ドの初期化び必要にな0まず。初期化方法につい 
ては、販売店にごホ目談< ださい。 


[オフ] i -^ [オン] 


[オフ] 

セキュ1」ティーパスワード入力を 
無効にしまず。 

[オン] 

セキュ U ティーパスワード入力を 
有効にしまず。 
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[セキニ 


[表示設定] 


投写中の映像に、セキュ U ティーメッセージ（文字 
や画像）を重ねて表おさせまず。 

1) ▲▼ボタンで[表示設定]を選択する 

2) ◄►ボタンで[表示設定]を切り換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[オフ] 


[テキスト] 


I ； ユーザー□ゴ] 


t 


[オフ] 

テキスト/ユーヴー□ゴ表示を無 
効にしまず。 

[テキスト] 

テキスト表示を有効にします。 

I ; ューザー □ゴ] 

「□ゴ転送ソフトウェア」で転送 
されたロゴを表おしまず。’1 


「□コ'転送ソフトウエア」は付属の CD - ROM に収録され 
ていまず。 


お知5せ 


[ユーヴー□ゴ]の画像作成には、付属の CD - 
ROM に収録されている 「□ゴ転送ソフトウェア」 
を使用します。 

ク□ーズドキャプションと同時に表示でさません。 



こついて（つづき） 


—ロック] 


〈 MENU 〉 ボタンを巧したときに、メニューを表おし 
て操作でさるよラにずるかどラかを設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで[メ ニュー□ッ ク]を選択 
ずる 

2) ◄►ボタンで[メニュー□ック]を切り 
換える 

•ボタンを巧ずごとに、下図のよラに切り換わり 
まず。 


[オフ] 


[オン] 


[オフ] 

メニュー操作の□ックを無効にし 
ふ5 〇 

[オン] 

メニュー操作を□ックしまず。 


お知5せ 


[メニュー□ック]を[オン]に設定後、間違った 
メニュー□ックパスワードを入力した場合は、メ 
ニューの操作びでさません。 

お買い上げ時、または全設定初期化後は、[メニュー 
□ック]は[オフ]に設定されていまず。 

□ック解除の状態は、本機びスタンノ（イ状態にな 
るまで維持されまず。 


[テキスト変更] 


[表示設定]で[テキスト]を還択し、テキスト表お 
を有効にしたとさに表おずる文字を変更しまず。 

1) ▲▼ボタンで[テキスト変更]を選択ずる 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧ず 

• [テキスト変更] 画面び表示されまず。 

3) ▲▼◄►ボタンで义字を選び、 〈 ENTER 〉 
ボタンを巧して入力する 

• 最大22文字まで入力でさまず。 

4) ▲▼◄►ボタンで[確定]を選択し、 
( ENTER ) ボタンを押す 

• テキストび変更されまず。 
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こついて（つづき） 


—□ックパスワード] 


メニュー□ックパスワードを変更しまず。 

1) ▲▼ボタンで [メニュー □ックパ スワー 
ド]を選択する 


[リモコン] 

• 1」モコンからの制御の制限を設定でさまず。 


2)〈 ENTER 〉 ボタンを巧す 

• [メニュー□ックパスワード] 

す。 


苗効] 

U モコンのボタン操作を有効にし 
まず。 

撫効] 

1」モコンのボタン操作を無効にし 
ふ 〇 


画面び表示されま 


3) ▲▼イ►ボタンで文字を選び、 ( ENTER ) 
ボタンを巧して入力する 

• 最大]6文字まで入力でさまず。 

4) ▲▼◄►ボタンで[確定]を選択し、 
〈 ENTER 〉 ボタンを巧ず 

•中止ずる場合は[キャンセル]を選んでくださ 
し、。 


お願い 


’初めてご使用になるとさ、または全設定初期化を、 
初期のパスワードは 「 AAAA 」 でず。 

’パスワードは定期的に変更し、推測されにくいち 
のにして < ださい。 


熙作設定] 


本体操作部と U モコンのボタン操作の有効/無効を 
設定します。 

1) ▲▼ボタンで[操作設定]を選択する 

2) 〈 ENTER 〉 ボタンを巧ず 

• [操作設定] 画面び表示されまず。 

3) ▲▼ボタンで項目を選択し、イ►ボタンで 
設定を切り換える 

• [無効]に設定ずると確認メッセージび表おさ 
れるので、[はしリを選択し、 〈 ENTER 〉 ボタ 
ンを巧して < ださい。 

■ 昧体操作部] 

•本体操作部からの制御の制限を設定でさまず。 


苗効] 

本体のボタン操作をち効にします。 

1；無効] 

本体のボタン操作を無効にします。 


お知らせ 


[本体操作部]と[リモコン]の操作を両方とち[無 
効]にした場合、電源を切る（スタンバイ状態に 
ずる）ことびでさなくなりまず。 

[無効]の解除方法： 

スタンバイ状態や投写中に、本体操作部の 
( ENTER ) ボタンを巧しなびら 〈 MENU 〉 ボタ 
ンを2秒！;(上押ずと、[本体操作部]の設定び[無 
細から苗細に切り換わりまず。 

[リモコン]の設定は本体操作部で変更して<だ 
さい。 
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[ネットワーク]について 


メニュー画面で、メインメニューか5 [ネットワー 
ク]を選び、サブメニューか5項目を選んでくだ 
さい。 

メニュー画面の操作については、"メニュー画面 
の操作方法" （11^39 ページ）をご覧ください。 
•項目を選んだら►ボタンで設定してくだ 
さい。 



店線 LAN ] 


ネットワーク機能を使巧する前に、ネットワークの 
初期設定を行ってください。 

1) ▲▼ボタンで [有線 LAN] を 選択す る 

2) (ENTER) ボタンを巧す 

• [有線 LAN 詳細設定] 画面び表示されまず。 


3) ▲▼ボタンで各項目を選択し、メニュ ー 
の操作指示に従って設定を変更する 


[DHCP] 

DHCP サーノ（一を利巧し自動的 
に IP アドレスを取得ずる場合は 
[オン]にしまず。 DHCP サーバー 
を利用しない場合は[オスにし 
ます。 

[IP アドレス] 

DHCP サーノ（一を利用しない場 
合は IP アドレスを入力しまず。 

[ヴブネ ツ トマスク] 

DHCP サーノ（一を利用しない場 
合はサブネットマスクを入力しま 
す。 

[デフオルトゲー 

トウエイ] 

DHCP サーノ（一を利巧しない場 
合はデフォルトゲートウエイアド 
レスを入力しまず。 


4) ▲▼◄►ボタンで[確定]を選択し、 
〈ENTER〉 ボタンを押す 

•現在のネットワーク設定を保をしまず。 


お知らせ 


• DHCP サーノ（一を利巧ずる場合、 DHCP サーバー 
び立ち上び つていることを確認してください。 

• IP アドレス、サブネットマスク、デフオルトゲー 
トウエイは、ネットワーク管理ちにお問い合わせ 
<ださい。 

•工場出荷時、あらかじめ下記の設定びされていま 
す。 


[DHCP] 

[オフ] 

[IP アドレス] 

192.168 .10.100 

[ヴブネットマスク] 

2曰已 .2 曰曰.2曰已 .0 

[デフオルトゲート 
ウェイ] 

192.168 .10.1 


[クター名変更] 


ネットワーク上で表おされる本機の名前を変更でさ 
まず。 

1) ▲▼ボタンで[プ□ジェクター名変更] 

を選択する 

2) 〈ENTER〉 ボタンを巧す 

• [プ□ジ Iクター名変更] 画面び表おされまず。 

3) ▲▼◄►ボタンで义字を選び、 〈ENTER〉 
ボタンを巧して入力する 

•[全削除]を選ぶと入力した文きのずベてを削 
除でき、リモコンの 〈 DEFAULT 〉 ボタンを巧 
ずと、入カボックス内のカーソルで選択されて 
いる]文字を消去でさまず。 

4) プ□ジェクター名の入力を完了後、 

►ボタンで[確定]を選択し、 
(ENTER) ボタンを押す 

• 変更をキャンセルずる場合は、[キャンセル] 

を選択し、 〈 ENTER 〉 ボタンを巧して<ださい。 


お知5せ 


♦ プロジェクター名の工場出荷時の設定は、 
NameOOOO です。 
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[ネットワーク]について （つづき) 


颇期化] 


ネットワーク接続しているコンピューターからプロ 
ジェクターを制御したい場合に設定しまず。 

1) ▲▼ボタンで[ネットワークコント □- 
ル]を選択する 

2) イ►ボタンで[ネットワークコント□一 
ル]を切り換える 

•ボタンを押ずごとに、下図のよラに切り換わり 
ます。 


[オン] 


[オフ] 


[オン] 

ネットワー ク 接続している コン 
ピューターからの 制御を有効にし 
ます。 

[オフ] 

ネットワーク接続している コン 
ピューターからの 制御を無効にし 
まず。 


ネットワークの設定を工場出荷時の状態に戻しまず。 

1) ▲▼ボタンで[初期化]を選択する 

2) (ENTER) ボタンを巧す 

• [ネットワークの設定を初期化しまず。よろし 
いでずか？]と表示されまず。 


お知5せ 


■ メニューの[セキュ U ティー]一[パスワード設 
赶70ぺージ)を[オン]に設定している場合、 
セキュ U ティーパスワード入力び必要でず。 

3) ◄ ►/卞’タンで[はし、]を選択し、 〈ENTER〉 
ボタンを押す 


[ステータス] 


本機のネットワークが態を表おしまず。 

1) ▲▼ボタンで[ステータス]を選択ずる 

2) 〈ENTER〉 ボタンを巧ず 

• [ステータス] 画面び表示されまず。 
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[ネットワーク]について （つづき) 


ットワーク接続 


本機はネットワーク機能を備えており、 WEB ブラウヴーコント□ールを使用してコンピューターから下記のよ 
ラな操作びでさまず。 

• プ□ジェクターの設定と調整 
• プ□ジェクターの状態表示 

• E メールメッセージの 送信設定 

rcrestron RoomViewJ はネットワークに接続された複数のシステムの様々な機器を、コンピューターで一括 
して管理-制御ずる Crestron Electronics , Inc . 製のシステムでず。 

本機は 「Crestron RoomViewJ に対応していまず。 

• rcrestron RoomViewJ の詳細については、 Crestron 曰 ecUonics , In 巳.の WEB サイトを参照してくださ 
し''。（英語表示のみとな0まず。） 

URL http :// www . crestron.com 

また、に 「estron RoomView Express 」 のダウン□—ドは 、 Crestron Electronics , In 巳.の WEB サイト 
を参照して<ださい。（英語表示のみとな0まず。） 

URL http :// www . crestron . com/getroomview 


お知5せ 


• ネットワーク機能を使用ずる場合は、 LAN ケーブルび必要でず。 

• WEB サイトの情報や URL は予告なく変更-中止-削除されることびありまず。 


•本機能をご使用になる場合は、 WEB ブラウヴーび必要でず。あらかじめ WEB ブラウヴーび利用できる 
ことを確認してください。 

対応 0 S : Windows XP/Windows Vista/Windows 7 、 Mac OS X vl 0.4 /vl 0.5 /vl 0.6/ vl 0.7 
対応ブラウヴ ー ：Internet Explorer 7.0/8.0/9.0 、 Safari 4.0/ 己 OLU 降 （Mac OS ) 

• E メール機能をご使用になる場合は 、 E メールサーバーと通信ずる必要びありまず。あらかじめ E メール 
び利用できることを確認してください。 

• LAN ケーブルはストレートまたはク□ス結線’1で、カテゴ U —已じ(上対応のちのをご使用ください。 

*1 :システム構成により、ストレート/ク□スのいずれか、または両方使用可能かは異なります。詳細はネットワーク管 
理をにご相談ください。 

• LAN ケーブル長は] 00 m じ(下のをのをご使用ください。 


接続に必要なコンピユーター環境 


• はじめに、お使いのコンピューターに有線 LAN び装備されているかどうかご確認ください。 

• プ□ジェクターとコンピューターを接続ずる前に、必ず政下の設定をご確認ください。 

■チェック1 LAN ケーブルについて 

• ケーブルび正しく接続されていまずか。 

• LAN ケーブルは、カテゴ U - 已政上に対応したのをのを使用してください。 

■チェック2有線 LAN ①設定 

有線 LAN 機能び内蔵されているコンピューター 

• 有線 LAN び有効になっていまずか。 

有線 LAN 機能び内蔵されていないコンピューター 

• 有線 LAN アダプターび正しく認識されていまずか。 

• 有線 LAN アダプターび有効になっていまずか。 

• 事前に有線 LAN アダプターのドライバーをインストールしてください。 

ドライバーのインストール方法は、有線 LAN アダプターの取扱説明書を参照して<ださい。 
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[ネットワーク]について （つづき) 


—夕一のネットワーク設定 


使用するコンピューターのネットワーク設定（有線 LAN ) を行いまず。 

1 ) コンピューターの電源をオンにする 

2) ネットワーク管理者の指示に従い、ネットワークの設定を行う 

•プ□ジェクターの設定び工場出荷の状態 （0^73 ページ）であれば、コンピューター側は下記ネットワー 
ク設定でお使いいただけまず。 


IP アドレス 

192.16 8.10. 100 

ヴブネットマスク 

2已已 .2 曰已 .2 曰曰.0 

デフオルトゲートウェイ 

192.168 .10.1 


WEB ブラウザーか5のアクセスのしかた 


1) コンピューターの WEB ブラウザーを起動する 

2) WEB ブラウザーの URL 入力欄に本機で設定した IP アドレスを入力する 

3) ユーザー名とパスワードを入力する 

• 工場出荷時の設定は、ユーヴー名： user ] (ユーヴー権限）/ admin ] (アド S ニストレーター権限)、パスワー 
ド： Panasonic り」、文き）でず 0 


Windows 它キユリテイ 


Namel 234 のサーパー 192.168.10.1 朋にはユーザーるとノなワード 
がぶ要です • 

登き：このサーパーは、ユーザーると;なワードをを全ではなし、方法で 
を信することを養巧していまず（を全な後提ををねない碁东的な琵部)， 


1一 i 


I ユーヴーる 


[^口っ-ド 


□ き巧情薄を記ちずる 


OK 


3 I キかン它 J レ 


4) OK をクリックする 

• [プ□ジェクター情報]ページび表示されまず。 


.食 Projector control window - W, 


『 > sm に入 〕：* 

II '0 Projector control wir 








[JSBinq 


をちすすが？イト， ■ を J Web スライスザでラ...， 

nndow | | 


な - 口 - 口巧 - ぺ - ジの - たーコティ国 - ツ ー I レ四 - 




Projector Control Window 


ブ□ジ I クター I ネットワーク«奇 i 


ブ□ジ I クタータイブ 
メイ—ノバージョン 
電ぉ 

峡巧モード 
入力這巧 
巧気沿度 
排気ぶ度 
7ンブ巧用時間 
ブロジ1クタ--巧用巧巧 


LZ370 シリアルま号 
1.00 ネットワークバージョン 

ON STANDBY AV ミュート ？ 

- 音量 

COMPUTER —— ( —— kHz/ —— Hz) 

28° C / 巧。 F !■■■■ -- 

38* C / 96•卜 


9インター:か卜 I 保童 E- ド：ち刃！ 


<8 • ち100% • || 
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[ネットワーク]について（つづき) 


お知5せ 


WEB ブラウヴーで制御ずる場合は、[ネットワークコント□ール] (11^74 ぺージ)を[オン]に設定してください。 
WEB ブラウヴーを同時に複数立ち上げて、設定や制御をずるのは避けてください。また、複数台のパソコン 
から同一のプ□ジェクターに巧して設定や制御をずるのを避けてください。 

最初にパスワードを変更してください。 （11^87 ページ） 

アドミニストレーター権限は、全機能を使用できまず。ューヴー権限は、[プ□ジェクター情制78ぺージ)、 
[ネットワーク情報] (0^8 □ぺージ)、[基本制御] (1^8 □ぺージ)、[詳細制細（豚8□ぺージ)、[パスワード変更] 
([1^87 ページ）のみ画面に表おされ、使用でさまず。 

パスワードを3回続けて間違えると、数分間□ックされまず。 


■各項目の説明 


.食 Projector control window - Wndows Internet Expl 



I ブ□ジ I クター•免 I ネットワーク 



(1) ページ切り換えタブ 

ク U ックすると、ページが切り換わります。 

(2) [モニター情報] 

この項目をク U ックすると、プ□ジェクターの状態が 
表示されます。 

(3) [プ□ジェクターコン ト □ール] 

この項目をク U ックすると、[プ□ジェクターコント 
□ール]ページが表示されます。 

(4) [詳細設定] 

この項目をク U ックすると、 

示されます。 

(5) [パスワード変更] 

この項目をク U ックすると、[パスワード変更]ペー 
ジが表示されます。 

(6) [CRESTRON Room View] 

この項目をク U ックすると、 RoomView の操作ペー 
ジび表示されます。 


[詳細設定]ページが表 


調整と設定 


77 




































[ネットワーク]について（っづき) 


(1) [プ□ジェクタータイプ] 

プ□ジェクターの種類を表示します。 

(2) [メインバージヨン] 

プ□ジェクター本体のファームウェアバージョンを 
表汀^レず•す。 

(3) 區源] 

電源の状態を表示します。 

(4) [映像モード] 

映像モードの状態を表示します。 

(5) [シリアル番号] 

プ□ジェクターのシリアル番号を表示します。 

(6) [ネットワークバージョン] 

ネットワークのファームウェアのバージョンを表示 
します。 

(7) [ AV ミユート] 

AV S ユートの状態を表示します。 

(8) [音量 

音量の状態を表示します。 

(9) [入力選択] 

選択している映像入力を表示します。 

(10) [吸気温度] 

プ□ジてクターの暇気温度状態を表示します。 

(11) 阳 f 気温度] 

プ□ジてクターの排気温度状態を表示します。 

(12) [ランプ使用時間] 

ランプの使用時間（換算値）を表示します。 

(13) [自己診断] 

自己診断情報を表示します。 

(14) [プ□ジェクター使用時間] 

プ□ジェクターの稼働時間を表示します。 


■[プ□ジェクター情報]ぺージ 

[モニター情報]^ [プ□ジェクター情報]をク U ックしまず。 
じ(下の項目における本機の状態を表おしまず。 



1 2 3 4 
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[ネットワーク]について（っづき) 


■エラー情報ぺージ 

[プ□ジェクター情報]画面の自己診断情報表示欄に[エラー（詳細表示)]び表おされたとさ、その部分を 
ク1」ックずるとエラー内容び表示されまず。 

•エラーの内容によっては、プ□ジェクター保護のためスタンバイ状態になりまず。 



[□ K ] 立常動作 
[ FAILED ] 異常発生 
[ WARNING ]: 警告 


♦異常発生 [ FAILED ] の項目説明： 


項目 

説明 

[MAIN CPU BUS ] 

マイコン回路に異常びありまず。販売店にご相談ください。 

[ FAN ] 

ファンやファン駆動回路に異常があります。販売店にご相談くださ 
い。 

[INTAKE AIR TEMPERATURE ] 

吸気温度び高くなっていまず。暖房機器の近くなど、使用環境温度 
の高い環境で使用している、吸気口びふさびれている、あるいはエ 
アーフィルターび目づまりしている可能性びありまず。 

[EXHAUST AIR TEMPERATURE ] 

排気温度び高くなっていまず。排気□びふさびれている、または高 
地モードの設定を間違えている可能性びありまず。 

[LAMP REMAIN TIME ] 

ランプ使用時間び所定の時間を超えており、ランプを交換ずる時期 
になっていまず。 

[LAMP STATUS ] 

ランプ点好に失敗していまず。光源ランプび冷えるまでしばらく待っ 
てから電源を入れて<ださい。 

[APERTURE ( CONTRAST - 
SHUTTER )] 

コントラストシャッター回路に異常びありまず。販売店にご相談く 
ださい。 

[INTAKE AIR TEMP ' SENSO 刊 

吸気温度感知用センサーに異常げありまず。販売店にご相談<ださ 
い。 

[EXHAUST AIR TEMP ' SENSO 刊 

排気温度感知用センサーに異常があります。販売店にご相談くださ 
い。 

[ BATTERY ] 

電池交換び必要でず。販売店にご相談ください。 

[AIR FILTER ] 

エアーフィルターユニットにほこりびたまりずざていまず。 

を電源 〈MAIN POWER 〉 スイッチを 〈 OFF 〉 にして （0^33 ぺージ)、 
エアーフィルターのお手入れをしてください。日3ページ） 
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(1) [入力切換] 

入力を切り換えます。 

(2) [音量] 

音量を調整します。 

(3) [映像モード] 

映像モードを切り換えます。 

(4) [AV ミュート] 

AV ミュートのオン/オフを切り換えます。 

(5) [電源] 

電源の切/入を切り換えます。 

(6) [ク□ーズドキャプション] 

ク□ーズドキャプションの設定を切り換えます。 


[ネットワーク]について（っづき) 


■ [ネットワーク情報]ページ 

[モニター情報]^ [ネットワーク情報]をク U ックしまず。 
現在のネットワークの設定情報び表示されまず。 



■[基本制御]ページ 

[プ□ジェクターコント□ール]^ [基本制御]をク U ックしまず。 






■[詳細制御]ページ 

[プ□ジェクターコント□ール] 


[詳細制御]をク U ックしまず。 
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(1) [画角調整] 

画角に関する項目を操作します。 

(2) [画質調整] 

画質に関する項目を操作します。 
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[ネットワーク]について（っづき) 


(3) [サブネットマスク] 

DHCP サーバーを利用しない場合はサブネットマス 
クを入力します。 

(4) [デフオルトゲートウェイ] 

DHCP ヴーノ く 一を 利用しない場をは ゲー トウェイア 
ドレスを入力します。 

(5) [ DNS 1] 

DNS1 サーバーアドレス（プライマリー）の入力使 
用巧能文字： 

数字（日〜9)、ピ U オドし） 
m :192.1巨 8.0.2 已 3) 

(6) [ DNS 2] 

DNS2 サーバーアドレス（セカンダリー）の入力使 
用巧能文字： 

数字（日〜9)、ピ U オドし） 

(例：192.1日柱 0.2 已 4) 

(7) [ Back ] / [ Next ] 

[Back] ボタンをク U ックすると、元の画面に戻りま 
す。 [Next] ボタンをク U ックすると、設定内容を確 
認する画面が表示されます。 [Submit] ボタンをク U ッ 
クして設定を更新します。 


お知5せ 


•ブラウヴーの「戻る」または「進む」機能を使用した場合、「ページの有効期限切れ」といラ警告画面び表示 
されることびありまず。その場合、じ(降の動作は保証されませんので、再度 [ LAN 設定]をク U ックしてく 
ださい。 


■ [LAN 設定]ぺージ 


[詳細設定]^ [ LAN 設定]をク U ックしまず。 

• [ LAN 設定]をク U ックずると、 [ CAUTION !] 画面び表示されまず。 

• [ Next ] ボタンをク U ックずると、現在の設定内容び表示されまず。 

• [ Change ] ボタンをク U ックずると、下図の設定変更画面び表示されまず。 

(1) [DHCP オン]/ [DHCP オフ] 

DHCP クライアント機能をち効にずる場合は [DHCP 
オン]にします。 

(2) [ IP アドレス] 

DHCP ヴーノ く一を利用しない場合は IP アドレスを入 
力します。 


挺 Projector control 
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[ネットワーク]について（っづき) 


(1) [タイムソーン] 

タイムゾーンを選択します。 （GMT+ 日9:日日） 

(2) [タイムゾーンのセット] 

タイムゾーンの設定を更新します。 

(3) [NTP 同期] 

自動で日時を設定する場合は[日 N] にします。 

(4) [NTP サーバー名] 

自動で曰時を設定する場合は NTP サーバーの IP アド 
レスかヴーノ く一名を入力します。 

(サーバー名を入力する場をは DNS サーバーの設定が 
必要です。） 

(5) [日付] 

変更する曰付を入力します。 

(6) [時刻] 

変更する時間を入力します。 

(7) [曰時のセット] 

曰時設定を更新します。 


■ [時刻設定]ページ 

[詳細設定]^ [時刻設定]をク U ックします。 


お知らせ 


時刻を設定してもずぐに時刻び合わなくなる場合は、本機内部の電池交換び必要でず。お買い上げの販売店に 
ご相談 < ださい。 

■[接続テスト]ページ 

メールサーバー、 POP サーバー、 DNS サーバーなどとネットワークび接続しているかを確認でさまず。 
[詳細設定]^ [接続テスト]をク U ックしまず。 




■ を j We 日スライスザでラ...’ 


巧 Projector control window [" I 







> インターネット I 保童ち一 I 


-( 1 ) 

口） 


PING 192.168 .10. 218 (192.168.10.218 )： 56 data bytes 
64 bytes from 192.168 .10.218 ： seq=0 ttl=128 time= し 228 ms 

64 bytes from 192.168 .10.218 ： seq=l ttl = 128 time=0.942 ms 

64 bytes from 192.168 .10.218 ： seq=2 ttl=128 time=0.854 ms 

64 bytes from 192.168 .10.218 ： seq=3 tt1=128 time=0 . 日 62 ms 

——192.168 .10.218 Ping statistics --- 
4 packets transmitted, 4 packets received, OX packet loss 
round-trip min/avg/max = 0.854/0.996/1 .228 tns 


PING 192.168 .10.217 り 92.168 .10.217); 56 data bytes 

—— 192.IB 8.10 .217 ping statistics —— 

4 packets transmitted, 0 packets received,1 日日 X packet 


-(3) 


(1) [接続巧の IP アドレス] 

テストするサーバーの IP アドレスを入力します。 

(2) に ubm け] 

接続テストを実行します。 


(3) 接続でさた場をの表示例 

(4) 接続でさなかった場をの表示例 
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[ネットワーク]について（っづき) 


(1) [ランプパワ ー] 

ランプパワーの設定を選択します。 

(2) [省エネ設定] 

省エネ設定を選択します。 

(3) [環境照度連動] 

環境照度連動の設定を選択します。 

(4) [無信号連動] 

無信号連動の設定を選択します。 

(5) [ AVS ユート連動] 

AV S ユート連動の設定を選択します。 

(6) [無信号自動オフ] 

無信号自動オフの設定を選択します。 

(7) [ Submit ] 

設定を更新します。 


■ [ ECO マネージメント設定]ページ 

プ□ジェクターの ECO マネージ>(ントに関する設定を行ラことびでさます。 

ここでの設定は、プ□ジェクターの[プ□ジェクター設定]-^ [ランプパワー]、[プ□ジェクター設定]^ [ECO 
マネージント]一[省エネ設定]、[プ□ジェクター設定]一正 C 0 マネージ>(ント]一[無信号自動オフ] 
で設定する内容と同じです。 

[詳細設定]^ [ECO マネージ>(ント設定]をク U ックします。 


I Projector Control Window 


二.‘：；:細:！ 

ご.—= 


巧旺ヴーパー技定 「コマンドポ-卜巧を 


\—/ \—/ \—/ 1—/ )/ VI/ \—/ 

12 3 4 5 6 7 

•*1、/|\ •*1、/|\ •*1、/|\ •>1、 




壓 
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[ネットワーク]について（っづき) 


■正 メール 設定] ページ 

異常時やランプの使用時間び設定値になったとさ、あらかじめ設定しておいた E >ルアドレス（最大2か 
所）に>(ールを送信でさます。 

[詳細設定]^拒 ール設定]をク U ックしまず。 



(1) [許可] 

E> (—ル機能を使用する場をは[有効]を選択してく 
ださい。 

(2) [SMTP サーバー名] 

E メ ールヴーバー (SMTP) の IP アドレスかヴーバ ー 
名を入力してください。サーバー名を入力する場合は、 
DNS サーバーの設定が必要です。 

(3) [送信ちメールアドレス] 

プ□ジェクターの E ；><—ルアドレスを入力してくださ 
し(半角で日3文字まで） 

(4) [メモ] 

E メールの発信元がわかりやすいよラに、プ□ジェク 
ターの設置場所などを入力でさます。（半角で目3文 
字まで） 

(5) [最短送信間隔] 

温度警告ールの最短時間間隔を変更でをます。初期 
値は6日分です。この場合、温度警告;><ールを送信後 
日日分間は、再び警告温度になってち六ールを送信で 
さません。 

(6) [吸気センサー温度] 

温度警告ール用の設定温度を変更でをます。この値 
を超えた場を、温度警告ールを送信します。 



(1) [E メール アドレス 1] 

送信する宛先の E ルアドレスを入力してください。 

(2) E メールを送信する条件の設定 

E ；><ールを送信する条件を選択します。 

がール内容]: 

[通常]か[簡易]を選択します。 

[エラー発生時]: 

自己診断でエラーが発生した場合に送信します。 
[ランプ使用時間]: 

ランプの点打残り時間がち側の欄に設定した時間 
になった場合に送信します。 

[暇気センサー温度]: 

暇気温度が上欄に設定された値になった場合に送 
信します。 

[定期報告]: 

E 六ールを定期的に送信する場合はチェックしま 
す。 

チェックの付いている曜日-時間に六ールを送信 
しぶ9 〇 
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[E メール 設定]ぺージ（つづを） 


鱼 Projector control 

を2 n 円 p: 192.166 ,10.100 :] I. Gin n •か n. 巧で age—MAlL SEr8wng—]p 


• I a I ♦t I X じ Bing 


♦ ぉ奇に入り'♦色おすすめサイ h ， I 
W Projector control window 


Projector Control Window ■ 


• 因 - 口因 • ベー 5 旧.它ーフテイ苗， 


1 — 1 化山^ 

ッ - I 嗯) . 1 


ミ''^ : 
ユ v’V = 


民扭 IS 定 

r IRE ヴーパー巧を 


^テスト 

■ コマンドポート巧定 




メーん巧容 
エラーおち時 
ランプ f 宝巧時間 
ランブ巧巧時巧 
吸ち它ン， 一; 互度 


MM 


0イン々ーマ•か卜 I 僚モード：ちの<• — も1皿％ ， 


-( 1 ) 


-( 2 ) 


(1) にメールアドレス 2] 

2つの-ルアドレスを使う場含に、送信する宛先の 
E ；>< ールアドレスを入力します。 

2つの E 六ールアドレスを使わない場含は未記入にしま 
す。 

(2) E メールを送信する条件の設定 

2つ目の E ；>< —ルアドレスに E メールを送信する条件 
を選択します。 

[メール内容]: 

[通常]か[簡易]を選択します。 

[エラー発生時]: 

自己診断でエラーが発生した場合に送信します。 
[ランプ使用時間]: 

ランプの点打残り時間がち側の欄に設定した時間 
になった場合に送信します。 

[口及気センサー温度]: 

暇気温度が上欄に設定された値になった場合に送 
信します。 

[定期報告]: 

2つ目の E —ルアドレスに E —ルを定期的に 
送信する場をはチェックします。チェックの付い 
ている曜日-時間にメールを送信します。 

(3) [ Submit ] 

設定を更新します。 


[認証サーバー設定]ページ 

ール送信に POP 認証または SMTP 認証げ必要な場合は認証項目を設定しまず。 
[詳細設定]^ [認証サーバー設定]をク U ックします。 


•台 Projector control window - Windows Internet Explorer fl 
e, i'lUp... 192.168 ,10.100 uji-L 中•巧 


•t I A ] S Bing 


♦お奇 C 入り み色おす子めサイト， < 

Projector control window 


■ パージ旧 • たーフデイ CS ， ジ¬ 



Projector Control Window 

广二 -:---… 



LAN 田を 時巧没定 1 法房テスト ECO マなージイソ SS を 


£；><- ル技ち 泛 E サーパー货定 1 コマンドポート苗定 



リ） [認証] 

インターネットプ□バイダー側が指示する認証方式を 
選択します。 

(2) [SMTP 認証] 

SMTP 認証を選択した場合に設定します。 

(3) [POP サーバー名] 

POP サーバー名を入力します。（半角で63文字まで) 
使用可能文字： 

英数字 （A 〜 Z、a 〜 Z、 日〜日） 

マイナス記号 （-) ピ U オドし） 

(4) [ユーザー名] 

POP ヴーノ く一または SMTP ヴーノ く一のユ ーヴー 名を 
入力します。（半角で63文字まで） 

(5) [パスワード] 

POP ヴーノ（一または SMTP ヴーノ 又一の) スワードを 
入力します。（半角で63文字まで） 

(6) [ SMTP サーパ’ーポート番号] 

SMTP サーバーのポート番号を入力します。 

(通常は2已蚕です） 

(7) [POP サーバーポー ト番号] 

POP サーバーのポート番号を入力します。 

(通常は11日番です） 

(8) [ Submit ] 

設定を更新します。 




[ネットワーク]について（っづき) 
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[ネットワーク]について （っづき) 


—— check system —— 

MAIN CPU BUS 
FAN 

INTAKE AIR TEMPERATURE 
EXHAUST AIR TEMPERATURE 
LAMP REMAIN TIME 
LAMP STATUS 

APERTURE(CONTRAST-SHUTTER) 
INTAKE AIR TEMP.SENSOR 
EXHAUST AIR TEMP.SENSOR 
BATTERY 
AIR FILTER 

(Error code 00 00 00 00 00 00 00 00) 


■送信ずるメール内容 


• E メール 設定時の メール 送信例 

E メール設定を行ったときはこのよラなメールを発信しまず。 


=== Panasonic projector report(CoNFIGURE) === 
Projector Type : LZ370 

Serial No : SC1 234567 

—— E-mail setup data —— 

TEMPERATURE WARNING SETUP 

MINIMUM TIME at [ 60] minutes interval 

INTAKE AIR TEMPERATURE Over [ 32C / 89F] 


ERROR 

LAMP RUNTIME 
LAMP RUNTIME 
INTAKE AIR TEMPERATURE 
PERIODIC REPORT 
Sunday [OFF] Monday 
Thursday [OFF] Friday 


[OFF] 

[OFF] 


[OFF] 

[OFF] at REMAIN [400] H 
[OFF] at REMAIN [ 200] H 
[OFF] 

Tuesday [OFF 】 Wednesday [ OFF ] 
Saturday [ OFF ] 


00:00 [OFF] 
04:00 [OFF] 
08:00 [OFF] 
12:00 [OFF] 
16:00 [OFF] 
20:00 OFF] 


01:00 [OFF] 
05:00 [OFF] 
09:00 [OFF] 
13:00 [OFF] 
17:00 [OFF] 
21:00 OFF] 


02:00 [OFF] 
06:00 [OFF] 
10:00 [OFF] 
14:00 [OFF] 
18:00 [OFF] 
22:00 OFF] 


03:00 [OFF] 
07:00 [OFF] 
11:00 [ OFF ] 
15:00 [OFF] 
19:00 [OFF] 
23:00 OFF] 


===Panasonic projector report(ERROR)= 
Projector Type : LZ370 

Serial No : SC1 234567 

— check system — 

MAIN CPU BUS 
FAN 

INTAKE AIR TEMPERATURE 
EXHAUST AIR TEMPERATURE 
LAMP REMAIN TIME 
LAMP STATUS 

APERTURE(CONTRAST-SHUTTER) 
INTAKE AIR TEMP.SENSOR 
EXHAUST AIR TEMP.SENSOR 
BATTERY 
AIR FILTER 

(Error code 80 00 00 00 30 00 00 00) 


Intake air temperature 
Exhaust air temperature 
PROJECTOR RUNTIME 
LAMP ON 
LAMP ECO 
LAMP NORMAL 
LAMP REMAIN 

- Current status - 

MAIN VERSION 
NETWORK VERSION 
SUBVERSION 
LAMP STATUS 
INPUT SIGNAL 


: 27 degC / 80 degF 
: 39 degC/102 degF 
2 H 

10 times 
OH 
2 H 
1998 H 


[FAILED 
[ OK 
[ OK 
[ OK 
[ OK 
[ OK 
[ OK 
[ OK 
[ OK 
[ OK 
[ OK 


1.00 

1.00 

1.00 

LAMP=OFF 

COMPUTER 


— Wired Network configuration — 

DHCP Client OFF 

IP address 10.69 .104.183 

MAC address 00:40:64:00:02:08 

Fri Sep 3019:52:37 2011 


•エラー時のメ ー J レ送信例 

エラーになったとさはこのよラな;ールを発信します。 


ggggg 說器藻 
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[ネットワーク]について（っづき) 


[コマンドホート設定]ぺージ 

コマンドコント□ールで使用ずるポート番号を設定しまず。 
[詳細設定]^ [コマンドポート設定]をク U ックしまず。 





口） 


ベージが鼠がまし t 


卜I ^モード：ちの 


ユーザー名[パスワード変更]ページ 

[パスワード変更]をク U ックしまず。 


eaor control wiMow - Wndows Internet Explorer] 




1 の.：!站 ,10.100 4 


inji\jc^iiy-jh ， I & I .y I A I 2 Bi 


* 石奇に入り：みらおすすめサイト，居 VfeS スライスザクラ.. 
廷 Prqector ■の ntrol window | | 





卜 I ^E -ド；有の 


-(1) 

-( 2 ) 

-(3) 


• [ Administrator ] (アドミニストレーター）について 


夕 PmjpfTor rnatml 

^ j l.iup*. 192.166 ,10.100 yj,-umj,l«iu.uj,^w—wcnu rn33 vnnlvvjCOudilCi—" ’ J だ ]* r I^A f 左 Blfia 一 — 

* 石®こ入り みらおす T® サイ！'，居 WeS スライス丰—でラ..， 

^ Projector control window | [ 3 -团，口 因-ベ-巧田- C— フテイ曲-ツ — 1鹏|， お’ 

—… 

iggii^ -^— (3) 

J — (4) 

1^ (5) 

^^の 


ベー;;が表示さ打まし左； 


卜I店害亡ード：ち巧 


(1) [コマンドポート] 

コマンドコント□ールで使用するポート番号を入力し 
0^ 9 〇 

(2) [コマンドポートのセット] 

設定を更新します。 


(1) [ Administrator ] 

[Administrator] (アドミニストレーター）の設定を 
変更する場合に選択します。 

(2) [ User ] 

[User] (ユーヴー）の設定を変更する場合に選択し 
ます。 

(3) [ Next ] 

パスワードの設定を変更する画面を表示します。 


(1) [変更アカウント] 

変更するアカウントが表示されます。 

(2) [変更前][ユーザー名] 

変更前のユーザー名を入力します。 

(3) [変更前][パスワード] 

変更前のパスワードを入力します。 

(4) [変更後][ユーザー名] 

変更後のユーヴー名を入力します。（半角で16文字 
まで） 

(5) [変更後][パスワード] 

変更後のパスワードを入力します。（半角で1日文字 
まで） 

(6) [変更後][パスワード（再入力)] 

変更後のパスワードを再度入力します。 

(7) にの 

パスワードの変更を確定します。 
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[ネットワーク]について（っづき) 


[パスワード変更](ユーヴー権限でアクセスした場合） 
ユーヴー権限時はパスワードの変更のみ有効です。 



♦ [ User ] (ユーヴ ー） について 


(1) [変更アカウント] 

変更するアカウントが表示されます。 

(2) [変更後][ユーザー名] 

変更後のユーヴー名を入力します。（半角で1目文字 
まで） 

(3) [変更後][パスワード] 

変更後のパスワードを入力します。（半角で1日文字 
まで） 

(4) [変更後][パスワード（再入力)] 

変更後のノ スワードを再度入力します。 

(5) [0 K ] 

ノスワードの変更を確定します。 


(1) [旧パスワード] 

変更前のノスワードを入力します。 

(2) [新パスワード] 

変更後のパスワードを入力します。（半角で1目文字 
まで） 

(3) [確認（再入力)] 

変更後のノ スワードを再度入力します。 

(4) [0 K ] 

ノスワードの変更を確定します。 


お知らせ 


•アドミニストレーターのアカウントを変更ずる場合は、[変更前]の[ユーヴー名]と[パスワード]の入力 
び必要でず。 
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[ネットワーク]について（っづき) 


(1) [ Tools ] [ Info ] [ Help ] 

プ□ジェクターの設定/情報/ヘルプページに切〇換 
えるタブです。 

(2) [ POWER ] 

電源の切/入を切り換えます。 

(3) [VOL DOWN ] [AV MUTE ] [VOL UP ] 

音量 /AV ミュー トの操作をします。 

プ□ジェクターの電源が切れている場合、 [VOL 
DOWN] [AV MUTE] [VOL UP] の操作はできま 
せん。 

(4) [Input Select ] 

入力切り換えの操作をします。 

プ□ジェクターの電源が切れている場合、操作はでさ 
ません。 

(5) メニュー画面の操作ボタン 

メニュー画面の操作をします。 

(6) フリーズ/画質調整 

フ U —ズ/画質に関する項目の操作をします。 

(7) [ Back ] 

前のページへ戻る操作をします。 


■ [CRESTRON RoomView ] ぺージ 

RoomView でプ□ジェクターの監視/制御を行ラことびでさまず。 

Web コント□ール画面から RoomView の操作ページを起動ずるには、アドミニストレーター権限でアクセ 
スずる必要びありまず。（ユーヴー権限では、 Web コント□-ル画面に [CRESTRON RoomView ] ボタ 
ンび表示されません。） 

[CRESTRON RoomView ] をク U ックずると、 RoomView の操作ぺージび表示されまず。 

ご使用のコンピューターに Adobe Flash Player びインス!ルされていない場合、もしくは円 ash に巧 
応していないブラウヴーでは表示されません。その場合、操作ページの [ Back ] をク U ックして前のペー 
ジに戻ってください。 

•操作ぺ—ジ 


• [ Tools ] ぺージ 

操作ページで [ Tools ] をク U ックしまず。 



( 1 ) 


口) 


口) 


(4) 


(5) 


(1) に ontrol System ] 

プ□ジエクターに接続するコント□ーラーとの通信に 
必要な情報を設定します。 

(2) [User Password ] 

RoomView の操作ページ巧でのユーヴー権限パス 
ワードを設定します。 

(3) [Admin Password ] 

RoomView の操作ページ巧でのアド S ニストレー 
ター権限パスワードを設定します。 

(4) Network Status 

有線 LAN の設定内容を表示します。 

[DHCP] 

現在設定している値を表示します。 

[Ip Address] 

現在設定している値を表示します。 

[Subnet Mask] 

現在設定している値を表示します。 

[Default Gateway」 

現在設定している値を表示します。 

[DNS Server] 

現在設定している値を表示します。 

(5) [ Exit ] 

操作ページに戻ります。 
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[ネットワーク]について （っづき) 


(1) [Projector Name ] 

プ□ジェクター名を表示します。 

(2) [Mac Address ] 

MAC アドレスを表示します。 

(3) [Lamp Hours ] 

ランプの使用時間（換算値）を表示します。 

(4) [Power Status ] 

電源の状態を表示します。 

(5) [ Source ] 

選択している映像入力を表示します。 

(6) [Lamp Mode ] 

ランプモードを表示します。 

(7) [Error Status ] 

エラーの状態を表示します。 

(8) [ exit ] 

操作ページに戻0ます。 


• [ Info ] ぺージ 

操作 ページで [ Info ] をク U ックしまず。 



• [ Help ] ぺージ 

操作ぺージで [ Help ] をク U ックしまず。 
[Help Desk ] ウインドウび表示されまず。 



( 1 ) 


(1 )[Help Desk ] 

Crestron RoomView を利用する管理ちに対して;><ッ 
セージの送受信がでをます。 
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ランプ/温度インジケーター 


インジケーターび点なした5 


本機内部に異常び発生ずると、ランプインジケーター 〈LAMP〉 •温度インジケーター 〈TEMP〉 のインジケーター 
び点なや点滅でお知らせ しまず。 

インジケーターの状態を調べて、次の処置を行ってください。 


お願い 


処置を行ラ際に電源を切るとさは、"電源を切る" （0^33 ページ）の手順を必ずお守りください。 


お知5せ 


•電源の状態は、電源インジケーター 〈ON (G) /STANDBY (R)> で確認してください。 (1^31 ぺージ） 


〇 

TEMP 


〇 〇 
LAMP ON(G)/ 






STANDBY 脱 

_ ) 


□ 

温度インジケーター 〈TEMP〉 


L ランプインジケータ- 

- 〈LAMP〉 


■ランプインジケーター 〈LAMP〉 


点灯状況 

ホ色点灯 

ホ色点滅 

状態 

ランプユニットの交換時期を表示して 
いる （0^ 日8ぺージ） 

ランプユニットの不具合、ランプ電源の異常、また 
はランプの破損などを検知していまず。 

お調べ<ださい 

•本機の電源を入れたときに[ランプ 
を交換してください。]といラ表示び 
出ませんでしたか。 

•ランプの使用時間（換算値）>1び 

2 800時間に達ずると点なしまず。 

■電源を切ってからず 
ぐに電源を入れ直し 
ていませんか。 

•ランプユニットの不具合、 
ランプ電源の異常、または 
ランプの破損などび発生し 
ていまず。 

処置方法 

• ランプユニットを交換してください。 

■光源ランプび冷える 
までしばらく待って 
から、主電源を切0、 
再度電源を入れ直し 
てください。 

•を電源 〈MAIN POWER) 
スイッチを 〈OFF〉 にし 
て33ページ)、販売店 
にご相談ください。 


ランプの使用時間（換算値）はメニューの[プロジェクター設定]^ [ランプ使用時間] (1®^ 日3ページ）で表示されます。 


お知5せ 


上記の処置をしてちランプインジケーター 〈LAMP〉 び点灯や点滅ずる場合は、販売店に修理をご依頼くだ 
さし、。 
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ランプ/温度インジケーター （つづき) 


■温度インジケーター 〈TEMP〉 


点口状況 

• 投写中にホ色点な 

(投写画面に[取扱説明書の「温度インジケーター」をご覧ください。]と表示されまず。） 

• 電源オフの状態で赤色点滅（自動的に投写を中止） 

状態 

周囲または内部び異常に高温になっている 

お調べください 

• 吸気口/排気口びふ 
さびれていません 
か。 

• 気温の高い所で使用 
していませんか。 

• エアーフィルターユ 
ニットび目づまりし 
ていませんか。 

• ミ毎抜] 400 m 
上の場所で使用して 
いませんか。 

処置方法 

•吸気口/排気口をふ 
さいでいるをのを取 
り除いて < ださい。 

•仕様で定められた周 
囲温度、周囲湿度の 
場所に設置してくだ 
さい。(獻]13ぺ一 
ジ） 

• エアーフィルターユ 
ニットのお手入れ- 
交換を行ってくださ 
い。(廣日3ぺージ） 

■電源を入れてから約 
2分間のみ本体を動 
作させることびでさ 
まず。2分じ(内に[高 
地モード]62 
ページ）を[オン] 
にしてください。 


お知らせ 


• 上記の処置をしてち温度インジケーター 〈 TEMP 〉 び点灯や点滅ずる場合は、販売店に修理をご依頼ください。 
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お手入れ/部品交換 


お手入れ/部品交換の前に 


•お手入れや部品交換を行ラとさは、必ず電源を切ってください。（03^30、33ページ) 
•電源を切るとさは、"電源を切る" （0^33 ページ）の手順を必ずお守りください。 


お手入れ 


■外装ケース 

ミちれやほこりはやねらかい乾いた巧でふさ取ってください。 

•ミちれびひどいとさは水にひたした巧をよく絞ってふさ取り、乾いた巧で仕上げてください。 

•お手入れの際は、ベンジン、シンナー、アルコールなどの溶剤、または台所用洗剤を使用しないでください。 

使用すると外装ケースび変質ずるおそれびありまず。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、そのを意書さに従ってください。 

■レンズ 

レンズにごみやほこりび付着ずると、スク U —ンにごみやほこりびあ大されて映りまず。 

レンズの前面に付着したごみやほこ0は、清潔なやわらかい乾いた巧でふさ取って<ださい。 

•毛羽立った巧、油分•水分を含んだ巧、ほこりの付いた巧でふかないでください。 

• レンズは傷つさやずい素材のため、強<こずらないで<ださい。 


お願い 


•レンズはガラス部品でず。堅いをのに当てた0、強<ふいた0ずると傷つ<おそれびあ〇まず。取り扱いには 
ごを意ください。 

■エアーフィルターユニット 

エアーフィルター ユニッ トにほこりびたまり過ざると、本機の内部温度を正常な状態に保てなくなりまず。 
画面上に確認メッセージび表おされるととをに温度インジケーター 〈 TEMP 〉 びホ色に点灯し、しばらくず 
ると自動的に電源び切れまず。そのとさは掃除して<ださい。 

1 ) エアーフィルターカバーを 取りかず 

•エアーフィルターカバー固定ねじをプラスドライバーで空回りずるまで回して、取り外してください。 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


2) エアーフィルター ユニッ トを取り出す 

■エアーフィルター ユニッ トのつまみを持ち、プ□ジェクター本体からエアーフィルター ユニッ トを引さ出 
して < ださい。 


エアーフイルターユニット 



つまみ(矢印び刻印されていまず） 

-エアーフィルターユニッ トを取り外したあとに、 エアーフィルターユニッ ト収納部およびプ□ジェ クター 
側の吸気□に大さなごみ、ほこりびある場合は取り除いてください。 

3) エアーフィルターユニットを掃除ずる 

• 掃除機でほこりを吸い取ってください。 



4) エアーフィルターユニットをプ□ジェクター本体に取り付ける 

• 手順 2) の逆の手順で取0付けて< ださい。 

-エアーフィルター枠に刻印されている方向矢印（み）を確認して、エアーフィルターユニットをプ□ジェ 
クターにカチッと音びずるまで巧し込んでください。 

已）エアーフィルターカバーをプ□ジェクター本体に取り付けて、プラスドライバーでエアー 
フィルターカバー固定ねじ （1 本）を締めつける 

■手順 1) の逆の手順で取0付けて< ださい。 


お願い 


•エアーフィルター ユニッ トは必ず正しく取り付けてご使用ください。取り付けずに使用ずると、ごみやほこり 
を吸い込み、故障の原因とな0まず。 

•エアーフィルター ユニッ トは水洗いしないでください。水洗いずると、ほこりの吸着能力び低下しまず。 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


部品交換 


■エアーフィルターおよび静電フィルター 

掃除をしてちほこりびとれなくなったら交換時期でず。 

交換用のエアーフィルター/静電フィルター ( TXFKN 01 RYNZP ) は別売品でず。けービス部品扱い） 

ご購入の際は販売店にご相談ください。 

また、ランプユニットの交換の際は、あわせてエアーフィルターおよび静電フィルターち交換してください。 
(交換用のランプユニット ( ET - LAA 110) には、エアーフィルターおよび静電フィルターび付属していまず。） 

■ エアーフィルター および静電フ ィルターの 交換手順 

1) エアーフィルターカバーを 取りが す 

•エアーフィルターカバー固定ねじをプラスドライバーで空回りずるまで回し、取り外してください。 



2) エアーフィルター ユニッ トを取り出す 

•エアーフィルター ユニッ トのつまみを持ち、プ□ジェクターからエアーフィルター ユニッ トを引さ出して 
<ださい。 


エアーフィルターユニット 



UP 


つまみ(矢印び刻印されていまず） 

-エアーフィルターユニッ トを取り外したあとに、 エアーフィルターユニッ ト収納部およびプ□ジェ クター 
側の吸気口に大さなごみ、ほこりびある場合は取り除いてください。 

3) 本機か5取り出したエアーフィルター ユニッ トの突起を矢 EP の方向に巧し、エアーフィル 
ター枠を取りがす 


: 


r ♦: 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


4) エアーフィルター/静電フィルターを交換する 

• エアーフィルターユニットに入っているエアーフィルターと静電フィルターを新しいちのに交換してくだ 
さい。 

•静電フィルターとエアーフィルターの取り付け順番を間違えないよラにごミ主意ください。 


つめ 



静電フイルター(白) 



已）エアーフィルターユニットを組み立てる 

■先に静電フィルター（白）を、両端び U ブに乗り上げないよラにケースの中央に入れまず。次にエアーフィ 
ルター（黒）を四隅びケース内に収まるよラに入れてから、エアーフィルター枠を取り付けまず。 

-エアーフィルターびエアーフィルター枠とケースに挟まないよラにごま意ください。 

-エアーフィルター枠とエアーフィルターケースには向さびありまずので、つめと突起を合わせてくださ 
し、エアーフィルター枠を取り付ける場合は、4つのつめびカチッと音びずるまで、エアーフィルターケー 
スの突起にしっかり嵌合していることをご確認ください。 

6) エアーフィルターユニットをプ□ジェクターに取り付ける 

•手順 2) と逆の手順でエアーフィルターユニットをプ□ジェクターに取り付けまず。 

-エアーフィルター枠に刻印されている方向矢印（み）を確認して、エアーフィルター ユニッ トをプ□ジェ 
クターにカチッと音びずるまで巧し込んでください。 

7) エアーフィルターカバーを取り付け、エアーフィルターカバー固定ねじ （1 本）をプラス 
ドライバーでしっかりと締めつける 

■ランプユニット 

ランプ ユニッ トは消耗部品でず。交換時期については、"ランプ ユニッ トの交換時期"日8ぺージ）をご覧 
<ださい。 

交換用ランプユニットに T 丄 AA ] ]0 :サービス部品扱い）をご購入の際は、販売店にご相談ください。 
ランプユニットの交換は、専門の技術ちにご依頼ずることをお勧めしまず。販売店にご相談ください。 

f - [A 警告 J - ] 

■ランプユニットの交換は、ランプび;ちえてか5 (1 時間拟上待ってか！ 5) 行う 

カバー内部は高温になっているため、やけどの原因になりまず。 

V_ J 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


■ランプユニットの交換上のお願い 

• ランプ ユニッ トの交換にはプラスドライバーび必要でず。 

• 光源ランプはガラス部品でずので、堅い物に当てたり落下させたりずると破裂ずる場合びありまず。 
取り扱いにはごを意ください。 

•ランプ ユニッ トを分解したり、改造したりしないでください。 

•ランプ ユニッ トを交換ずる際は、必ずランプ ユニッ トの取っ手を持って取り扱ってください。 



•ランプは破裂ずることびありまず。ランプのガラス破片び飛散しないよラに、ランプユニットは慎重に交 
換してください。また、本機を天井に取り付けている場合は、ランプユニットの真下で交換作業をしたり、 
顔を近づけたりしないでください。 

•ランプには水銀び含まれていまず。取り外したちいランプ ユニッ トを廃棄ずる場合は、最寄りの市町村窓 
口、または販売店に正しい廃棄方法をお問い合わせください。 


お願い 


•必ず、指定のランプ ユニッ トを使用してください。 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


■ランプユニット①交換時期 

ランプユニットは消耗部品でず。使用時間の経過にとちない、徐々に明るさび低下しまずので、定期的な交 
換び必要でず。交換の目安は3 000時間でずび、ランプ個々の特性、使用条件、設置環境などの影響を受けて、 
3 000時間に達ずる前に点なしなくなる場合びありまず。早めの交換用ランプユニットの準備をお勧めし 
ます。 

3 000時間 >1を過ぎてち交換しないまま使用ずると、ランプび破裂ずる可能性び高くなるため、約]0分 
後に自動的に電源び切れまず。 



オンスク U —ン表お 

ランプインジケーター 

\\1// 

、一/ 

— 〇 — 

LAMP 

ランプを交換してください。 


2 800 ’1 時間む降 

30秒間表示されまず。30秒じ(内に本体 
操作部または U モコンのいずれかのボタ 
ンを巧せば、表示び消えまず。 

スタンノ（イ状態を含め赤色に点灯し 
まず。 

3 000 ’1 時間む降 

いずれかのボタンを巧ずまで、メッセー 
ジは表おされたままでず。 


1:メニューの[プロジェクター設定]^ [ランプ使用時間](1®=日3ページ）で表おされるランプの使用時間（換算値）です。 


お知5せ 


•ランプの交換時期を予測ずるには、[プ□ジェクター設定]の[ランプ使用時間] (1^ 己3ページ）で表おされ 
るランプの使用時間（換算値）をご確認ください。 

• 3 000時間は交換の目安であり、保証時間ではありません。保証時間については"保証とアフターサービス" 
(1^ ]] 已ページ）をご覧ください。 

■ランプユニット①交換手順 


お願い 


•ランプユニットの交換時期3 000時間（ランプの使用時間（換算値)）を超えた場合は、電源を入れてから 
約]0分間のみ本機を作動させることびでさまず。日8ページ） 

手順 14) 〜 17) の操作を]0分 LU 内に行ってください。 

•本機を天井に取り付けている場合、ランプ ユニッ トの近辺で顔を近づけて作業しないでください。 

•天面パネルはランプ交換じ(外は開けないよラにしてください。 

• 天面 y (ネルを開けた状態で本機を使用しないでください。 

•ランプ ユニッ ト交換時には、必ずエアーフィルターと静電フィルターち交換してください。 

• ランプ ユニッ トやランプカバーは確実に取り付けてください。 

1) "電源を切る" （1^33 ぺージ）の手順を守り、ま電源 〈MAIN POWER 〉 スイッチの 〈 OFF 〉 
側を巧して電源を切ったあと、コンセントから電源プラグを巧き、1時間む上待ってラン 
プユニット近辺が;ちえていることを確認ずる 

2) 接続端子部に接続している映像ケーブルを取り外す 


お願い 


•天面パネルを開さ切ると映像ケーブルなどのコネクタ部分などに接触して映像ケーブルなどを傷つけることび 
ありまず。天面ノ（ネルを開くとさは接続している映像ケーブルなどを取り外してから、天面ノ（ネルを開くよラ 
にしてください。 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


3) プ□ジェクターの天面パネルの左ち前側の突起を持ち、天面パネルを開く 

•天井に取り付けている場合は、プ□ジェクターのレンズ側に立って天面パネルの開閉を行ってください。 



お願い 


• 天面パネルを開き過ざないようにごを意ください。天面パネルびはずれてしまった場合は、"天面パネルの取り付 
けかた"（豚100ページ）をご覧ください。 

4) ランプカバー固定ねじ （1 本）をプラスドライバーで空回りするまで回して、ランプカバー 
を取りがす 

•ランプカバーは、ゆっくりとプ□ジェクターから取り外してください。 



己）ランプユニット固定ねじ （2 本）をプラスドライバーで空回りずるまで回ず 

6) ランプ ユニッ ト□ックを矢がの方向に巧しながら、ランプ ユニッ トの取っ手を持って、ゆつ 
くりとプ□ジェクターか5垂直方向に引さ出す 



A 


ランプユニット固定ねじ 


取っ手 


ランプユニット□ツク 


7) 新しいランプユニットを挿入方向にま意して押し込み、ランプユニット固定ねじ （2 本) 
をプラスドライバーでしっかりと締めつける 

•挿入時、特に A 部をよく巧し込んでください。 
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お手入れ/部品交換（つづき) 


8) ランプカバーを取り付け、ランプカバー固定ねじ （1 本）をプラスドライバーでしっかり 
と締めつける 

9) プ□ジェクターの天面パネルを閉める 

■手順 3) と逆の手順で天面パネルを閉め、天面パネルの中央部を巧しまず。 

10) 接続端子部に 2) でがした映像ケーブルを接続する 

1 1) エアーフィルターと静電フィルターを交換する 

•交換方法については、"エアーフィルターおよび静電フィルターの交換手順" （1^ 日已ページ）をご覧くだ 
さい。 

12) 電源プラグをコンセントに差し込んで、ま電源 〈MAIN POWER ) スイッチの 〈0 N > 側 
を押して電源を入れる 

1 3) プ□ジェクター本体操作部またはリモコンの電源〈山/1〉ボタンを巧し、映像投写を開始 
ずる 

14) 〈 MENU > ボタンを押してメニュー画面を表示させ、▲▼ボタンで[プ□ジェクター設定] 
を選択する 

15) ( ENTER ) ボタンを巧し、▲▼ボタンで[ランプ使用時間]の項目を選択ずる 

16) ( ENTER ) ボタンを約3砂間押し続ける 

• [ランプ使用時間リセット]確認メッセージび表示されまず。 


ランプ使巧時間リセット 

ランプを用時間をリセットしまず。 
よろしし1でずか*? 


はし、 


17) ◄►ボタンで[はしリを選択し、 〈 ENTER 〉 ボタンを押ず 

•ランプの使用時間（換算値）び0に U セットされ、電源び切れまず。しばらくずるとスタンバイ状態にな 
りまず。 

■ 天面ノ くネルの取り付けかた 

天面パネルを下図のように持って軸をま持部に合わせ、アームを矢が（本体内側）方向に押 
しなび5溝に押し込む 
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故障かな！？ 


をう一度次の点をお調べください。詳しくは、巧応ずるページをご覧ください。 


症状 

ここをお調べください 

ぺージ 


• 電源プラグびコンセントにしっかり差し込まれていまずか。 

— 


•を電源 (MAIN POWER ) スイッチを 〈 OFF 〉 にしていませんか。 

33 


• 電源プラグを差し込んでいるコンセントは通電していまずか。 

— 

電源が入 5 ない 

• ブレーカーび落ちていませんか。 

— 


•ランプインジケーター 〈 LAMP 〉 または温度インジケーター 〈 TEMP 〉 
び点灯または点滅していませんか。 

91、92 


• ランプ ユニッ トは確実に取り付けられていまずか。 

98 


•映像（出力）機器との接続は正しく行われていまずか。 

27 


• 入力切り換えは正しく選択されていまずか。 

36 

映像びでない 

• [明るさ]の調整び最ルになっていませんか。 

44 

• 本機に接続している外部機器は、正常に動作していまずか。 

— 


• AV ミュート機能を使巧していませんか。 

36 


• レンズカバーび取0付けられたままではありませんか。 

32 


• レンズのフォーカスは合っていまずか。 

34 

映像がボヤけている 

• 投写距離は適切でずか。 

22 

• レンズび巧れていませんか。 

13 


• 本機びスク U —ンに巧して垂直に設置されていまずか。 

— 


• [色の濃さ]は正し<調整されていまずか。 

44 

色が薄い/色あいが 
悪い 

• [色あい]は正し<調整されていまずか。 

44 

• 本体に接続している機器は正しく調整されていまずか。 

27 


•〈AUDIO IN 〉 端テは正しく接続されていまずか。 

19 

音声び出ない 

• 音量調整び最ルになっていませんか。 

38 

• AV ミュート機能を使用していませんか。 

36 


• [音声設定]の[音声入力還択]を確認してください。 

67 


• 乾電池び消耗していませんか。 

— 


•乾電池の極性は正しくセットされていまずか。 

20 

リモコンびはた 5 か 
ない 

• U モコンと本体の U モコン受信部の間に障害物はありませんか。 

17 

• U モコン操作有効範囲を超えた場所で U モコンを操作していませんか。 

17 

• 堂光ななどの影響を受けていませんか。 

17 


• [操作設定]の[リモコン]の設定び[無効]になっていませんか。 

72 


• ID ナンバーの設定の操作を間違えていませんか。 

20 

本体操作部のボタン 
がはた 5 かない 

• [操作設定]の[本体操作部]の設定び[無効]になっていませんか。 

72 


• [ TV システム]の選択は正しく行われていまずか。 

49 

正常な映像び映 5 な 

•旧 GB / YCbCr ]、 旧 GB ぺ PbPr ] の選択は正しく行われていまずか。 

已〇 

い 

• ビデオテープなど、映像ソース側に異常はあ0ませんか。 

— 


• 本機び対応でさない信号を入力していませんか。 

110 


点検と部品交換 
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故障かな！？ （つづき) 


症状 

ここをお調べください 

ページ 


•ケーブルび長くありませんか。 （10 mLU 下にしてください。） 

— 

コンピューターか 5 
の映像び映 5 ない 

• ノー ト型コンピューターの外部映像出力び、正しく設定されていまずか。 
-例： 「 Fn 」 + rF 3」 キーを同時に押ずと、外部出力設定び切り換わる 
場合びありまず。コンピューターの機種によって異なりまずので、コ 
ンピューター付属の説明書をご覧<ださい。 

已7 

HDMI 対応機器の映 
像が出ない、乱れる 

• HDMI ケーブルび確実に接続されていまずか。 

29 

• 本体の電源および接続機器の電源を切/入してください。 

30 

• 本機び対応でさない信号び入力されていませんか？ 

110 


• 外部接続機器の音声をリニア PCM に設定してください。 

— 

HDMI 対応機器の音 

• [音声設定]の[音声入力選択]を確認してください。 

67 

声がでない 

• HDMI ケーブル接続で音声びでない場合は 、 〈AUDIO IN 〉 端テを使用 
してください。 

19 


• メニューの[プ□ジェクター設定]-» [起動方法]び[オンスタート] 

に設定されていませんか。 

62 


•前回使用時に、投写中に主電源 〈MAIN POWER ) スイッチを 〈 OFF 〉 
にして 1 終了しませんでしたか。 

-メニューの[プ□ジェクター設定] 一 [起動方法]を[ラストメモ U —] 
に設定していて、前回使用時にダイレクトノ（ワーオフ機能 (0^ 33ぺ一 
ジ）を使用して終了した場合、主電源 〈MAIN POWER 〉 スイッチを 
〈 ON 〉 にずると巧写を開始しまず。 

32 

電源ボタンを押して 

•を電源 〈MAIN POWER ) スイッチを 〈 OFF 〉 にした直後に電源〈山/ 1 〉 

— 

いないの I しお与を始 

ボタンを巧していませんか。 


める 

-メニューの[プ□ジェクター設定]一[起動方法]を[ラストメモ1」一] 
に設定していて、電源オフ状態からを電源 〈MAIN POWER 〉 スイッ 
チを 〈 OFF 〉 にした直後に電源く山/1〉ボタンを巧した場合、次回使 
用時にを電源 〈MAIN POWER 〉 スイッチを 〈 ON 〉 にしただけで投 
写を開始ずることびありまず。 

-主電源 〈MAIN POWER ) スイッチを 〈 OFF 〉 にした後、電源インジケー 
夕一 〈ON ( G ) /STANDBY ( R )> び赤色に点好または点滅してい 
る間は、 U モコンまたは本体操作部の電源〈山/1〉ボタンを巧さない 
で < ださい。 



お願い 


•表の内容を確認後、正常に動作しない場合は販売店にご相談ください。 （11^1 1已ページ) 


点検と部品交換 
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付録 


PJLink プロトコルを使用する 


本機のネットワーク機能は PJLink クラス]に対応しており、 PJLink プ□トコルを使用してコンピューターか 
らプ□ジェクターの設定やプ□ジェクターの状態問い合わせの操作びでさまず。 

■対応コマンド 

PJLink プロトコルで本機を制御ずる際のコマンドは下表のとおりでず。 


コマンド 

制御内容 

備考 

POWR 

電源制御 

パラメーター 

0=スタンバイ 

1=電源入 

POWR ? 

電源状態問い合わせ 

パラメーター 

0=スタンバイ ]= 電源入 

2=クー U ング中 3=ウォームアップ中 

INPT 

入力切り換え 

パラメーター 

11 ^COMPUTER 21 = VIDE 0 

22= S - VIDE 0 23= C 0 MP 0 NENT 

31 =HDMI 1 32 =HDMI 2 

INPT ? 

入力切り換え問い合わせ 

AVMT 

AVS ユート制御 

パラメーター 

30= AV ミュート機能オフ 

31= AV ミュート機能オン 

AVMT ? 

AV S ユート状態問い合わ 
せ 

ERST ? 

エラー状態問い合わせ 

ノ（ラメーター 

] バイト目：フアンエラーを意味し、〇〜2のいずれか 

2バイト目：ランプエラーを意味し、〇〜2のいずれか 

3バイト目：温度エラーを意味し、〇〜2のいずれか 

4 バイト目： 0 固定 

已バイト目：フィルター警告を意味し、〇〜2のいずれか 
日バイト目：その他のエラーを意味し、〇〜2のいずれか 
〇〜2の各意味は下記のとおり 

0=エラーを検知していない ]= 警告2=エラー 

LAMP ? 

ランプ状態問い合わせ 

ノ（ラメーター 

1つ目の数字 （1 〜已巧）：ランプ使用時間 

2つ目の数字： 0=ランプ消な、 ]= ランプ点な 

INST ? 

入力切り換え一覧問い合わ 
せ 

パラメーターは下記の値を応答しまず 
n 12122 23 3132」 

NAME ? 

プ□ジェクター名問い合わ 
せ 

[ネットワーク]の[プ□ジェクター名変更]で設定した名称を応答 
しまず 

INFl ? 

木 一力一名問いをわせ 

「 Panasonic 」 と応答しまず 

INF 2? 

機種名問い合わせ 

rLZ 370 J と機種名を応答しまず 

INFO ? 

その他情報問し)合わせ 

ノ（ージョン番号などを応答しまず 

CLSS ? 

クラス情報問し)合わせ 

「1」と応答しまず 
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録（つづき) 


■ PJLink セキュリティー認証 

PJLink で使用ずるパスワードは、 WEB ブラウヴーコント□ールで設定したパスワードと同じでず。 

認証なしで使用ずる場合は、 WEB ブラウヴーコント□ールのパスワードをなしに設定してください。 

• PJLink に関する仕様については、（社）ビジネス機械-情報システム産業協会の WEB サイトを参照して 
<ださい。 

URL http://pjlink.jbmia.or.jp/ 


LAN 経由の制御コマンドについて 


■ WEB コント□ールアドミニストレーター権限パスワード設定時（プ□テクト 
モー ド） 

•接続方法 

1) プ□ジェクターの IP アドレスとポート番号（初期設定値 = 1024) を取得してプ□ジェ 
クターへ接続を要求ずる 

IP アドレスはプ□ジェクター本体のメニュー画面から、ポート番号は WEB コント□ールページから取得で 
さまず。 


IP アドレス 

メインメニュ ー-► [ネットワーク]一[ステータス]から取得 

ポート番号 

WEB コント□ー ルの[詳細設定]-> [コマンドポート設定]ページから取得 


2) プ□ジェクターからの応答を確認する 

応答 データ 


データ部 

空白 

モード 

空白 

乱数部 

終端記号 

"NTC0NTR0L" 
(ASCII 文字列） 

9 bytes 

0x20 

1 byte 

T 

0x31 

1 byte 

0x20 

1 byte 

ZZZZZZZZ 

(ASCII コード 16 進数） 

8 bytes 

(CR) 

OxOd 

1 byte 


モード：]=プ□テクトモード 

3) MD 已アルゴリズムを用いて 1 U 下のデータか5 32バイトのハッシュ値を生成する 

" xxxxxx : yyyyy : zzzzzzzz " 


xxxxxx 

WEB コント□ールのアド三ニストレーター権限ユーヴー名（デフォルトのユーヴー 
名は "admin 1") 

yyyyy 

上記アドミニストレーター権限ユーヴーのノ くスワード（デフォルトのノ くスワードは 
Panasonic ; 

ZZZZZZZZ 

手順吕）で取得した 8 バイトの乱数 
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付録（つづき) 


•コマンド送信方法 

じ(下のコマンド形式にて送信してください。 

送信 データ 


へツタ — 

データ 部 

終端記号 

八ツシユ値 

( "接■法" ( 豚 104 ページ)) 
32 bytes 

‘ぴ 

0x30 

1 byte 

‘0’ 

0x30 

1 byte 

制御コマンド 
(ASCII 文字列） 

不定長 

(CR) 

OxOd 

1 byte 


受信データ 


へツタ — 

データ部 

終端記号 

‘ぴ 

‘ぴ 

制御コマンド 

にが 

0x30 

0x30 

(ASCII 文き列） 

OxOd 

1 byte 

1 byte 

不定長 

1 byte 


エラー 応答 


エラーメッセージ 

終端記号 

"ERR1" 

未定義の制御コマンド 



"ERR2" 

パラメーター範囲外 



"ERR3" 

ビジー状態または受け付け不可期間 

にの 


‘‘ERR4’’ 

タイムアウトまたは受け付け不可期間 

OxOd 


"ERR 己" 

データ 長不正 



"ERRA" 

パスワード不一致 




4 bytes 

1 byte 
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録（つづき) 


ERR1 未定義の制御コマンド 

ERR2" パラメーター 範囲外 

ERR3" ビジー状態または受け付け不可期間 

ERR4" タイムアウトまたは受け付け不可期間 

ERR5" データ長不正 

ERRA" パスワード不一致 


4 bytes 


1 byte 


エラーメッセージ 


終端記号 


■ WEB コント□ールアドミニストレーター権限パスワード非設定時（非プ□テ 
クトモード） 

•接続方法 

1) プ□ジエクターの IP アドレスとポートま号（初期設定値 = 1024) を取得してプ□ジエ 
クターへ接続を要求ずる 

IP アドレスはプ□ジェクター本体のメニュー画面から、ポート番号は WEB コント□ールページから取得で 
さまず。 


2) プ□ジェクターか5の応答を確認ずる 

応答データ 


モード： 0= 非プ□テクトモード 

•コマンド送信方法 

じ(下のコマンド形式にて送信してください。 

送信データ 


受信データ 


エラー応答 



IP アドレス 

メインメニュ ー-► [ネットワーク]一[ステータス]から取得 

ポート番号 

WEB コント□ー ルの[詳細設定]^ [コマンドポート設定]ページから取得 


へツタ — 

データ部 

終端記号 

‘ぴ 

‘ぴ 

制御コマンド 

(CR) 

0x30 

0x30 

(ASCII 文字列） 

OxOd 

1 byte 

1 byte 

不定長 

1 byte 


へツタ — 

データ部 

終端記号 

‘0’ 

‘0’ 

制御コマンド 

に R) 

0x30 

0x30 

(ASCII 文字列） 

OxOd 

1 byte 

1 byte 

不定長 

1 byte 


データ部 

空白 

モード 

終端記号 

"NTC0NTR0L" 

* 1 

‘0’ 

(CR) 

(ASCII 文字列） 

0x20 

0x30 

OxOd 

9 bytes 

1 byte 

1 byte 

1 byte 


)d 
R 〇 

没 
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付録（つづき) 


( SERIAL ) 端子について 


本機の接続端モ部の 〈 SERIAL 〉 端テは RS -232 C に準拠しており、コンピューターと接続して本機をコンピユー 
夕一で制御でさまず。 

■接続 


〈本機側面端モ部〉 



■ ピン配列と信号名 


D-Sub 9 ピン（メス） 

が側か 5 見た図 

ピン No. 

信号名 

内容 

(1) 

— 

NC 

口） 

TXD 

送信 データ 

\ / 

口） 

RXD 

受信 データ 

贪ん. V (飞贷 

(4) 

— 

NC 

间 

GND 

グラウンド 

じ/ 

似 

— 

NC 

/ \ 

(1) 一 （5) 

(7) 

CTS 

内部で接続されていまず 

(8) 

RTS 

(9) 

一 

NC 


■通信条件 


信号レベル 

RS -232 C 準拠 

同期方式 

調歩同期 

ボーレート 

9 600 bps 

パリティ 

なし 


キャラクター長 

8ビット 

ストップビット 

] ビット 

X パラメーター 

なし 

S パラメーター 

なし 
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付録（つづき) 


■基本フォーマット 

コンピューターからの伝送は STX で開始され、続いての、コマンド、パラメーター、最後に ETX の順に 
送信します。パラメーターは制御内容の必要に応じて付加してください。 


STX AD II I 吕 : C1 C 吕 C3 P1 P 吕 〜 Pn ETX 


r 

(2 bytes ) ID 2 文字セミコ□ン 


1 

1 

に bytes )(1 byte ) 

つ□ン *1 



スター ト 77 ni HR コマンド3文字 （] byte ) パラメーター エンド 
(1 byte ) ' ~ ムム j 品^自^。 ~ ' (3 bytes ) (不定長） （1 byte ) 

*1 :バラメーターを必要としないコマンドを送信する場合は、コ□ン（：）は必要ありません。 

■基本フオーマット（サブコマンドあり） 

基本フオーマツトと同じ 


\ 

/ \ 

/ 










1 1 

STX 


A 

D 


11 

12 

1 


C1 

C2 

C3 




ETX 





S1 S2 S3 S4 S 己 

E 

P1 P2 P3 P4 

P 已 P6 

1 

1 1 

1 

サブコマンド 
(曰 bytes ) 

1 

パラメーター (日 bytes ) ‘1 
符号" +" または"-" (1 byte ) と、 
設定値または調整値（已 bytes ) 


演算 （1 byte ) 

"二"（パラ>(ーターで指定した値を設定) 


*1 :パラーターを必要としないコマンドを送信する場合は、演算 （ E ) とパラーターは必要ありません。 


お願い 


• ランプ点打開始直後にコマンドを送信ずると、応答び遅く返ってさたり、コマンドび実行でさなかったりずる 
ことびありまず。60秒経過後に送受信してください。 

• 複数のコマンドを送信ずる場合は、必ず本機からの応答を受け取ってから0.已秒しソ上経過後に次のコマンド 
を送信してください。 


お知らせ 


• PT - F 300/ PT - FW 300などと同様の ID 指定部のないフォーマツトの使用ち巧能でず。 

•コマンドび実行できない場合、本機から 「 ER 401」 という応答びコンピューター側に送信されまず。 
•無効なパラメーターを送信ずると、本機から 「 ER 402」 という応答びコンピューター側に送信されまず。 

• RS -232 C での ID 送信は ZZ (才ール）と0 ] ~ 0日の対応になっていまず。 

• ID 指定でコマンドを送信した場合、じ(下のとさのみコンピューターへの応答を返しまず。 

-本機の[プ□ジェクター ID ] 日]ページ）と一致した場合 

-本機の[プ□ジェクター ID ] (0^ 日]ページ）び[オール]の場合 

• STX と ETX はキャラクターコードでず。 STX は]日進数で表ずと02、 ETX は] 6進数で表ずと03とな 
りまず。 
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付録（つづき) 


■ケーブル仕様 


•コンピューターと接続ずる場合 


本機側 
(〈 SERIAL 〉 端テ) 


1 

NC 

NC 

1 

2 



2 

3 



3 

4 

NC 

NC 

4 

已 



已 

白 

NC 

NC 

已 

7 



7 

8 



8 

9 

NC 

NC 

9 


コンピューター側 
( DTE 仕様） 


■制御コマンド 

コンピューターで本機を制御ずる際のコマンドは下表のとおりでず。 


•操作コマンド 


コマンド 

内容 

備考（パラメーター） 

PON 

電源入 

スタンバイ状態においては 「 PON 」 政外のコマンドは無効です。 

ランプ点口制御中、 「 PON 」 コマンドは受け付けません。 

POF 

電源切 

ランプ消な後、;令却ファン動作中に 「 PON 」 コマンドを送信した場を、ランプの保護のため、 
消む後約8已秒経過しないと点打制御を開始しません。 

AVL 

立 S 

曰ま 

(パラメーター) 

000 (調整値日）〜日目3觸整値日 3) 

1 旧 

入力信号切0換え 

(パラメーター） 

VID = ビデオ SVD = S ビデオ RG 1 = コンピューター 

HD 1 =HDMI 1 HD 2 =HDMI 2 YUV = コンポーネント 

Q$S 

ランプ点口状態問い含わせ 

(コールバック） 

日=スタンバイ 

1=ランプ点打制御中 

2=ランプ点口 

3=ランプ消打制御中 

OSH 

AV ミユート機能 

映像と音声を一時的に消します。 

コマンドを送信するごとにオン/オフが切り換わります。 （11^3 日ページ） 

短時間でのオン/オフの切り換えは行わないで<ださい。 


メニュー□ックパスワードについて 


パスワードを初期設定に戻ず場合は、お買い巧めの販売店にご相談<ださい。 
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付録（つづき) 


対応信号リスト 


本機び投写でさる映像信号は下表のとお0でず。 


対応信号 

信号名表示 

解像度 

(ドット） 

走査周波数 

ドットク 
□ック 
周放数 
(MHz) 

フ オー 
マット *1 

プラグアンドプレイ 
対応 

水平 

(kHz) 

垂直 

(Hz) 

コンピュー 

夕— 

HDMI 

NTSC/NTSC4.43 / 
PAL-M/PAL 日日 

— 

720 X 48 Oi 

1已 .7 

已9.日 

— 

V/S 

— 

— 

PAL/PAL-N/SECAM 

— 

720 X 已7巨 i 

1已.日 

已〇.日 

— 

V/S 

— 

— 

已2已 i (4800 

48 Oi 

720 X 48 Oi 

1已 .7 

已 9.9 

13.5 

R/Y 

— 

— 

巨2已 i (已7巨 i) 

已 76i 

720 X 已7巨 i 

1已.目 

已〇.日 

13.5 

R/Y 

— 

— 

已2已 P (48 日 P ) 

48 Op 

720 X 483 

31.已 

已 9.9 

27.0 

R/Y/H 

— 

/ 

巨2已 P (已7巨 P ) 

已7巨 p 

720 X 已7巨 

31.3 

已〇.日 

27.0 

R/Y/H 

— 

/ 

7已〇 (720) /巨 Op 

720/巨 Op 

1280 X 720 

45.0 

60.0 

74.3 

R/Y/H 

— 

/ 

7已〇 (720) /已 Op 

720/已 Op 

1280 X 720 

37.已 

已〇.日 

74.3 

R/Y/H 

— 

/ 

112已 （1080) /巨曰 i 

1080/巨 Oi 

1920 X 108 Oi 

33.8 

60.0 

74.3 

R/Y/H 

— 

/ 

112已 （1080) /已曰 i 

1080/已 Oi 

1920 X 108 Oi 

28.1 

已〇.日 

74.3 

R/Y/H 

— 

/ 

112已 (1080) /24 p 

1 080/24P 

1920 X 1080 

27.0 

24.0 

74.3 

R/Y/H 

— 

/ 

112已 （1080) /巨 Op 

1080/巨 Op 

1920 X 1080 

日7.已 

60.0 

148.已 

R/Y/H 

— 

/ 

112已 (1080) /已 Op 

1080/已 Op 

1920 X 1080 

已目 .3 

已〇.日 

148.已 

R/Y/H 

— 

/ 

VESA 400 

VGA8 已 

640 X 400 

37.9 

85.1 

31.已 

R 

— 

— 

VGA 

VGA70 

640 X 400 

31.已 

70.1 

25.2 

R 

— 

— 

VGA 巨0 

640 X 480 

31.已 

已9.日 

25.2 

R/H 



VGA 日7 

640 X 480 

35.0 

日日.7 

30.2 

R 

— 

— 

VGA73 

640 X 480 

37.9 

72.8 

31.已 

R 

— 

— 

VGA7 已 

640 X 480 

37.已 

75.0 

31.已 

R 

— 

— 

VGA8 已 

640 X 480 

43.3 

85.0 

36.0 

R 

— 

— 

SVGA 

SVGA 已巨 

800 X 巨00 

35.2 

已目 .3 

36.0 

R 

— 

— 

SVGA 日0 

800 X 600 

37.9 

日0.3 

40.0 

R/H 



SVGA72 

800 X 巨00 

48.1 

72.2 

已〇.日 

R 

— 

— 

SVGA7 已 

800 X 巨00 

46.9 

75.0 

4日.已 

R 

— 

— 

SVGAS 已 

800 X 巨00 

已 3.7 

85.1 

已日 .3 

R 

— 

— 

MAC 16 

MAC 16 

832 X 624 

49.7 

74.6 

已 7.3 

R 

— 

— 

XGA 

XGA 已〇 

1024 X 768 

39.6 

已〇.日 

已 1.9 

R 

— 

— 

XGA 巨0 

1024 X 768 

48.4 

60.0 

65.0 

R/H 

/ 

/ 

XGA70 

1024 X 768 

已日.已 

70.1 

75.0 

R/H 

/ 

/ 

XGA7 已 

1024 X 768 

60.0 

75.0 

78.8 

R/H 

/ 

/ 

XGA8 已 

1024 X 768 

68.7 

85.0 

94.已 

R/H 

— 

— 

MXGA 

MXGA70 

11已2 X 864 

64.0 

70.0 

94.2 

R 

— 

— 

MXGA7 已 

11已2 X 864 

日7.已 

74.9 

108.0 

R 

— 

— 

MXGA8 已 

11已2 X 864 

77.1 

85.0 

120.0 

R 

— 

— 

MAC21 

MAC21 

11已2 X 870 

68.7 

75.1 

100.0 

R 

— 

— 

1280 X 720 

1280 X 720/已〇 

1280 X 720 

37.1 

49.8 

60.已 

R/H 

— 

— 

1280 X 720/60 

1280 X 720 

44.8 

已9.日 

74.已 

R/H 


— 

1280 X 768 

1280 X 768/已〇 

1280 X 768 

39.6 

49.9 

65.3 

R/H 

— 

— 

1280 X 768/60 

1280 X 768 

47.8 

已9.日 

7日.已 

R/H 

— 

— 

1 280 X 800 

1280 X 800/已〇 

1280 X 800 

41.3 

已〇.日 

68.0 

R 

— 

— 

1280 X 800/60 

1280 X 800 

49.7 

已 9.8 

83.已 

R 


— 
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付録（つづき) 


対応信号 

信号名表示 

解像度 

(ドット） 

走査周渡数 

ドットク 
□ック 
周波数 
(MHz) 

フ オー 
マット - 1 

プラグァこ 
巧 

ノドプレイ 
な 

水平 

(kHz) 

垂直 

(Hz) 

コン ピュー 

夕— 

HDMI 

MSXGA 

MSXGA60 

1280 X 960 

60.0 

60.0 

108.0 

R 

— 

— 

SXGA 

SXGA60 

1280 X 1024 

64.0 

60.0 

108.0 

R/H 


/ 


SXGA7 已 

1280 X 1024 

80.0 

75.0 

135.0 

R 

— 

— 


SXGA8 已 

1280 X 1024 

91.1 

85.0 

1已7.已 

R 

— 

— 

SXGA+ 

SXGA+60 

1400 X 1〇已〇 

64.0 

60.0 

108.0 

R 

— 

— 


SXGA+60 

1400 X 1〇已〇 

65.2 

60.0 

122.6 

R/H 


/ 


SXGA+7 已 

1400 X 1〇已〇 

82.2 

75.0 

1已已 .9 

R 

— 

— 

WXGA+ 

WXGA+60 

1440 X 900 

已已.日 

已 9.9 

1日日.已 

R 

/ 

— 

UXGA 

UXGA60 

1600 X 1200 

75.0 

60.0 

162.0 

R/H 

/ 

/ 

WSXGA+ 

WSXGA+60 

1680 X 1〇已〇 

65.3 

60.0 

146.3 

R 

— 

— 

1920 X 1080 

1920 X 1080/60 

1920 X 1080で 

66.6 

已 9.9 

138.已 

R/H 


— 


1920 X 1080/已〇 

1920 X 1080 

已已.日 

49.9 

141.已 

R/H 

— 

— 

WUXGA 

WUXGA60RB 

1920 X 1200 *2 

74.0 

60.0 

1已4.日 

R 

— 

— 


*1 :フオーマットを表す記号は下記のとおりです。 

V :ビデオ 

S : S ビデオ 
R : RGB 

Y : YCbCr / YPbPr 
H : HDMI 

*2 : VESA CVT-RB (Reduced 目 lankin 旨）準拠。 


お知 5 せ 


• PT - LZ 370 の表示ドット数は、 ] 日20 X ] 080でず。 

解像度び異なる信号は、表示ドット数に変換されて表示されまず。 
•解像度のドット数の後ろにある 「 i 」 はインターレース信号を意味しまず。 
•インターレース信号接続時は映像にちらつきび発生ずることびありまず。 
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仕様 


本機の仕様は下表のとおりです。 


使用電源 


消費電力 


品番 PT - LZ 370 

AC 100 V 已0 Hz / 目0 Hz 
100 V 3已0 W (4.2 A ) 


[ EC 日マネージメント]の[スタンバイモード]を拒 CO ] に設定時日.08 W 
[ EC 日マネージ六ント]の[スタンバイモード]を[ノーマル]に設定時7 W 


サイズ 
表示方式 
ミ夜晶パネル 駆動 方式 


画素数 


レンズ 


[音声設定]の[スタンバイ時動作]を[オン]に設定時 low 
日.74型 LCD (アスぺクト比1日：日） 

透過型液晶 y ネル3枚3原色方式 
アクティブマト U クス方式 


2 073 巨 00 画素 
(1 920 X1 曰 8 日ドット） X 3 枚 


マニュアル ズーム （2 倍）. フォー カス 
F 2.日〜3.4 、 f 21.已 mm 〜 43.0 mm 


光源ランプ 
光お力*'' 

水平1已.日 kHz 


280 W UHM ランプ 
3000 Im 

-91.1 kHz 垂直 24.0 Hz 


8己.1 Hz 


対応走査周波 
数*己 


PIAS (Panasonic Intelligent Auto Scanning ) 方式 

RGB 信号時 - 


[已2已 i (480 i )] 

[已2已 p (480 p )] 

[7 已〇 (720) /巨 Op ] 

[1 12已 (1080) /巨 Oi ] 
[1 12已 (1080) /巨 Op ] 
YCbCr / YPbPr 信 [日 2 已 i (已 7 目 i )] 

号時 [目2已 P (已76が] 

[7 已〇 (720) /已曰 P ] 

[1 12已 （1080) /已曰 i ] 
[1 12已 （1080) /已 Op ] 
[1 12已 (1080) /24 p ] 


ドットク□ック周波数 
162 MHzlUT 


水平1已 .7 已 kHz 
水平31.已 kHz 
水平 45.0 kHz 
水平 33.7 已 kHz 
水平日7.已 kHz 
か平1已.日3 kHz 
水平3 1.2 已 kHz 
水平37.已 kHz 
水平28.13 kHz 
水平已目 .2 已 kHz 
水平 27.0 kHz 


垂直60 .曰 Hz 
垂直日0.日 Hz 
垂直日0.日 Hz 
垂直日0.日 Hz 
垂直日0.日 Hz 
垂直已〇 .曰 Hz 
垂直已〇 .曰 Hz 
垂直已〇 .曰 Hz 
垂直已〇 .曰 Hz 
垂直已〇 .曰 Hz 
垂直 24.0 Hz 


• 3 値 SYNC には対応していません。 


ビデオ信号時 
( S ビデオ含む) 


水平1已 .7 已 kHz /1 己.63 kHz 垂直已〇.日 Hz /60.0 Hz 


已2已 p (48 日 P )、 日2已 P (已7日 P )、 7已曰 （72 曰）/日日 p 、 7已曰 （72 曰）/已日 p 、 


112已 （1080) /巨 曰し 112已 （1080) /已 曰し 112已 （1080) /巨 曰 p 、 


HDMI 信号日寺 112已 (1080) /已 Op 、 112已 （1080) /24 p 


♦表示可能解像度： VGA 〜 UXGA 〔ノンインターレース) 
•ドットク□ック周波数： 25.2 MHz 〜162.0 MHz 


カラー方式 7方式 （ NTSC / NTSC 4.43/ PAL / PAL - N / PAL - M / SECAM / PAL 60) 


お写画面サイズ 
画面アスペクト比 
お写方式 
コントラスト比*1 


4日〜3日日型 
1巨： 9 

フ□ント天つり/フ□ント床置さ/リア天つり/リア床置さ 
1日日日日：1(全白/全黒） 



*1 :工場出荷時における本製品全体の平均的な値を示しており、 」 EX 日日11:2日日3データプ□ジェクタの仕様書様式に則って 
記載しています。測定方法、測定条件については付属書2に基づいています。 

*2 :本機が投写できる映像信号について詳しくは、"対応信号リスト" （11^11 日ぺージ）をご覧ください。 
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品番 

PT-LZ370 

接続端子 

(COMPUTER IN) 子 

1系統高密度 D - Sub 1巳 P (メス） 

[RGB 信号] 0.7 V [ P - P ] 7已 n (SYNC ON GREEN 時 1.0 V [ p - p ] 75 Q ) 

SYNC/HD TTL 八イインピーダンス正/負極性自動対応 

VD TTL 八イインピーダンス正/負極性自動対応 

[ YPbPh 信号 ] Y ： 1.0 V かが同期信号を含む、 PbPr : 0.7 V かが7巳！:！ 

〈COMPONENT IN> 端子 

1系統 RCA ピンジャック3本 

Y : 1.0 V [ p - p ] 同期信号を含む7已〇 

Pb / Cb . Pr / Cr 日.7 V 阳で] 7已〇 

(VIDEO IN) 端子 

1系統 RCA ピンジャック1.日 V 阳で] 7已〇 

〈S-VIDEO IN> 端子 

1系統 Mini DIN 4 P Y 1 . 日 V [ p - p]、C 0.286 V [ p - p ] 7已0 S 1信号に対応 

<HDMI IN 1> / 

<HDMI IN 2> 端子 

2系統 HDMI 19ピン （ HDCP、Deep color 対応） 

音声信号：リニア PCM (サンプ U ング周波数： 48 kHz /44. 1 kHz /32 kHz ) 

(SERIAL) 端子 

1系統 D-Sub 9 p RS -232 C 準拠コンピューター制御用 

(AUDIO IN) 端子 

1系統 M 3 ステレオミニジャック0.已 V [ rms ], 入カインピーダンス22 k n じ(上 

〈AUDIO OUT) 子 

1系統 M 3 ステレオミニジャック（モニター出力、ステレオ対応巧） 

0 V [ rms ] 〜 2.日 V [ rms ] (可変)、出カインピーダンス 2.2 k 〇し^下 

<LAN> 端子 

1系統 RJ -4 已ネットワーク接続用 PJLink 対応1日 Base - T /1 日日 Base-TX 

電源コードの長さ 

2.0 m 

が装ケース 

樹脂成型品 

外形寸法 

横幅： 470 mm 高さ：1已1 mm (脚最小時）奥行： 380 mm 

質量 

約 8.6 kg *3 

使用環境条件 

使用環境温度’ 4 : 日む〜 40 む 
使用環境湿度： 2 日％〜 8 日％ (結露のないこと） 

リモコン 

使用電源 

DC 3 V (単3お乾電池2コ） 

操作距離 

約1日 m (受信部正面） 

質量 

117旨（乾電池含む） 

外形寸法 

横幅： 48 mm 高さ：1日3 mm 奥行： 24.已 mm 


*3 :平均値。各製品で質量が異なる場をがあります。 

*4 :高地（海抜1400 m 〜2 7 日日 m ) で使用する場含、使用環境温度は 日む〜 3已 むになります。 

♦本機を使用できるのは日本国内のみで、外国では電源電圧が異なりまずので使用できません。 

(This projector is designed for use in Japan only and can not be used in any other country .) 
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外形寸法図 



く単位： mm > 



天つり金具取り付け時の注意事項 



•本製品を天井に取り付ける場合は、当社指定の天つり金具（品番: ET - PKA ]10 H (高天井用）、 ET - PKA ] 1 0 S 
(な天井用））を使巧してください。 

•工事は専門の技術ちにご依頼ください。 

•当社製な外の天つり金具ならびに天つり金具設置環境の不具合による製品の損傷などについては、保証期間中 
であってを責任を負いかねまずのでごま意ください。 

•ご使用を終了した製品は、工事の専門の技術ちにご依頼のラえ速やかに撤去してください。 

•ねじ類の締めつけの際は、トルクドライバーまたは、六ちトルクレンチを使用し、規定値内のトルクで締めつ 
けてください。電動ドライバー、インパクトドライバーを使用しないでください。 

• 詳しくは、天つり金具の工事説明書をお読みください。 

• 付属品や別売品などの品番は、予告なく変更ずる可能性びありまず。 


本体底面 


天つり金具品番：口- PKA ]10 H (高天井巧) 
ET - PKA 11 OS (な天井巧) 
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保言正とアフターヴービス ( よくお読みください) 


故障-修理-お取扱い•メンテナンス 

などのご柏談は、まず、 

お買い上げの販売店 

へ、お申し付けください。 


お買い上げの販売店びご不明の場合は、当 
社（下記、パナソニックプ□ジェクターサ 
ポートセンター)までご連絡ください。 

* 内容により、お近くの窓□をご紹介させ 
ていただ<場合びございまずのでご了を 
<ださい。 


保証書（別添付) 


お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ずお確かめの 
ラえ、お買い上げの販売店からお受け取0<ださい。 
内容をよ<お読みいたださ、大切に保をして<ださ 
い。 

万一、保証期間内に故障を生じた場合には、保証書 
記載内容に基づさ、「無料修理」させていたださまず。 

保証期間：お買い上げ曰か5本体1年間 

* ただし、光源ランプは日力月またはランプ使用時 
間日00時間の早い方となりまず。 


補修用性能部品の保有期間區呈 


当社では、プ□ジェクターの補修用性能部品を、製 
造巧ち切り後、8年間保有していまず。 

* 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるた 
め I し必要な部品です。 


修 I 里のご依頼について 


この取扱説明書を再度ご確認のラえ、お買い上げの 
販売店までご連絡ください。 

■保証期間中の修理は... 

保証書の記載内容に従って、修理させていたださま 
ず。詳し<は保証書をご覧<ださい。 

■保証期間経過後の修理は... 

修理により、機能、性能の回復び可能な場合は、ご 
希望により有料で修理させていたださまず。 


■ ご連絡いただをたい内容 


品名 

液晶プ□ジェクター 

品番 

PT - LZ 370 

製造番号 


お買い上げ曰 


故障の状況 



パナソニックプ□ジェクターヴポートセンター 


設定や操作でご不明なことびございま したら 
なんなりとお問い合わせ<ださい。 

ぉ電話のちはこち5 01 20-872-601 f 帶間〜:是冷(祝帯帮ィ深を盛く） 

URL : http://panasonic.biz/projector/ 

* 書面や電話/ FAX でお答えずることびありまず。また、返事を差しあげるのにお時間をいただくことびご 
ざいまず。 

* お電話の際には、番号をお確かめのラえ、お間違えのないよラにおかけください。 


ご柏談窓□における個人情報のお取り扱い 

ノ（ナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ごホ目談への対応や修理、 
その確認などのために利用し、その記録を残ずことびありまず。また、折り返し電話させていただくとさの 
ため、ナンパ'-•ディスプレイを採用している場合びありまず。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務 
等を委託する場合や正当な理由びある場合を除さ、第=ちに提供しません。お問い合わせは、ご相談された 
窓口にご連絡ください。 
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■ ヨー □ ッパ連合必外①国の廃棄処分に関ずる情報 


これらのシンボルマークは EU 域内でのみ有効でず。 

製品を廃棄ずる場合には、最寄りの市町村窓□、または販売店で正しい廃棄方法を 
お問い合わせください。 
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